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プロローグ




　俺たちは修学旅行中だった。

　荻おぎ十と学園２年Ｃ組は今、山間の道をバスで移動している。

　寝てるやつ。スマホいじってるやつ。乗り物酔いっぽいやつ。手鏡ばっか見てるやつ。

　このクラスで特に目立つのは、後ろの座席に集まってるやつらだ。

　いわゆる上位層グループ。

「なぁ拓たく斗とぉー、今度誰か知り合いのオンナ紹介してくれよー」

「翔しよう吾ごは女子に対して軽いんだよ。そういう不誠実なの、よくないだろ」

　桐きり原はら拓斗。天が二物以上を与えしイケメン。

　諸もろ々もろのスペック高し。ひと言発するだけで周りの空気にまで影響を及ぼす。

　事実、さっきの発言後にはもう空気に変化が起きていた。

「やっぱり桐原クン、誠実ー」

　近くの席の女子数人が黄色いレスポンスを返している。

　桐原拓斗はいわば２‐Ｃの主人公。２‐Ｃは桐原を中心に回っていると言っていい。

　そんな桐原の隣にいつも陣取ってるのは、小お山やま田だ翔吾。

　昔の表現で言えば不良。桐原の腰巾着ポジ。桐原の親友（自称）。強こわ面もて（そこそこ）。素行が悪い。口も悪い。いいのは体格と喧けん嘩かの腕。卑劣さにも秀でているだろうか。

　桐原＆小山田コンビはクラス内でイケてる系の男女を従えている。

「ていうかアタシらでイーじゃん翔吾ー」

「チャラすぎんだよオメーらは」

「下がるわ～」

「ギャル系で攻めんなら高たか雄お妹は超えてこいや！」

「無理無理無理マジ無理だから！　あいつゼッテー人間じゃねぇし！　人間やめてるやつとは、勝負になんねーっての！」

「ま、元の素材の差もでけーよな！　高雄妹は、まず素材がヤバいわ！」

　はしゃぎまくる小山田。修学旅行だからか、いつも以上にテンションが高い。一方、話題に出た高雄妹は静かなものだった。

　高雄姉妹。変人で有名な双子の姉妹。いつも二人でいる。

　姉の高雄聖ひじりがクール系美人。

　妹の高雄樹いつきがギャル系美人。

　二人ともハイスペック。姉の学力はクラスで二位。妹も頭がよく、前のテストでは四位だった。双子は運動面でも隙がない。姉妹揃そろって、顔もスタイルもずば抜けている。

　変人以外でおさえておく情報は、それくらいか。

「山の景色は非日常への想像を広げられるからいいものよ。あなたもよく見ておきなさい、樹」

「わかったよ、姉貴」

　高雄姉妹はやはり変わっている。俺には何度見ても平凡な景色としか思えない。あれのどこに非日常を感じるのか。いや――高雄姉にはきっと何かが見えているのだろう。

　ちなみに高雄妹が姉に逆らったのを、俺は見たことがない。

「うっわ!?　高雄妹、おれが名前出しても安定のスルーきたわーっ！　ヤベーっ！　かっけーっ！」

「もう少し静かにしてもらえるかしら、小山田くん」

　澄んだ声が、車内の空気を震わせた。

「お？」

「私、読書中なんだけど」

「んだよ十そ河ごうー？　今の言い方、マジ冷気じゃん？」

　十河綾あや香か。

　クラス委員。他校で話題になるくらいの美人。

　実際、無断の盗撮画像がＳＮＳで出回ったほどだ。

　黒髪。カチューシャ。色白。黒タイツ。

　超お嬢さまと噂うわさされている。下校の時、高級車とか迎えに来てるしな……。

　文武両道。高雄姉をおさえて学力のクラストップは十河である。

　部活には未所属。ただし、体育の時間でその運動能力の高さは何度も証明済み。

　頼まれてたまに運動部の助すけっ人ともしているのだとか。

　もし男主人公を桐原拓斗とするなら、女主人公は十河綾香と言えるだろう。

「つーか十河、なに読んでん？」

　小山田がサッと十河の文庫を取り上げた。

「ちょっと、やめてよっ」

　あ……小山田のやつ、カバーまで外しやがった。ちょっとやりすぎだろ、あれ。

　が、誰も止めない。当然だ。２‐Ｃで小山田に物言いのできる生徒など限られている。

「今どき紙の本とかウケんだけど！　漫画？　え、小説じゃん！」

「返してっ」

「〝今年最大の超ド級恋愛小説〟ー!?　やっべぇぇええええ！　マジ、中身気になる！」

「か、返してってば！」

「いやいやいや、今期ナンバーワンの意外性っすわー！　へーナニ？　綾香たんって、実は恋愛小説とか読んじゃう系のスイーツなん？」

「わ、悪い!?」

「げっ！　マジかよコレ!?　改行少なっ！　おれこーゆーの無理！　目が、目が滑るぅ～っ！　脳細胞が死ぬ～っ！」

「じゃあ、返して」

「えー？　どっしよっかなー？　あ、じゃあおれとＲ＠ＩＮレイン交換してくれたら返すよん？」

　何を隠そう。小山田は十河のことが好きなのである。そう、今のはアレだ。好きな子をイジメたくなるってやつ。ひと昔前っぽい歪ゆがんだ愛情表現。とはいえ、

「小山田くん、いい加減にして！」

　当の十河は小山田の気持ちに気づいていない。薄々、鈍感のケがあるのは感じていたが。

　ちなみにＲ＠ＩＮとは、いわゆるメッセージアプリだ。世界でトップシェアを誇る。

　Ｒ＠ＩＮは相手に〝承認〟されないとメッセージをやり取りできない。

　要するに小山田は十河にその承認をしろと迫っているのだ。

　……俺がここで颯さつ爽そうと止めに入れたら、さぞかっこいいだろう。しかし俺のような〝空気〟が出張ってもそよ風が吹くだけだ。効果ゼロ。ナッシング。空疎。無意味。

　むしろ状況を悪化させるかもしれない。小山田が相手なのも分が悪い。

　クラス序列で最上位の十河が対抗できないなら、ほとんどのやつが無理なのだ。

　それにしてもなんだか今日の十河は、らしくない。

　ん？　十河の顔がちょっと赤い？……あ、なるほど。恋愛小説ってのがバレて、照れてるのか。だから普段の凜りんとした強気を百パー出せていない。

「…………」

　照れてるせいで、か。

　普通にちょっとかわいいと思ってしまった。あと、

「小山田さ、返してやれよ」

　普通に、かわいそうだろ。

「は？」

「は？」

　二つ目の〝は？〟は、俺の声だった。

　あれ？　俺……どうした？　なんで俺、立ち上がってるんだ？

「三み森もり灯とう河かクン？　えっと、さ……何？　は？　急にどしたん？」

　そりゃ小山田も驚くだろう。

　クラスで空気モブの俺――三森灯河が、いきなり注意してきたのだから。

　バス内の空気も変になっていた。一斉に注目を浴びる俺。嫌な汗が出てくる。

「いやほら……なんか十河さん、ほ、本気で嫌がってるみたいだし……」

「かっ――」

「え？」

　小山田がプルプル震える。皿に降り立ったばかりの新鮮ゼリーかよ。

「か、かかっ――かっけぇぇーっ！　かっこよすぎる！　かっこメーン！　メーン！」

　ノリノリで俺を指差す小山田。完全に俺を馬鹿にしくさった態度だった。

「は？　三森って十河さんＬＯＶＥの方向性で活動してんの？　そうなん？　三森パイセン……そ、それでついカッコ盛っちゃったんスか!?　え？　マジ今のナニ？　エアーマンの反逆かなんか？」

「三森、くん……？」

　十河の顔が視界に入る。なんとも表現し難い表情をしていた。

　あの表情。ポジティブに受け取るべきか、ネガティブに受け取るべきか。

　前者が正解だと嬉しいが。

　さて――この針のムシロ状態。ここで三森灯河はどう動くのが正解なのだろうか？

　その時、

「返してやれよ、翔吾」

　助け船を出したのは、桐原だった。さすがの小山田も邪険にできない相手。

「それより拓斗よー？　カッコメン化した三森センパイとヒマ潰しに絡もうぜー？」

「いや、絡むつもりねーし。三森とかオレ、欠片かけらも興味ないから」

「うっほぉ!?　すげぇ冷気じゃん拓斗！　ヤッベェ！　おれにはこのクールさが足りねぇんだわ！　こーゆートコが、おれと拓斗の差なんかなー？」

「けど小山田さ、三森は放置スルーでいいけど、十河の本は返してやれよ。そういうのオレ、気分よくねーから」

　羨望の眼まな差ざしが一斉に桐原へ注がれる。主に女子から。桐原クンやっぱ優しーよねー、と好意的な囁ささやきが起こる。小山田が文庫の背表紙で十河の肩をペシペシと叩たたいた。

「悪ぃーな十河っ♪　おれ、ちょっと調子くれてたわ。優しく許してちょ？」

　ひったくるように文庫を回収する十河。キッと小山田を睨にらみつけている。

　小山田が降参のポーズを取った。

「わ、悪かったって……」

　ツンと黙したままポーチに本をしまう十河。もう読む気が失うせたようだ。

　十河綾香は成績優秀、容姿端麗なだけではない。古武術（確か古武術）を使える。

　で、小山田はその古武術によって以前あっさりのされていた。

　あれ以来、小山田は微妙に十河を恐れている節がある。と、同時に惚ほれたらしい。

　桐原は耳にイヤホンをつけると、音楽を聴き始めた。

　ドカッと自分の席へ戻る小山田。すると、

「うぉらぁっ！」

　突然、小山田が斜め前の座席の背に蹴りを放った。急の出来事に生徒の大半がビクッとなる。添乗員さんの肩もビクッと上がっていた。俺も、びっくりした。

　平然としてたのは桐きり原はら拓たく斗と、十河綾香、高雄姉妹の四人のみ。

　というか双子に関しては、まったく反応していなかった。

「安やすぅぅ～？」

　蹴られた席に座っていたのは気弱げな男子。

　小お山やま田だがその生徒に近寄って、肩に組みつく。

「な、なんですか小山田さん……？」

　安智とも弘ひろ。

　安はいわゆるイジメられっ子だ。今はピンポイントで小山田から標的にされている。

　あれは２年に上がった初日のことだった。

　安が不注意で小山田のジュースをこぼした。悪いことに、そのジュースがかかって小山田のスマホが故障した。しかし安はその時、自分は悪くないと嚙かみついた。嚙みついた相手が誰なのかも知らずに。以来、安は小山田にロックオンされている。

「さっきは、び、びっくりしたじゃないですかぁ……」

「空気の読めない三森センパイが身の丈以上のがんばりイベント起こしてんのに、テメェが自分は関係ありませんみてぇな冷えた空気出してっからムカついたんだろーが！　おい文句あんのかよ!?　オラァ！　ちゃんと目ぇ見ろや！」

「あ、ありませんよぅ……」

「ざけんな！　２‐Ｃの産廃が一丁前に口きいてんじゃねぇぞ！　黙れオラァ！」

「…………」

「返事しろ！」

「は、はいぃ……」

　黙らせたいのか返事をさせたいのか。どっちなんだ。小山田はやっぱりおかしい。

「おーい小山田ぁ？　そのへんにしとけよー？　今のご時世、やりすぎて勝手に自殺とかされても困るからなー。安も頼むぞー？　自殺するなら、ぼくが担任じゃない時にしてくれよなー？」

　担任の柘ざく榴ろ木ぎ保たもつ。

　体育教師。女子に優しく男子に厳しい。いや、微妙に訂正。可愛かわいい女子限定で優しい。

　柘榴木が男子で興味あるのはクラスカーストの上位陣のみ。要はクラスをまとめ上げるのに使える駒が欲しいわけだ。逆に言えば、使える駒にしか興味がない。

　だから生徒によって扱いには雲泥の差が出る。

　平等。このクラスにいると、すごく虚むなしく響く言葉だ。

　序列は存在する。いつでも、どこにでも、どうしようもなく。

「うーっす、自重しマース。サーセンっすぅ～」

　おどけつつ、担任におとなしく従う小山田。

　小山田は教師や大人たちに取り入るのが上う手まい。

　標的にした相手以外に好かれようと努力する。

　標的の逃げ場を、徹底して塞ぐために。

　だからこそ小山田の敷く包囲網はエグい。

　露骨にからかうトーンで、ごめんねポーズをする小山田。

「ゴメンヨー安クーンッ！　おれ、１分くらいだけ心を入れ替えるナリーっ！」

　悪びれた様子はない。

　手足を広げ、小山田がドカッとシートに座り直す。

「あーあーあーっ！　自分が主人公だと勘違いしちゃった三森センパイのおかげで、楽しい修学旅行のきらめきワンシーンがマジで冷気になっちまったわ～っ！　今回おれ、完全にとばっち――」

　その時、だった。

　なんの前触れもなく――




　ほとばしる白い光が、バス内を満たした。







１．召喚を告げし女神




「おれたちを異世界に召喚しただと!?　ざけんな！」

　小山田の怒鳴り声。声が響いているのは、薄暗い石造りの部屋。

　２‐Ｃ全員でもスペースがまだまだ余る程度には広い。

　所々に暖色の灯あかりが配されている。普段あまり街では見ない形のライト。

　古風趣味？　もしくは、西洋ファンタジーとかで目にするランタンみたいだ。

　目覚めたら、俺はここにいた。

「あなたたちは選ばれたのです」

「なんだと!?　説明しろや！」

　摑つかみかからんばかりの小山田。口角泡を飛ばしている。

　怒気と唾を受けているのはティアラをした女。

　小山田に怒鳴られても平然としている。大した度胸だ。

　清せい楚そっぽい出いで立たち。肌は滑らか。瞳は金。カラコンだろうか？　髪は白っぽい。

　特に目をひくのは服装である。

　薄手のローブ。そう、あれだ。西洋絵画とかで目にする女神のイメージ。

　それにアニメっぽいアレンジが入った感じ。
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「ええ、もちろん説明します。あなたたちを召喚したのは、この女神ヴィシスなのですから」

　というか、モノホンの女神さまの可能性が出てきた。

　一部の男子がコソコソ話し始める。

「これ異世界召喚じゃね？」「だよね？」「馬鹿、夢だよ夢」「夢の共有ってあるのかな？」「さすがにリアルすぎるって」「あれか？　クラス転移ってやつ？」「転移は僕だけでよかったわー」「同感」「このクラスでまとめて召喚じゃ、ゼンゼン選ばれてないよー」

　ある日、平凡な学生や社会人が目を覚ますと異世界にいた。

　いわゆる異世界転生や異世界転移と呼ばれる物語のジャンルだ。

　俺も一応知ってはいる。少し前に小説やアニメで流は行やっていた。

　赤ん坊スタートの転生とやらではなかったようだが……。

　女子の一部はパニックに陥っていた。

「ここどこなの!?　全っ然、意味わかんないんだけど！」「あたしらバス乗ってたよね!?」「死んだの!?　今、わたし霊体!?」「どうせあれでしょ!?　これ、ドッキリとかなんでしょ!?」「はぁ!?　スマホ電源入んないんだけど!?」「私の荷物ないじゃん！　化粧とか着替えとかどうするわけー!?」

　ま……今は状況に従うか。夢ならいずれ覚めるだろうし。

「…………」

　手を開く。閉じる。ほっぺを、つねる。痛い。

　リアルな感触。夢とは思えないが……。

　しかし俺にとって召喚のタイミングは救いでもあった。

　おかげでバスでのアレが有う耶や無む耶やになった感がある。

　周囲を見渡す。ＲＰＧの兵士みたいな恰かつ好こうをした男が数十人。槍やりや剣を手にしている。

　ま、反抗は無理か……。

　クラスメイトたちは丸腰。

　運動神経抜群の桐原、腕っ節の強い小山田、古武術使いの十そ河ごう、実は喧けん嘩かも強いと噂うわさされる高たか雄お姉妹。この五人がいても、制圧は非現実的だろう。担任の柘榴木からも抵抗の意思はうかがえない。今のところ過激な反応をしているのは小山田くらいか。

　柘榴木が立ち上がって、皆を諫いさめはじめた。

「ぼくにも今の状況はわからない！　だからこそ今はこの女神さまの説明を聞こう！」

　自分がリーダーだと言わんばかりに声を張る柘榴木。ちなみに柘榴木はさっきから女神の胸もとをチラ見しまくっていた。異世界に来ても柘榴木は柘榴木のようだ。

「ありがとうございます、センセイ。それでは皆さま、説明を始めさせていただきます」

　楚そ々そと微笑ほほえみ、女神は説明を始めた。







　女神の説明で少し状況を理解できてきた。

　こういうことらしい。

　悪の親玉とされる大たい魔ま帝ていとやらがこの世界で復活した。

　俺が今いるここアライオン王国では、巨大な邪悪が現れるたびに異世界から〝選ばれし勇者〟を召喚しているのだという。

　召喚された勇者たちは発生した邪悪を過去に何度か打ち倒している。

　ちなみに最後の召喚は２００年ほど前。今だと勇者の存在は伝承として語られる程度だとか。それでもアライオンは、他国から今も特別視されている。

〝アライオンは異界から救世の勇者を召喚する秘術を有している〟

　この話は今も大陸中に広く知れ渡っているという。

　勇者は巨大な邪悪を打ち倒すための切り札。それを用意できる唯一の国。

　今後、再び巨大な邪悪が現れないとは限らない。

　となれば他国もアライオンを無下にはできない。

　そしてそのアライオンには、国王より重要な存在がいる。

　女神ヴィシス。

　女神を信奉するヴィシス教団には、国王すら手を出せないのだとか。

　そう――勇者召喚の秘術を使える唯一無二の存在が、あの女神というわけだ。

「つまり、その大魔帝とやらをオレたちに倒せっていうのか？」

　桐きり原はらが質問した。

　この場で発言権を持つ者は自然と決まる――うち一人は当然、桐原拓たく斗と。

「そうなります」

「ふーん。オレたちが協力しなかったら？」

「あなたたちは元の世界へ戻ることができません」

「戻る方法があるのか？」

「あります。ですが、大魔帝を倒さねば戻れないでしょう」

「なぜ？」

　女神が兵士に何か持ってこさせた。持ってこさせたのは、黒い首飾りだった。

「逆召喚の儀には〝邪じや王おう素そ〟と呼ばれる特殊な魔素が必要となります」

　女神が二本、指を立てた。

「現在、明らかになっている入手方法は二つです。一つは邪王素の源である大魔帝の心臓を手に入れること。もう一つは、大魔帝が消滅する際に放出される邪王素をこの首飾りの水晶に取り込むことです」

　邪王素とやらを手に入れないと、俺たちを元の世界へ戻す儀式はできないらしい。

「そんなの全部テメェら側の都合だろうが！　ざけんな！　タイマテイとかおれたちには関係ねぇんだよ！」

　説明を受けても小お山やま田だの腹の虫はおさまらない。

　女神が恭しく跪ひざまずいた。

「どうかこの世界を救っていただけないでしょうか、勇者さま」

「ゆ、勇者ぁ？　お――おれも勇者なのかよ？」

　急に下手に出られたせいなのか。はたまた〝勇者〟と呼ばれてまんざらでもなかったのか。弾はじけそうだった小山田の怒りが、引っ込んだ。まあ、誰だって自分の存在を持ち上げられて悪い気はしない。あんな美女にとなれば、男ならなおさらだろう。

「皆さま全員が、救世の勇者なのです」

「あ、あのっ」

　発言権を求めて挙手したのは、十河。

「質問してもいいですか？」

「どうぞ」

「あ――そ、十河綾あや香かです」

　一礼する十河。

「ふふ、ソゴウさんは礼儀正しいのですね」

「い、いえ」

「さて、質問とはなんでしょうか？」

「み、見ての通り私たちは普通の人間です。それに、戦いの経験なんてない人がほとんどだと思います」

　十河は古武術使い。異世界でも古武術は通用するのだろうか？

「そんな私たちに、いきなり救世の勇者？　と言われても……力になれるとは思えないんですが」

「大丈夫です」

　女神は動じていない。何か知っている顔――あれは、確信の表情。

「あなたたちは他の人間にはない特別な力を持っています」

　動ずる十河。

「で、でも！　心当たりなんてありません！」

「ええ、そうでしょうね」

　余裕を崩さず、女神は言った。

「ここへ、召喚される前までは」

　ていうか、あの女神……。

　なんというか――最初から十河の反応を予想していたみたいだ。

　召喚された勇者たちが過去に何度かこの世界を救ったと聞いた。

　過去の勇者たちも最初、ほぼ同じ反応をしている？

　つまりあの女神は慣れているのか？　こういう流れに。

　テンプレに。

「くっ――やっぱ、信じられるかよ！」

　小山田が叫んだ。

「異世界だぁ!?　はっ、どうせドッキリだろ!?　つまんねーんだよ！　冷えるネタばっか連発すんなや！　殺すぞ!?」

「アレを」

　兵士に淡々と指示を出す女神。小山田の激げき昂こうをまるで意に介していない。

　しばらく経たつと、ボロを着た男が部屋に入ってきた。鎖で両手を拘束されている。

　男の両脇には兵士が付き添っていた。ボロを着た男は不安げな様子である。

　兵士が、槍の柄で男の背中を小突いた。前へ進めと促しているようだ。

「な、何あれ？」

　女子の一人が部屋の入口を指差す。震える指先。彼女の指が示すモノ。

　ボロの男ではない。

　それは、三つ目のオオカミだった。

　……多分、オオカミ。

　ごつい首輪を着けている。オオカミは、リード代わりの鎖で自由を奪われていた。

　ひと際体格のいい兵士が鎖を握りしめている。

　にしても、でかいオオカミだ。色も奇妙だし。なんだあれ？

　金の瞳に、ワインレッドの毛並み？

「あのような獣は、あなたたちの世界には存在しないのではありませんか？」

「い、色塗ってんだろ!?　張りぼてのニセモンだ！　ざけんな！　冷えんだよ！　死ね！」

　食い下がる小山田。女神が、視線で兵士に何か指示を送った。

「グるルるガるルるルぅゥ～っ！」

　ボロを着た男がハッとなる。何かを察した顔。

「ひぃっ!?　や、やめぇ――」

「ガぁァあア！」

　ボロを着ていた男に、三つ目オオカミが襲いかかった。

「きゃぁぁああああ――――ッ！」

　女子の悲鳴。そこかしこで悲鳴が続く。

「げっ――ぅ、げぇぇっ！　おげーっ！」

　一人、男子が嘔おう吐と。

　オオカミの爪が獲物の身体からだを切り裂いていく。

　襲われた男の叫び声が、消えた。その身体も動かなくなる。

　オオカミが男の身体に喰くらいついた。牙を使いながら〝食事〟を始めるオオカミ。

　衝撃的すぎる光景。

　が、次だった。次に起こったことが、すべてを決定づけた。

　食事中のオオカミの方へ女神が腕を伸ばした。

「魔を祓はらいし聖なる炎よ、女神ヴィシスの名をもって、魔を焼き払う任を命ずる――」

　魔法陣っぽいものが、女神の前方に出現。

「〝神命の炎球フアイヤーボール〟！」

　刹那、オオカミが火の玉に包まれた。

　白い炎。炎から抜け出そうともがくオオカミ。しかし、もがけたのもほんの一瞬。

　オオカミはあっという間に燃え尽き、灰と化した。

　焦げたニオイが漂ってくる。肉の焼けたニオイ……。

　部屋の隅にかたまっていた男子たちが囁ささやき始める。

「い、今のって魔法じゃん？」「いや、魔術じゃね？」「ど、どっちでもいいよ……」「てかマジでこれ異世界っぽいな」「女神さま、手っ取り早く証拠見せにきたなぁ～」「実際に目で見ると効果ありすぎだよね」「つーか、ワクワクする～」

　切迫さがない。なんだろう。つまらない日常から抜け出せた。そんな空気。

　一方の女子たち。中には泣き出してしまうやつもいた。恐怖でその場にへたり込んでしまったやつもいる。女子の大半がショックを受けていた。

「な、なんだったの……今の？」「ＣＧだよね？　トリックとかイリュージョンだよね？」「うっ……肉の焦げたニオイ……気持ち悪い……」「いやぁぁ……っ」「うあぁぁ……もう嫌だよぉ……帰りたいよぉぉ……」

　あの桐原もさすがに驚いているようだった。

　ただ、怯おびえている感じはない。純粋にびっくりしている印象。

　小山田は……悔しがっていた。目の前の出来事を現実だと認めざるをえない。しかし小山田は先ほど現実ではないと食ってかかった。なのに結局、突きつけられた。

　現実を――圧倒的な現実として。今はそれがただ悔しい。そんな様子だった。

　十そ河ごうは汗をかいていた。おそらく冷や汗だろう。まぎれもなく動揺している。けど、動揺を必死に隠そうとしていた。彼女は今、泣き出した女子を慰めている。きっと大丈夫だから、と声をかけている。クラス委員の自分がしっかりしなくてはならない。そう感じているのだろう。こんな時でも、十河は気丈である。

　高たか雄お姉妹は、

「なるほど。私たちの住んでいた世界とは違う世界――あるいは惑星と考えるのが、現段階では最適解のようね。では、まずここが異世界だという仮定を起点として、思考と行動を作っていきましょうか」

「こんな状況でも冷静なんて、さすが姉貴だよな……」

「これもメンタルトレーニングの一環だと思いなさい、樹いつき。悲観や狼ろう狽ばい、現実逃避に時間を使うよりも、今は目の前の現実を受け入れて、現状分析や安全確保に時間を使うべきよ。思考というのは感情に足を取られると鈍ってしまうから、現状、一定値以上の感情は切り捨てるべきね」

「ちっ……やっぱアタシは、姉貴には遠く及ばないぜ……」

「これはトレーニングを積み重ねればあなたにもできることよ」

「わかった……がんばってみるよ、姉貴……」

　驚くほどいつも通りだった。マイペース、ここに極まれり。

　特に姉の方は凄すさまじいメンタルだ。毛ほども動揺がうかがえない。

　なんというか、あの姉妹はもはや別次元の存在といえるだろう。

　担任の柘ざく榴ろ木ぎは呆ぼう然ぜんとしている。

　ポカンと口を開けていた。まるで、あの有名な〝真実の口〟みたいに。

　安やすも、戸惑ってはいるようだった。

　ただ――その口端は、なぜか吊つり上がっていた。







「ひとまずここは女神さまの言葉に従おう！　ここで女神さまを疑い続けていても何も前へ進まない！　ぼくらはまず、人を信じることから始めるべきなんだぁ！」

　さっきの発火現象で完全にビビったのか。

　今の柘榴木の背後には大振りの白旗が見えるようだった。

　男の死体。元はオオカミだった灰。それらはもう片づけられている。

　今、部屋には別のものが運び込まれていた。

　台座と水晶。水晶は俺の腰上くらいの位置にある。

　手でこの水晶に触れてほしい――俺たちはそう指示された。何か計測するようだ。

　計測は、出席番号順に行われるらしい。

　先ほど異世界の証拠を突きつけられたせいだろうか？

　今のところみんなおとなしく指示に従っている。現状、俺も逆らうつもりはない。

　もしここで反抗したらどうなるか？　見せしめとしてあの炎で消し炭にされるかもしれない。あの女神には躊ちゆう躇ちよがない。そう見えた。おそらく目的達成のためには手段を選ばないタイプ。ここで逆らうのは、リスクでしかない。

　２‐Ｃ全員がそう判断したのだろう。本能でも――理屈の上でも。

　出席番号１の天川が水晶に手で触れる。

　水晶が青色に光った。おぉ、と声が上がる。女神が微笑ほほえみ、手を合わせる。

「素質がありますね」

　水晶の周りには女神の他に数人の異世界人が立っていた。

　フード付きのローブ。彼らは何かを見極めんと目を光らせていた。

　計測は〝あいうえお順〟で進んでいる。

　小お山やま田だの番が、やってきた。発光色は赤。色で何か違うのだろうか？

「おぉ!?　こ、この光量はっ!?」

　ローブ男たちがどよめく。これまでで最も強い光量。女神もご満悦の様子。

「これは素晴らしいですっ」

「よくわかんねーけど、すげぇ結果らしいな！　ネツいわ！」

　ネツい？　ああ……熱いと言いたいのか。冷気だけの男ではなかったらしい。

「異世界も悪くねぇかもな！　おれの時代に風がふいてきたわ！　熱風、きたわ！　よっしゃ！　仕方ねぇから、このおれが勇者をやってやらんでもねぇぜ～!?」

　喜ぶ小山田。調子のいいやつだ。

　とはいえ仕方あるまい。自分が他より優れている。それは誰だって嬉うれしいだろう。

　しかし小山田の天下は三日どころか、三十分も続かなかった。

　桐きり原はらが水晶に触れる。

「ぉ――おぉぉおおおお!?　ば、馬鹿なぁぁああああ!?　こんな、こんなことがぁっ……ぐわーっ!?」

　迸ほとばしる金こん色じきの光。ローブ男たちが身を引く。

　ヒビが走ったかと思うと、水晶は激しい音と共に砕け散った。

　パリィンッ！

「〝鑑かん定てい晶しよう〟が……く、砕け散るなんてっ！」

　冷や汗を垂らすローブ男。サラッと桐原が聞く。

「といっても、オレはなんにも驚けないんだけどな……ん？　今のって、なんかすごかったのか？」

　満面の笑みの女神が、両手を打ち鳴らした。

「素晴らしいですキリハラさん！　あなたは最高位のＳ級です！」

　Ｓ級。なんか、すごそうだ。

　怪け訝げんそうに質問する桐原。

「異世界なのにアルファベットなのか？」

「あなたたちが理解しやすいように、女神の私が言語変換などを行い最適化しています」

「ふーん。けど、なんでＳが最高なんだ？」

「〝スペシャル〟のＳです」

　桐原が頭を搔かく。

「あっそ……ま、オレとしては何か特別がんばったってわけでもないんだけどな。普通にあの水晶を触ったら、こんな結果になったってだけで」

　取り巻きの女子たちの目がキラキラと輝く。

「桐原くん、やっぱりすご～い……」「拓たく斗とくんは、別世界でも特別になれるんだね～♪」「素敵ーっ」「私を守ってぇ～っ」

　やれやれと息をつく桐原。

「オレ、この程度で自分が特別だとか思えねーし……普通だろ、こんなの」

　小山田が女神ににじり寄る。

「お――おれは何級なんだよ!?　おれもネツいんだろうな!?」

「オヤマダさんはＡ級です」

「Ａの上は!?」

「Ｓ級です」

「トップの、一つ下か……」

　歯は嚙がみする小山田。

「ちっ、しょうがねぇか。やっぱ拓斗には勝てねぇよな……」

　女神の指示ですぐさま代わりの水晶が運び込まれた。

　飛び散った破片を兵士が掃除する中、測定が進む。

「な、なんだとーっ!?　これは――」

　次に驚きよう愕がくの波を生んだのは、十河綾あや香か。

　銀光。水晶の発した光が明滅している。直後、

　ボロッ――ブワッ！

　なんと、水晶が粉レベルにまで分解された。周囲に粉ふん塵じんが舞う。

「げほっ、ごほっ！」

　咳せき込むローブ男。

「ま、また水晶がっ!?　ですがこんな反応は初めて見ますぞ、女神さま!?」

　煙たい空気を優雅に手で払う女神。その表情は大変ご満悦だった。

「二人もＳ級がいるとは……今回の勇者たちは、格別に素晴らしいです」

　十河も桐原と同等の期待値か……。さすがは２‐Ｃの二大主人公。

　また新たな水晶が運び込まれ、測定が再開される。

　次の驚愕タイムは高雄姉妹だった。ある意味、予想通りとも言えるが。

　妹の樹は黄色い光。他の生徒と比べると、光の量が段違いだった。

　女神のテンションがどんどん上がっていく。

「あなたもＡ級です！　これでＡが二人目ですね！　すごいですよこれは！　ＳとＡが二人ずつ――過去最高のポテンシャルですっ」

　次は、姉の聖ひじりが水晶に触れる。

　白い光がブワァーッと広がった。一時的に光が部屋を満たす。

　少しして、光はおさまった。

「な、なんということ――」

　フルフル震える女神。皿に降り立ったばかりのゼリーみたいだった。

「さ、三人目のＳ級……っ！　普通Ｓ級は一度の召喚で一人いるかどうかですのに……これは過去最大の優れた召喚結果ですよ！」

　涙目の女神さまが豊かな胸をはって両手を広げる。恍こう惚こつの表情だった。

　なかなかオーバーアクションな神さまである。

　女神さまはテンション上々で手を突き出すと、ビシッと促した。

「さあでは、次の方！」

　しかしその後は凡々とした結果が続いた。

　比例して女神のコメントも凡コメント化していく。

　そんな中、ついにやって来た。

　あいうえお順。み行。

　俺――三み森もり灯とう河かの番が。

　水晶の前に立つ。

　緊張してきた。自分を査定される感覚。

　つるりとした表面に、手を近づける。

「ごくっ」

　てのひらを置くと、ほのかな淡い光が表面に浮かんだ。

　優しい光。弱々しいとも言えるが……。色は紫。金や銀、黒や白の方が特別なイメージがある。紫、か。今までの測定では初めて見る色だが。

　ん？　というかこれ……今までで一番、光が弱くないか？

「では次の方、どうぞ」

　女神さま、まさかのスルー。水晶測定、初のコメントスルーだった。

　ひと言の凡コメすらない？　冗談だろ？

「あの、俺の評価は――」

「次の方～！」

　無視、された。なかったことにされた。トボトボと俺は元の場所へ戻る。

　空気モブ。異世界でも空気扱い……ま、これが現実か。

　異世界にきたところで特別になんかなれない。

　そう、これが三森灯河だ。いいんだ、これで。

　序列は存在する。いつでも、どこにでも、どうしようもなく。

　俺のあともしばらく平凡な結果が続いた。だが、俺よりはマシな結果だったらしい。

　女神もにこやかにコメントしている。凡コメではあるが。

　測定もいよいよ、終盤となった。

「前半に粒が揃そろっていたようですね～」

　女神が頰に手をあてる。

「ですが、Ｓ級が三人にＡ級が二人なら上々すぎると言えるでしょう。高望みしすぎるつもりはございませんよ～」

　そして、２‐Ｃ最後の測定がやってきた。あいうえお順。や行――安智とも弘ひろ。

　水晶に手を置く安。物もの凄すごい緊張感を漂わせている。安が、息を吞のむ。

「ご、くっ」

　自分の命運を託している感じ。同時に、何かを信じている感じ。

　ローブ男の顔がクワッとなる。

「むっ!?　こ、これはっ!?」

　水晶が、黒く染まった。立ちのぼる黒い煙。水晶からモクモクと煙が放出されていく。

　ローブ男が目を剝むく。

「女神さま！　こ、これは――」

「そうですね……昔、同じ反応がありました。暗黒の勇者と呼ばれた、最強の男と同じ反応です……」

　安やすの口が弧を描く。

「くひっ」

　引き攣つった笑い。

「だと、思ったさ――そろそろだと、思ってた」

　安の目つきが豹ひよう変へんした。女神に堂々と尋ねる安。

「僕のランクを聞かせてもらおうか、女神よ！」

　今までのオドオドした安ではない。口調まで変わっている。女神が答えた。

「あなたは、Ａ級です」

「ふん、小山田レベルか。あの禍まが々まがしさなら、Ｓ級だと思ったのだが……」

　憤慨した小山田が安に詰め寄る。

「あぁ!?　んだとコラァ安ぅうう!?　てめぇ今このおれを呼び捨てにしやがったのかぁ!?　ちょっと結果がよかったからって、いきなりチョーシくれてんのか!?　一丁前にイキってんのか、オラァ！」

　一瞬ビクッとする安。積み重ねた習性のせいだろうか？

　しかし、安はすぐさま食いさがる笑みを浮かべた。

「同格だろ、もう僕らは」

「あぁ!?」

　今度は安が、挑みかかる顔で小お山やま田だに詰め寄る。

「Ａ級同士、仲良くしようじゃないか。なあ――」

　興奮気味に、安は言い放った。

「小山田？」

「調子コキやがってオラァ！　安てめぇぶっ殺す！　この――うっ!?」

　瞬きほどの速さ、だった。二人の間に割って入ったのは、女神。両腕に魔法陣みたいなものが巻きついている。魔法発動の準備ができている――そういう感じ、なのか？

「せっかくのＡ級勇者同士で諍いさかいなど勘弁してください。口げんか程度であれば多少は看過しますが、本気で勇者同士が戦うことは許しませんよ？」

　女神、ニッコリ。

「Ａ級勇者は、貴重な人材なのですから」

　小山田は動こうとしなかった。安は一歩、後退。

　背筋がビリビリしている。女神の威圧？　もしくは、殺意ってやつか？

　たとえば、猛獣を前にしたら人はこうなるのだろうか？

　動けない。動き、たくない。

「もう大丈夫ですね？　では次に、この世界における力の使い方などをお教えしましょう」







「ステータスオープン！」

　同じ単語が、そこら中で飛び交っている。

〝ステータスオープン〟

　その言葉を唱えると手の甲に紋様が浮かび上がる。

　同時に、ホログラフィックめいたプレートが目の前に出現する。

「なるほど～、これで自分の能力を確認できるわけか～。なんかゲームっぽいよなっ！」「異世界モノ定番のステータス表記きたなーっ！」「コッチのってアレ？　スキルツリーってやつ!?」「でも、なんかリアリティねーよな！　あれだな、進化したＶＲＭＭＯがリアルにあったらこんな感じかも！」

　ワイワイ騒ぐ男子。

「ちょっとオタク寄り男子～、あたしらゲームとか知らないから教えてよね～」「操作感とかスマホっぽいからウチらだけでイケそうじゃん？」「なんかこれソシャゲ感ない？　てか、やってたソシャゲのログボってマジでどーなんの？」「美容値とか美人度とか数値化されてなくて助かるわー」「スキルって何？」「必殺技とかじゃない？」「はぁっ!?　必ず殺す技とかマジでヤバくない!?」「あ！　もしかしてスキルの〝キル〟って〝ＫＩＬＬ〟って意味なの!?　怖っ！」

　先ほどの怪物オオカミの一連の流れで泣いていた女子たち。

　大半はもうケロッとしていた。切り替えが早い。

「皆さまに馴な染じみのある形で補助システムを構築し、かつ、効率的に最適化させていただきました。私は女神ですので、召喚元の世界に色々合わせることができるのです」

　女神がそう説明した。なるほど、それでこのゲームっぽい形が採用されたわけか。

　スマホのホーム画面のテイストもある。確かに俺たちには馴染み深い。

　これなら理解も早いかもしれない。……女神、か。なんでもアリだな。

「こ、これは――【金色龍ドラゴニツ鳴波クバスター】ですとぉっ!?」

　桐きり原はらの隣にいたローブ男が仰天した。

「なんと！　キリハラ殿は固有スキルがもう使用可能状態にあるとは！　し、しかもＬＶ１とは思えぬステータス！」

「よくわかんねーけど……オレ、またなんかすごいのか？」

「ＬＶ１から固有スキルが使用可能な勇者など、遡っても数えるほどしかおりませんぞ！」

「ふーん。ま、オレとしては別に感動も何もねぇけどな。普通だろ、こんなの」

　女子が憧憬の目で桐原を崇あがめ奉る。

「拓たく斗と、マジでヤバい……」「桐原くん、性格もイケメンすぎる～」「謙虚だよねー」「異世界に来ても頼りになりそう」「結婚したーい。むしろ、私としろ」

　ローブ男たちから次の驚きよう愕がくが起こった。

「ソ、ソゴウ殿のスキルツリー!?　これは初めて見る形ですぞ！　特殊ツリーですな！」

「と、特殊ツリー？」

　十そ河ごうはゲーム方面には疎いらしい。次々飛び出す単語に四苦八苦している。

　まあ、俺も特殊ツリーとやらの正体はわからないのだが。

　ただやはりＳ級だけあって、すごいものみたいだ。

「オヤマダ殿もヤス殿もさすがはＡ級！　ステータスが最初から他の勇者と比べて頭一つ抜けておりますな！　ショウゴ殿はＬＶ１で体力が＋５００とは！」

　すかさず女神の補足が入った。

　表記されたステータスの数値はその人物のすべてを表す数値ではないらしい。

　補正値と書いて〝補正値ステータス〟。

　基本値に＋される数値が〝ステータス〟とされる。とすると〝ステータス上の表示ではＨＰがゼロなのに生きている〟なんて状態も、起こりうるわけか。

　自然と、女神のＱ＆Ａタイムがスタートした。

　ここで一つの変化が見られた。生徒の質問の種類が変わっているのだ。

　もはや自分たちに起こった召喚現象への質問ではない。生徒はステータスを始めとしたこの世界の情報を知ろうとしていた。ただ、精力的なのはあくまで質問者に限った話だ。

　当然、意気消沈勢もいる。彼らは空気化していた。今は部屋の隅に集まっている。

　虚脱状態の者。悲嘆に暮れる者。現実をまだ受け入れられない者。様々……。

　ローブ男たちが、またワッと騒ぎ始めた。

「ぐっ！　き、気軽に近寄れないっ！」

　あれは……高たか雄お姉妹のいるあたりか？

「な、なんなのだあの二人組は!?　不思議な威圧感が、あるというか……っ」

「しかも改めてよく見ると、ソゴウ殿に劣らぬ類まれな美貌の持ち主！　いや、美しさで名高いあのセラス・アシュレインにすら迫る美貌かもしれませんぞ!?」

「ま、まあＳ級とＡ級ですからな！　いずれにせよ、タダ者でないのは確実ですな！」

　異世界人が姉妹独特の空気感に圧されていた。ステータスを確認したがっているローブ男たちが近づけない。高雄姉妹には、異世界人も手を焼くのか。

　落ち着いた目で、高雄姉がローブ男たちを観察する。
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「元の世界へ戻る方法があるのなら、この不思議なシステムを有効活用しつつ元の世界への帰還を図るのが当座の目的になるわね。自由に動き回れるようになったら、まずは情報収集をしましょう」

「アタシはバカだから姉貴の言う通りにするよ」

「無知の知は賢人への第一歩よ、樹いつき」

「くひひ、アタシもカラダの方ならムチムチなんだけどなー」

「今のはとても面白いわ」

「お、面白いって言われても……姉貴はいつも真顔だからなぁ……」

「私はただ真面目なだけよ」

　あの二人の空気はこんな状況でもやはり不変。見習いたい。

　さて、俺もステータスを確認してみるか。

「ステータスオープン、っと」

　どれどれ？　俺のステータスは――

「え？」
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【トーカ・ミモリ】

　ＬＶ１

　ＨＰ：＋３　ＭＰ：＋33

　攻撃：＋３　防御：＋３　体力：＋３

　速さ：＋３　賢さ：＋３

【称号：Ｅ級勇者】
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　なんか……数値、異様に低くないか？

　小山田の体力値は＋５００とか言ってたよな？　ＭＰだけは微妙に高いみたいだが……。

　称号はＥ級勇者。Ａから順に数えていくと……うん、序列は低そうだ。

　内心ため息をつく。名前の表示も西欧人みたいになってるし……。

　しかも正しくは〝トウカ〟なのだが。こっちの世界の発音の関係なのだろうか？　表示が〝トーカ〟になっている。異世界のステータス表記でも、俺の扱いは適当なのか……。

　これが、空気モブの定めなのかもしれない。

　あとそれから、スキルツリーってどこにあるんだ？

　にらめっこ開始。何度も見直す。うん。

「ない」

　みんなを真ま似ねて下へフリックしてみる。が、何もない。広がる空白スペース。

　最初の〝根っこ〟の部分にあたる【固有スキル】の表示箇所。

　そこから上へ何も伸びていない。いわば、根っこしかないみたいな状態。

　みんなのには樹木の簡易図っぽいのが描かれているのだが……。

「俺のは芽すら出てない、ってか」

「あーら」

「うわ!?」

　いつの間にか女神が背後にいた。俺のステータスを覗のぞき込んでいる。

「あの……どうなんでしょうか、俺のステータスって」

　が、返答はなし。

　女神が返したのは、踵きびすの方だった。モデル歩きでトコトコ離れていく。

　みんなの方へ戻った女神は再びＱ＆Ａコーナーを開始した。

「スルー、っすか」

　大人は質問に答えたりしない。

　某Ｔ川先生のありがたいお言葉が思い出される。

　……なるほど。異世界でも、それが大人の摂理ってわけか。そして、

「異世界でもやはり俺は空気扱い、と」

　まあいい。Ｅ級なので序列は低そうだが、とりあえず俺も勇者らしい。

　居場所くらいはもらえるだろう。

　そう、ここでも空気として生きていけばいい。エア勇者として。

　これからも、この先も、何も変わらず、出しゃばらず。

　達観しつつ座り込む。ぼんやりと、ステータスパネルをいじる。

「あ、なるほど」

　ここをタッチすると固有スキル概要が閲覧できるのか。

「ええっと……」
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【固有スキル：状態異常付与／使用可能】
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「固有スキル、か」

　桐きり原はらのは【金色龍鳴波】。

　俺のは【状態異常付与】。

　桐原と比べると、地味っぽさは否めない。

「ん？　あれ？　俺のスキルツリー……もしかして、上下逆に伸びてる？」

　上へフリックしてみる。

「あ……下に伸びてる」

　上へ伸びている他のクラスメイトのツリーと比べて線の色が薄い。この薄さのせいで今まで認識できていなかった。しかしよく見れば、薄うっすらと下へ続くラインがある。

　線を目で辿たどる。ラインは薄いが、スキル情報の表示だけはくっきりしている。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


【パラライズ麻痺性付与：ＬＶ１】

【スリープ眠性付与：ＬＶ１】

【ポイズン毒性付与：ＬＶ１】
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「【状態異常付与】のスキルが三つ使えるってことか……？」

　ＲＰＧとか、ソシャゲとか。俺もそういうゲームはやっていた。

　だから見慣れたスキル――というか、魔法名。

　問題は有用かどうかだが……ま、ないか。Ｅ級だもんな。

　あれ？　でもＬＶ１で〝使用可能〟ってのはすごいんじゃなかったか？

　ローブ男がそんなことを言っていた気がする。

　よし……勇気を出して女神さまに聞いてみるか。さて、

「女神さまは、っと――」

　あ、いた。太い柱の陰に。Ｑ＆Ａコーナーはお休み中のようだ。

「ん？」

　誰かと話している。ローブ男たちとは違う人間みたいだが……。

　俺は、咄とつ嗟さに柱の反対側に背をくっつけた。

　うっ……つい身を隠してしまった。

　仕方ない。スルー女神に話しかけるのは、勇気がいるからな……。

　深呼吸。よし……覚悟完了。柱の陰から出る決意が固まる。

　が――最初の一歩を、俺は踏み出さなかった。

　直前に聞こえた女神の言葉が気になったからだ。

「一人だけ最低ランクのＥ級がまじっているようです」

　俺のこと、だよな？

「どうするのだ、ヴィシスよ」

　あれは誰だ？　女神さまを呼び捨てにしている。

「ご心配なく。最低ランクにも、使い道はあります」







　十分くらいで、部屋の兵士の数がいきなり増えた気がした。

　いや……実際、増えている。三十人くらいは増えただろうか？

　新しく来た兵士はより屈強な感じだ。

「…………」

　目線や空気でなんとなくわかった。俺たちを逃がすまいとしている。

　いや、正確には――三み森もり灯とう河かを、か？

　さっきから俺の左右には兵士が張りついている。マークされているのは明白だった。

　右の兵士が口を開く。

「この場にいる全員に言えることだが、妙な気は起こさぬことだ。異界の勇者といえど、召喚されたばかりでは我々を倒すことすらできまい」

　忠告した兵士は剣の柄つかに手をかけていた。

　妙な気を起こせば無事では済まさない。そう脅しをかけているのだ。

「勇者の皆さーん、隣の部屋へ移動をお願いいたしますよーっ！」

　女神が指示を出す。

　先頭を歩く女神に、生徒たちがゾロゾロとついていく。

「み、みんな……女神さまの指示に従うんだー……」

　あからさまにトーンの落ちた柘ざく榴ろ木ぎ。現在、実にクラスの半分が露骨に柘榴木をスルーしていた。柘榴木も先ほど水晶の測定を受けた。

　ランクはＤ級。二十代半ばを越えた大人は低級になりやすいそうだ。一方、十代の若者には高ランクが出やすいのだとか。なので、召喚されるのは若者が多い。

　先ほど女神がそう説明した。

　ランクがＤ級だったせいだろうか。柘榴木は目に見えて生徒から軽んじられ始めていた。日頃の行いがここで影響してきたのかもしれない。

　あるいは、単に序列が下と見なされたゆえの変化か。柘榴木も自分の扱いの変化を強く感じているようだ。初期にあった潑はつ剌らつとした空気も、今は見る影がない。

　今の２‐Ｃの〝担任教師〟は間違いなく、あの女神だと言えるだろう。

　俺たちは女神につれられ、床に魔法陣のような模様の描かれた部屋へ移動した。

「これから名前を呼ばれた方はそこの魔法陣の中央へ進んでください。あ、これさえ終われば皆さんも少し落ち着ける時間ができますよ～」

　クラスメイトたちが嬉うれしそうにする。ここへ来てから何もかもが目まぐるしすぎた。

　ようやくひと息つける。若干、みんなにホッとした空気が漂う。

　小お山やま田だが挙手する。

「つーか、この部屋で何すんだよ？」

「儀式です」

　次に口を開いたのは、桐原。

「儀式？　また召喚でもするのか？」

　女神が軽快に両手を打ち鳴らした。女神、ニッコリ。

「とにかく、まずは名前を呼びますね？　では――トーカ・ミモリさん、魔法陣の中央へ進んでください」

「――え？　俺？」

　少し前の女神の言葉が思い出される。

『ご心配なく。最低ランクにも、使い道はあります』

　唾をのむ。俺に、何をさせようっていうんだ……？

「くっ」

　躊ちゆう躇ちよしてしまう。先へ踏み出すのを、不安が押しとどめた。

「行け」

　周りを固めている兵士の一人が、鞘さやの先でぐいっと背を押してきた。

「死にたいのか？」

　だめだ、逃げられない。

　くそ、こんなの……嫌な予感しかしない。けど、この状況で抵抗なんて不可能だ。

　兵士たちに魔法陣の中央へ連行される。思い切って、俺は女神に呼びかけた。

「あの、女神さまっ」

「はい？」

　よし、今度はスルーされなかった。

　みんながいる手前、反応しないわけにもいかないのだろう。

「何が始まるんですか？　なぜ、最初が俺なんです？」

「トーカ・ミモリ。２‐Ｃの中で、あなたは最低ランクの勇者です」

　それはさっき聞いた。唯一のＥ級勇者なんだろ？

「過去を遡ると、最低ランクの勇者は役に立たないどころか……大抵は上級勇者の足を引っ張る存在でした。ですのでＥ級にあたる勇者は、ある時から――」

　女神の目もとが妖しく弧を描く。

「処分することに、なったのです」

「……え？」

　処、分？

「ですがいきなりその場で処分となると、今まで関係性のあった他の召喚者が処分される光景を見てショックを受けてしまいます。そのショックを意外と長く引きずってしまうのですよね～。それを避けるため、城の牢ろうに移動させてから殺したこともありましたが……その話があとあと上級勇者たちに漏れて揉もめたケースもありました。そこで私たちは――」

　慈悲を湛たたえ、両手を広げる女神。

「最低ランクの勇者にも再起のチャンスを与えることに、決めたのです」

「再起のチャンス？　ど、どういうことですか？」

「そこにある転移魔法陣で、最低ランクの勇者をとある遺跡へ転送するのです」

「……遺、跡？」

「転送先の遺跡から生きて地上へ出られた場合は、あとはもう干渉しないという取り決めをしています。アライオンはその者に、自由に生きる権利を与えます」

「き、危険な遺跡なんですか？」

「さあ？　私が答える必要がありますか？　ただ、過去に危険度大と判断された罪人なども、大半がその遺跡へ送り込まれていますね～」

　ふざ、けるな……今ので、答えを言っているようなものじゃないか。

　要するに、生きては出られない場所なのだ。

　処分場。誰もその手で死刑を執行しなくていい。死体処理もしなくていい。

　送り先の遺跡ですべて処理してくれるのだから。

　おそらくさっきの三つ目オオカミみたいな、バケモノが。

「そ～ですね～……では特別に、遺跡の名前だけ教えてさしあげましょうか。名は、通称――」

　女神の口が、その名を紡ぐ。

「〝廃棄遺跡〟」

　俺はうな垂れた。こぶしを、握り込む。なんだよ、それ……廃棄って。

「あっ」

　俺はハッと気づいた。起死回生の策。あるいは、一いち縷るの望みに。

　そうだ、助かるかもしれない。

「女神さま！」

「はい？」

「伝えたいことがあります！」

「え？　何かありましたっけ？」

「その――俺には〝使用可能〟の固有スキルがあるみたいなんです！」

　ポリポリと額を搔かく女神。

　え……？　なんだ？　あの、薄い反応……。

「それが、何か？」

「ス、ステータスメニューに〝使用可能〟って出てました！　すごいことなんですよね!?」

「Ａ級以上のスキルなら」

「俺のは【状態異常付与】というスキルです！　麻ま痺ひや毒なんかを、付与できるみたいで――」

「ハァァ……あの、いいですか～？」

　うんざり顔の女神。

「この世界において、状態異常系統の術式やスキルはおしなべて存在価値がないのです」

　俺の時間がとまった。

「……え？」

　存在価値が、ない？

「まず総じて成功率が低すぎます。中級の魔物どころか、下級の魔物相手でも滅多に成功しません。仮に成功しても効果は薄く、持続時間も短すぎます。過去、例外はありません」

「そ、そんなっ――」




「要するにあなたのスキルは、ハズレ枠にあたるスキルなのです」




　ダルそうに髪の毛先をイジる女神。

「しかも、Ｅ級だからだと思いますが……あなたはステータスも低すぎですので、レベルが上がっても数値の伸びは絶望的に期待できないでしょう。下手をすれば、一般人以下の成長率かと」

　勇者……勇者って、なんだ？

　勝手に召喚されて、勝手に勇者にされて――勝手に、廃棄？

「で、でもですよ!?　いくらなんでも、廃棄だなんて――」

「ちっ！」

　俺の言葉を遮ったのは、ひと際大きな舌打ちだった。

「見苦しいやつだよな、おまえって」

　舌打ちの主は、桐きり原はら。

「おまえごときがオレの貴重な人生の時間を浪費させるなよ。ったく……せっかく普段は気を遣って空気扱いしてやってんのに」

　苛いら立だちまじりの桐原のため息。

「ていうか、もういいよ……さっさと終わらせてくれ。みんな、終わるの待ってんだよ。特に女子とか疲れてるだろうしさ。かわいそうじゃん」

　女子の一人が色めき立つ。

「き、桐原君っ――」

　次々と女子が続く。

「ヤバい！　マジ優しい！」「さすがだよね！」「空気読めすぎっていうか、桐原って気遣いに溢あふれすぎ！」「逆に三み森もりウザすぎ！　何サマなわけ!?　空気読めっての！」「あいつ自身が空気なんだから、空気とか読めるわけないじゃんっ」「プークスクス！　言われてみればそうだわっ！　ウケる～！」「ダダ捏こねんなよ！」「さっさとしろよ！」「こちとら疲れてんだよ！」「うぜーよ！　往生際悪すぎ！」

　途中から、男子までまじり始めた。小山田はニヤニヤしている。

　その時、一人の男子が歩み寄ってきた。

　安やす智とも弘ひろ。安の顔に浮かんでいるのは、憐あわれみだった。

　俺の前まで来ると、安は俺の両肩に手を置いた。

「大丈夫か、三森？」

「や、安――」

「ハァ？」

　途端、癇かんに障ったような反応をする安。

「おいおい三森、本気で大丈夫か？　おまえは何を言っているんだ？　頼むから、しっかりしてくれよ」

「え？　何、って――」

「安さんだろ？　だっておまえは最底辺のＥ級なんだから。敬わないとだめだろ、Ａ級の僕を」

　安の顔から憐れみはもう消えていた。代わりに立ち現れた表情。

　それは――圧倒的、優越感だった。




　　　　　△




　あれはいつだったか。

　俺はその日、小山田にボコボコにされた安をたまたま目撃した。

　小山田が安に唾を吐きかけ、ちょうど立ち去るところだった。

　土まみれになった安。いい加減、やりすぎだと思った。

　俺は、思い切って安に話しかけた。

「もう柘ざく榴ろ木ぎ以外の教師とか、それより偉い誰かに相談した方がいいよ」

「…………」

「俺もつき合うからさ。さすがに小お山やま田だはもうやり過ぎだって。小山田は怖いけど、俺もあいつの無茶苦茶さにはいい加減イライラしてるからさ」

　元を辿たどれば、自分の非を認めず小山田に嚙かみついた安も悪いのかもしれない。

　だけど小山田の行為はいくらなんでも限度を越えている。

　俺は安に手を差し伸べた。立ち上がるのを、支えようと思って。

「二人で覚悟を決めよう、安」

　だが安は、

「なんでおまえだ!?」

　急に憤慨し、俺の手を払いのけた。

「おまえごときがこの僕を下に見てるんじゃないぞ、三森！」

「……え？」

　激げき昂こうする安に、俺は戸惑った。

「まさか自分の方が僕より上だと思ってんのか!?　ナメるな！　少なくともおまえより、僕は上なのだがな！」

　この時、安に言われて気づいた。

　俺は空気。モブ。

　上とか、下とか――ないと、思っていた。

　いないのだから。いてもいなくても、変わらないのだから。

　軽んじられて、背景化される。

　だけど、安は違った。上とか下とか、すごく考えているやつだったのだ。

「ないから！　おまえが上とか、ないから！　だから勝手に僕に慈悲とか感じてんなよな！　ウザいんだよ、三森！　死ね！　消えろ！」

　この時から俺は、少しずつ意識するようになったのかもしれない。

　序列というものを。




　　　　　▽




　安が顔を近づけてきた。

「予想通りになったよ」

　声を潜める安。

「僕、わかってたんだよなぁ～？　いつか逆転すると思ってたんだよ。どーせこのクラスのアホどもなんて、僕が一流大学出て、一流企業に就職して、人生が成功路線入ってる頃には、最低でも半分以上が僕より下の序列になってるはずだってなぁ～？　だってあいつら、今その瞬間しか生きられないアホばっかだろ？」

　別人みたいだった。いや――これが本来の安智弘なのか？

『ウザいんだよ、三森！　死ね！　消えろ！』

　過去に一度だけ見せたあの形相。やはりあれが本当の〝安智弘〟だったのだろうか？

「小山田は当然だけど桐原もアレだめだろ。調子のりすぎ。過信しすぎ。ああいうなんちゃって善人系イキりこそ、将来はできるだけ不幸になってほしいわ～。まあアレだね、このクラスで価値があるのは綾あや香かと聖ひじりと樹いつきくらいだな。あとはゴミ。序列、下すぎ」

　十そ河ごうや高たか雄お姉妹の呼び方まで変わっていた。以前はビクビクしながら、十河さん、高雄のお姉さん、高雄の妹さん、と呼んでいたのに。

「あ～すっきりした～」

　安が俺に背を向け、手をヒラヒラさせた。

「では、せいぜい余命いくばくもない短い時を懸命に生きたまえよ、廃棄勇者クン」

　俺は言葉を失いながらも、理解する。

　溢れ出る喜びを安は今すぐ誰かに伝えたかったのだ。だけど他のクラスメイトには言えない。しかし三森灯とう河かならどうせすぐ死ぬ。もうすぐこの場から消え去る存在だ。

　廃棄されるＥ級勇者になら何を告白しても問題ない。俺がここで吠ほえてもおそらくは無為。何を言っても、無駄。負け犬の遠吠えとして一笑に付されるだけだろう。

　使われたのだ――安の自尊心の、はけ口として。

「何しにいってやがったんだよ、安ぅ～？」

　見下した目で俺をニヤニヤ眺めつつ小山田が聞く。

「だめだった……せめてもの慈悲で最期の言葉を聞きにいったのだが、三森灯河は想像以上に救えないアホだった……聞く耳すら、持たなかった……」

　平然と噓うそを並べ立てる安。

「――――」

　なん、だよ。なんなんだよ。俺が一体、何をしたっていうんだよ……。

　理不尽。不条理。

「………………………………………………………………」

　ドロドロした感情が、溜たまっていく。

　女神が魔法陣へ腕を伸ばす。

「では、儀式を始めましょうか」

　魔法陣が光り始める。

　だめだ。おそらく助かるすべはない。

　あの冷酷な女神がこの状況から俺を助けてくれるとは思えない。

　魔法陣を囲む兵士たちが弓を構える。ローブ男たちが、俺の方へ腕を突き出す。

「魔法陣から出ようとすれば、死にますよ？」

　女神が笑顔で警告してきた。

　クラスメイトにも俺を助けようとする気配はない。誰も逆らわない。女神や兵士が怖いのもあるだろう。序列上位の桐原が、すでに俺を切り捨てる空気なのもあるのだろう。

　でもそれ以上に――危険を冒してまで空気モブを助けるやつなんて、いない。

　いるはずがない。モブが一人いなくなっても影響なんかない。

　選ばれた勇者たちの物語。三森灯河は、その中にいなくてもいい。不要な存在。

　ポフッ

　女神が俺の足元に何か、放り投げた。

「え？　皮、袋……？」

「それは、勇者のユニークアイテムです」

　ユニークアイテム……特別な魔法の道具って感じか？

「召喚される際、勇者には特別なアイテムが付与されます。そしてそのチンケな皮袋が、あなたのユニークアイテムだったのです」

　へなへなの皮袋を見おろす。

「俺の、ユニークアイテム……」

　２‐Ｃの面々がざわつく。皆〝そんなのあったっけ？〟みたいな顔をしている。

　女神が先回りし、説明を入れた。

「大丈夫ですよ？　皆さまがまだ眠っている最中に回収し、今は別室にて大切に保管してあります。後でちゃんとそれぞれにお渡ししますから。本人が使う方が、効果も高いですしね」

　俺は気づいた。女神たちはさりげなくエグいことをしている。

　もし強力なユニークアイテムが召喚直後の勇者の手元にあったら……反抗しようと暴れ出した場合、手こずるかもしれない。だから目を覚ます前にユニークアイテムを回収した。

　女神がフフッと微笑ほほえむ。

「強力なユニークアイテムが召喚時に付与される点も、勇者召喚がありがたがられる理由の一つですね。さて――」

　皮袋を見据える女神。

「試しに魔素を注入してみましたが、あなたのチンケなユニークアイテムは発光するだけみたいですね」

「発光？」

「要は灯あかり代わりです。遺跡内は暗いと思うので、きっとそれなりの灯りになると思いますよ～。魔素注入用の宝石が一個ついているので……無事に地上へ出られたら、売り払って当面の生活費にもできますね！　素晴らしいです！」

　女神が両手を広げ、背後の２‐Ｃの面々へ振り返る。

「皆さま、ご覧になりましたね？　今、私がトーカ・ミモリに与えた慈悲を……そうです、どんな底辺にも生きるチャンスは与えられるべきなのです。女神は慈悲を与えます……どんな弱き者にも！　廃棄される、Ｅ級勇者にさえも！」

　再び女神が、くるっと俺の方を向く。

「ですが今の皆さまに私の慈悲は必要ありません！　なぜなら、皆さまは彼より優れているからです！　強力な力があるからです！」

　魔法陣の光が強さを増す中、さらに声を張り上げる女神。

「ここにいる２‐Ｃの生徒全員が勇者です！　そんな勇者の中にも序列は存在します！　おそらく等級の違いに不安を感じた方もいるでしょう！　もしかすると、自分は優れた人間ではないのかもしれない……ですが、安心してください！　あなたたちは選ばれたのです！　優秀なのです！　ごらんなさい、彼を――トーカ・ミモリを！」

　クラスメイトが一斉に俺を注視する。

「彼も紛まがうことなき勇者！　ですが、皆さまとは違いがあります！　皆さまはＤ級以上！　確実に誰かより優れた存在なのです！　つまり、持って生まれた側の人間なのです！」

　Ｅ級勇者にも使い道があるという言葉の意味が――ようやく、わかった。

　生いけ贄にえだ。

　Ｓ級勇者やＡ級勇者。上級の彼らは〝選ばれた感〟がある。

　逆にＢ～Ｄ級とされた勇者はモチベーションが低くなるかもしれない。

　異世界に来ても自分の序列は低いのだ、と。

　だが自分が同じ条件の〝誰か〟より上だと認識できれば、己の存在意義を見い出せる。

　自分を保てる。あいつよりはマシ。自分はまだマシな状態。

　三み森もり灯河よりは、マシ。

　自分は廃棄遺跡とやらに送られなくて本当によかった。よかった、よかった。

　自分はまだツイてる。

　詐術。錯覚。自己暗示。三森灯河を生贄として、女神が仕掛けた〝儀式〟。

　Ｂ級以下の勇者にも優越感を与え、自信を生み出させる。

　生贄は最底辺のＥ級勇者。同じ〝勇者〟という俎そ上じように、意味がある。

　選別された感が出る。選ばれた感が、出る。

「くそ――」

　使い道があるってのは、そういうことか。

　廃棄遺跡とやらにはあの三つ目オオカミより恐ろしい化物がいるはずだ。

　俺が使えるのは存在価値のないハズレスキル。ステータス補正は、絶望的。

　だからきっと――俺は、死ぬ。

「待ってください！」

　ありえないと断じていた言葉。それがふと、俺の耳に届いた。

　顔を上げる。目に映るのは、毅き然ぜんとした足取りで女神に歩み寄る十河綾香。

「こんなの間違っています！　三森君はクラスメイトなんですよ!?」

「わーわーっ！　な、なに無礼なこと言ってるんだ十河ぉぉおおおお！」

　柘ざく榴ろ木ぎが慌てて止めに入る。

「柘榴木先生も担任なんですからしっかりしてください！　どんな時でもあずかる生徒を守るのが教師の役目ではないんですか!?」

「じ、状況が違うんだ！　聡そう明めいなおまえならわかるだろ!?　仕方ないんだよ！　み、三森だって悪い！　Ｅ級だったんだから！」

「三森君だって望んでＥ級になったわけじゃないでしょう!?　こんなこと許されるはずがありません！　彼を廃棄遺跡とやらに送るのを、今すぐやめさせ――」

「Ｓ級のソゴウさんですか。ふぅ、では仕方ありませんね」

　女神が腕を降ろした。

　すると――瞬きほどの短い間に、女神が十河の背後に回り込んだ。

「当て身！」

　十河の首の後ろを、女神の手刀がとらえる。

「くっ!?」

　咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねって振り向く十河。格闘漫画かと思うほどの反射速度だった。

　振り返る勢いを活いかし、十河がそのまま女神の手刀をピシャッと払いのける。

　あれも古武術の動きなのだろうか？　凜りんとした顔つきで、十河が気を吐く。

「悪いですけど、私はそう簡単にやられ――ぐっ、ふっ!?」

　重みも速さも段違いな女神のこぶしが、十河の腹にめり込んだ。

「最初の手刀はフェイントです。あんなのが、本命のわけがないでしょう？」

「ぁ、ぐ――っ!?」

　白目を剝むき、くずおれる十河。十河はそのまま、動かなくなった。

「そ、十河……っ」

　俺は無意識のうちに十河の方へ手を伸ばしていた。

　今のはクラス委員として取った行動だろう。

　だけど、嬉うれしかった。

　反面、申し訳なかった。自分の情けなさが。無力さが。

　女神が指示を出すと兵士が女官を連れてきた。

　数人の女官が意識のない十河を担架にのせる。

「彼女はＳ級です。細心の注意を払って扱わねば、死んだ方がマシと思えるほどの裁きをあなた方に与えます。いいですね？」

　怯おびえた顔で女官たちが頷うなずき、十そ河ごうを運び出した。

「では、続きを始めましょう」

　儀式が再開される。クラスメイトたちは、ざわついていた。

「十河さん、優しいよね……」「女神さま、なんか怖かったな」「ていうか、あの十河さんがあんなあっさり……」「女神ちゃんに逆らうのマジでヤバそう」「つーか大たい魔ま帝ていって、あの強キャラっぽい女神さまでも倒せないの？」「どんだけヤバいんだよ、大魔帝……」

　桐きり原はらは不機嫌っぽくムスッとしていた。小お山やま田だは不快さを隠さず露あらわにしている。

　安やすは、なぜかイライラ顔で歯ぎしりしていた。

「さあ皆さま！　廃棄勇者の姿をよ～く目に焼きつけてください！　あれが持たざる者の末路ですよ！　あなたたちの世界の表現で言えば、負け組！　ですがあなたたちは勝ち組の側です！　負ける者は悲惨ですよ！　あのような結末が待っているのですから！」

　女神は発破をかけている。ああなりたくなければ、強くなれと。使命を果たせと。

「――――――――くそっ、たれ」

　いつの間にか、俺は腕を上げていた。女神が片眉を上げる。

「あら？」

　三つ目オオカミを焼き尽くした魔法――あれの、見よう見み真ま似ね。

　女神の姿を、確かくと捉える。

「――【パラ麻痺性、ライズ付与】――」

　唯一の武器。それを、ぶつけた。

　カッとなっての行動。意味のある行為なのかさえわからない。

　だけど、ぶつけるしかなかった。湧き上がる怒りを――この唯一の武器で。

　しかし、

「無礼な。効くわけがないでしょう」

　効果は、皆無。

「あ――」

　腕が虚脱し、ダラッと下がる。

「私には【女神の解呪デイスペルバブル】という保護膜が常時付与されているのです。そうですね……あなたのようなＥ級にもわかりやすく言うなら、私は状態異常系統の呪文を自動で絶対防御できるのです」

　女神が双そう眸ぼうを細める。哀れみと、蔑みをもって。

「皆さん、ご覧になりましたか？　あれが廃棄勇者負け組の姿です」

　魔法陣が鳴動を始める。わかる……近づいているのだ、転送の時が。刹那、

「――【金色ドラゴニツク、龍鳴波バスター】――」

　迸ほとばしる光。レーザーみたいな太めの光が、俺のすぐ横を、通り抜けた。

　ドゴォン！

　反射的に振り向く。俺の背後の壁に、穴が空いていた。

「なんだ、オレのはちゃんと使えるみたいだな」

　桐原が固有スキル――Ｓ級のスキルを使った。

　俺に、あてるつもりだったのか？　わからない。

「三森のスキルがショボすぎて、オレのも似たようなレベルなのかと思ったが――ま、今のは軽くやっただけなんだが……それでも威力が高すぎたみたいだな。悪いな……壁、壊しちまった」

　桐原がダルそうに俺を眺める。憎悪を帯びた、ゴミを見る目で。

「消えるならさっさと消えろよ、Ｅ級ゴミ」

「――――ッ！」

　わかっている。クラスメイトたちが今、女神に逆らえないことは。それは仕方がない。

　だが……最後に放つ言葉が、それなのか。

　これから一人死地へと送られるクラスメイト。

　その相手に対して放つ言葉が、それなのか。

　ローブ男たちが桐原のスキルに驚く。

「うおぉ!?　ＬＶ１なのにあの威力！　キリハラ殿はこの先、まことに楽しみな勇者さまですな！」

「ん？」

　桐原が何かに気づく。

「【スキルレベル】が上がったとか、通知みたいなのがきてるんだが」

「おぉなんと！　一度使っただけでレベルアップとは！　キリハラ殿は経験値補正まで凄すさまじいときましたか！　Ｅ級勇者とは段違いですな！」

　光が増していく。

　刻一刻と近づく、俺の転送の時。

　溢あふれてきたのは――涙、だった。堪えてきたものが溢れ出てくる。

　悔しかった。目をつむる。こぶしを、強く握り込む。

「ちく、しょう……」

　小山田がゲラゲラ笑う。

「おいお～い？　なんか底辺勇者クンが一人で打ちひしがれてんぞぉ～？　ぎゃはは！　ま、因果応報ってやつだな！　バスん中でおれに逆らうとか身の丈合わねーコトしてっからだよ！　ざまぁみろや！　いや～でも三森が無様に死ぬ姿は見ときたかった気もするなぁ～！　すっげぇ残念だわ～！」

　涙だけではない。色んなものが、溢れてくる。感情が、不安が、怒りが。

「すべてを忘れて安らかに眠るがいい、三森灯とう河か……Ｒ、Ｉ、Ｐ……」

　自分に酔った安の声。

　顔を上げる。頼りなく、目を開く。

　クラスメイトたちの顔――勝ち誇った顔、優越した顔。

　クラスメイトたちの声――罵倒する声、馬鹿にする声。

　みんな、完全に場の空気にのまれていた。

　いや、もしかすると全員ではないのかもしれない。しかし今の俺に全員の状態を判断する余裕などない。ひたすら目につくのは、俺を見下す顔と声。

　いや、違う……。二人だけ、この場で浮いているのが目に入った。

「どう思う、姉貴」

「カスぞろいね」

　高たか雄お姉妹。身を翻し、姉妹が部屋の扉へ向かう。

「行くわよ、樹いつき。女神ヴィシスの狙いはわかるけれど、これは悪趣味がすぎるわ」

「ま……三森には悪いけど、今のアタシらにあの女神を止める力はねーしな。つーわけで、じゃーねオッサン。見てて不快だから、アタシらもう向こう行くわ」

　ローブ男が呼び止める。

「そ、そこの二人！　何を勝手に出ていこうとしているかーっ!?」

　しかし姉妹はスルーし、扉へツカツカ歩いて行く。

　姉妹を連れ戻そうと兵士たちが駆け出す。

「放っておきなさい」

　兵士たちを制止したのは、女神だった。

「ですが、女神さまっ！」

「あの二人には無理に協調を求めない方がよさそうです。何よりあの二人はＳ級とＡ級なのですよ？　扱いには配慮が必要です……特に、Ｓ級の方は」

　……本当に、あの姉妹にはブレがない。女神が俺の方へ向き直る。

「では、そろそろ転送開始ですね。トーカ・ミモリ、改めて最後に何か言い残すことはありますか？」

　最後、か。

　…………、――――




　取れた、気がした。




　ずっと自分にかかっていた、フィルターみたいなもの。

　今まで抑えていた何か。

　三み森もり灯河は〝本当の自分〟ってものを抑えて生きてきた気がする。

　なぜか？　簡単だ。トラブルを、避けるために。

　誰かにとって、人畜無害な自分であるために。

　自分を殺して過ごしてきた。

　なんとなく、わかっていた。

　本当の自分はまた〝別〟なのだと。

　ひたすら無害のイイ人でいようとする自分。

　しかし時おり、暴性を秘めた自分が顔を覗のぞかせた。

　三森灯河は抑え込んでいた――もう一人の自分を。

　本来の、自分を。

「――――――――」

　もういい。もう、関係ない。

　なんでだろう。こんなにも、ひどい状況なのに。

　俯うつむいた俺は――歯を剝き、笑った。




「くたばれ、クソ女神」
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　口にしてから、自分で驚いた。

　でも、なぜかスッキリした。

　クラスメイトたちも一瞬、面食らった顔をしていた。

　女神は、能面だった。

「慈悲の心で黙っていましたが……そういう態度なのでしたら、いいでしょう」

　濃い闇が女神の瞳に溜たまっている。

「あなたがこれから送られる廃棄遺跡の最下層には、不適格とされた屈強な勇者や戦士たちもたくさん廃棄されてきました。そして、生きて遺跡を出た者は一人もいません。定期的に遺跡の点検に行く調査隊だけがわかる目印が入口にあるのですが……その目印に変化があったことは一度もありません。つまり、ただの一人もあの遺跡から生きて出られた者はいないのです」

　笑顔を満面に輝かせる女神。

「せいぜい無様にお死になさいませ、トーカ・ミモリ？」

　強く青白い光が俺を包み込む。

「慈悲の心で黙ってた、だと？　はっ――よく、言うぜ。さっきは答える必要がないとか、言ってたくせによ」

　女神を、見据える――確かくと。

「もし生きて戻ったら、覚悟しておけ」

「生きて戻ったら？　ふふふ、冗談きつすぎですね。ありえません。最期に底辺らしい強がりの遠とお吠ぼえ、ご苦労さま」

　奇妙な浮遊感。

　視界が、消える。

　果たしてクソ女神にちゃんと見えただろうか？




　最後に中指を立てた、廃棄勇者トーカ・ミモリの姿は。







２．廃棄遺跡




　俺の親はひどい人間だった――らしい。

　虐待は日常茶飯事。環境もひどかった。俺の性格もねじ曲がった。

『気味の悪い目つきをしやがるガキだ』

　父親はそう吐き捨てると、幼い俺を蹴り飛ばした。いつものように。

　母親も同じく暴力を振るった。心ない言葉と共に。

　産まなきゃよかった。いらないガキを任意で殺せないこの国終わってる、などなど。

　ある時、暴力的なベールが俺の思考を覆った。

　こいつら、いつか殺してやる。

　今思えば、あれは生存本能だったのだろうか？

　このままだと俺は殺されてしまう。そう本能が悟ったのかもしれない。

　だからあんな思考が発生した。

　しかしある日、両親は行方不明になった。俺を残して。

　蒸発ってやつだそうだ。

　俺は叔父夫婦に引き取られた。実親は失踪前、叔父夫婦にこう電話で告げたそうだ。

〝ガキを任せる〟

　叔父夫婦に引き取られて俺は確信した。

　自分の育った環境はやはり〝普通〟じゃなかったのだ、と。

　叔父夫婦は優しい人たちだった。

　俺は問題のない子どもになろうと決めた。

　この人たちのために。俺のことでこの人たちに迷惑をかけたくない。

　三森灯河は優しさを知れた。叔父夫婦のおかげで。

　問題のない子にならないといけない。

　そうして気がつくと、俺は空気になっていた。

　普通の無害なモブと化した。

　だけどさっきの転送前に、戻ったのかもしれない。

　本来の――〝ミモリトウカ〟に。




　　　　　▽




　目を開く。

　冷たい地面。ゴツゴツしている。背中が、痛い。身体からだを起こす。

「――ッ、……」

　辺りに視線を巡らす。

「ここが、廃棄遺跡か……」

　視界は真っ暗。深い闇に閉ざされているようだ。ステータスは……確認できるのか？

「ステータス、オープン」
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【視界が確保できないため展開できません】
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　頭に無個性な声が響く。なるほど。視界が確保できてないとだめなのか。

　あ、そうだ……。手を動かして近くの地面を探る。

「――あった」

　皮製の手ごたえ。ユニークアイテム。摑つかんで手に持ち、親指で宝石に触れる。

　魔素をこの宝石に流し込めば、光るんだったか？

　女神に固有スキルを放った時の感覚を思い出す。あと、クソ女神の解説も。

　魔素を、注入。

　宝石が淡く光り始めた。皮袋も連動して光を発する。

　おぉ、すごいな……いかにも〝魔法を使ってる〟って感じがする。

「お？」

　弱々しいけど視界がマシになった。

　剝むき出しの岩肌。凹凸の激しい天井。地面もなんか、妙にデコボコしてるな……。

「遺跡ってよりは洞窟って感じか……ん？　何かあるぞ……？」

　立ち上がって近寄る。

「――ぅッ!?」

　ド、ドクロ？　人骨か？

　しかも頭蓋骨がほぼ半分しかない。残り半分はどこだ……？

　真っ二つにされたのか？

　息を、吞のむ。

　だとすれば――何に？

　……決まっている。この遺跡にいる〝何か〟にだ。

　心臓がバクバクしてきた。そうだ。ここは生存率ゼロの廃棄遺跡。

　普通に考えれば、俺はここで死ぬ。

　女神に啖たん呵かこそ切ったが、地上への生還は難しいだろう。

　寝ね惚ぼけていた意識がハッキリしてきたせいだろうか。

　こめかみのあたりがドクドクと脈打ち始める。尋常ではない汗が、噴き出し始めた。

　死ぬ？　死ぬのか、俺？

　湧き上がってくる実感的な予測。

　周囲に漂う死臭。送り込まれた廃棄物たちの放つ、死の香り。

　こいつらの、一部になるのか？

　死の足音。

　この感覚……何かと、重なる。なんだ？

　ああ、そうだ。実の親と生活していた頃の感覚に似ている。

　殺される。

　心臓が、鳴動しているのは。

　脈動が、激しくなったのは。

　ここはヤバいと、本能が、告げている。

　生きろと。生きてくれと。

　警告の理由はすぐさま判明した。

　不意に――明るさが、増した。ドクロの表面が突然オレンジに染まる。

　頭蓋骨が何かの光を、反射しているのだ。

「――――――――」

　いる。背後に、何か。オレンジの光を放つ、何かが。

「フしュぅ……ゥぅグるルぅゥぅ～……シゅゥぅゥ……」

　獣気。獣臭。すえた臭い。

　ビチャッ、ドチャッ、シュワシュワシュワァ……

　何かが、地面に落ちて。何かが、溶ける音。溶けているのは――地面、か？

　さっき目にした凹凸の激しかった地面……。

　あれはあのシュワシュワのせいか？　なんだ？　背後に、何がいる？

　確認したい。けど、振り向きたくない。そう感じる理由は明白。

　動いた瞬間、殺やられる。理性のブレーキが、かかる。

　告げている。動くな、と。

　ブレーキを破壊したのは――本能。俺は、走り出した。

　が、駆け出した瞬間に転びかける。しかし、これが僥ぎよう倖こうへと化けた。

　高質量の何かが、頭上スレスレを通り抜ける。

　風圧。

　体勢を立て直しながら、再び駆け出す。風圧に、弾はじき出されるようにして。

　今、何かが――俺を殴ろうとした？　捕まえようとした？

　いずれにせよ、俺の頭部を、何かがどうにかしようとした。

　全力疾走。振り向く余裕など一切ない。

　ゾワゾワした感覚が全身を駆け抜けていく。細胞すべてが、怯おびえている。

　歯の根が合わない。小刻みに、カチカチ鳴っている。

　わかった。わかって、しまった。

　違う。レベルが、格が――殺気が。

　ゾワゾワ、きた。ああいうのなんだ、本物の殺意って。女神が放ったのと違う。女神のあれは威圧だったのだ。今、後ろの〝何か〟が放ったのが――殺気。

　走りながら、ハッとする。慌てて皮袋を制服の中に隠す。

　これだと光が目印になってしまう。そうだ。闇に紛れて、やり過ごすんだ。

　……頼む。やり過ごせて、くれ。

「はっはっはっはっ……っ、――ッ！」

　呼吸音を、小さくしたい。息が苦しい。足の感覚が、頼りない。

　細切れになる思考。違う。思考も、捨てないと。

　逃げろ。本能に従って、ひたすら逃亡しろ。死にたくない。

　今、俺の司令塔は本能だった。あらゆるすべてが本能任せになっている。

　また、涙が溢あふれてきた。

　悲しくもないのに。嬉うれしくもないのに。ただ、怖くて。

「はぁっ――はぁっ！　はぁっ……はぁっ――っ！」

　……あ、れ？　いや、違う。

　怖いんじゃない。怖いのも、あるけど……。

　涙の理由は、別の感情。それは最近、味わったばかりの感情で――

「――ッ!?」

　でっぱりか何かで、躓つまずいた。

　そもそもだ。この暗闇の中を今まで走り抜けられていたのが、幸運だったと言える。

「がっ……ぐっ!?　はぁ、はぁっ！　ぜぇ、ぜぇ……っ！」

　ああ、そうか。わかった。怖くて、涙が出たんじゃない。

　背後に、気配。振り向く。

　そうだ。怖いんじゃない。

「ちく、しょう……ッ」

　俺は――悔しいんだ。







　振り返った視線の先には、牛の頭部を持つ人型の魔物がいた。

　ギリシア神話に登場するミノタウロスを彷ほう彿ふつとさせる。

「ブるルぅ！　フしュぅゥぅ～……っ」

　金色の目に血管が浮いている。筋肉質な身体。濃いオレンジの線が全身に走っていた（血管だろうか？）。肌色は黒っぽい。巨大な角が、トナカイみたいに枝分かれしている。

　ベースイメージはミノタウロス。だが、異様におどろおどろしいフォルム。

　特筆すべきは放出されている液体だろうか。プチ富士山みたいな形状の突起が身体にいくつか確認できる。突起の先には、百円玉ほどのサイズの穴が空いていた。

　ドロッとした液体が穴から断続的に放出されている。液体が、地面に落ちる。

　ドロッ、ビチャッ、シュワシュワ、シュワァァ……

　地面が液体で溶けていた。さっき背後でしていた音の正体はアレか……。

　転送先の周囲の地面もやけにデコボコだった。

　あれも、あの液体によってできた凹凸だろう。

「つーか……追いつくの、早すぎだろ」

　これでは、逃げられない。

　異形のミノタウロス。あの女神なら勝てるのだろうか？

　桐きり原はらのあの固有スキルなら倒せる？

　過去、屈強な勇者や戦士が廃棄されたと言っていた。

　生きて遺跡を出た者はいない。きっと、殺されたのだ――こいつに。

　ならば、Ｅ級の俺に勝てる要素はない。

「く、そ」

　ここまで、か。

　これが三み森もり灯とう河かの最期。

　せめてひと言、叔父さんたちに礼を言いたかった。俺に優しくしてくれてありがとう、と。高校を卒業する日にちゃんと言おうと考えていた。さっさと、言えばよかった。

　それと――十そ河ごう綾あや香か。

　俺が一方的に恩義を感じてるだけだとは思う。けど、ひと言でいい。礼を言いたい。

　庇かばおうとしてくれてありがとう、と。

　ヒタ、ヒタ、ヒタ……

　ミノタウロスが、ゆっくり近づいてくる。余興はもう終わりだとでも言いたげに。

　転送されてきた人間はおそらく餌なのだ。

　こいつは転送先のあたりをねぐらにしているのだろう。

　俺の爪が、カリッと地面を擦る。

　武器はない。あるのは灯あかり代わりの皮袋のみ。

　ステータスもハズレ。

　スキルは、大ハズレ。

「人生の当たりは……叔父さんたちに、引き取られたくらいか……」

　俺は立ち上がりかけた――が、やめた。

　ここで立ち上がって逃げても、多分ミノタウロスの方が速い。

　この距離ではすぐ追いつかれる。

　何よりさっきの全力疾走でスタミナを消耗していた。

　手詰まり。万事、休す。

　目を閉じる。浮かんでくる。記憶が、言葉が――

『消えるならさっさと消えろよ、Ｅ級ゴミ』『いや～でも三森が無様に死ぬ姿は見ときたかった気もするなぁ～！　すっげぇ残念だわ～！』『すべてを忘れて安らかに眠るがいい、三森灯河……Ｒ、Ｉ、Ｐ……』『最期に底辺らしい強がりの遠とお吠ぼえ、ご苦労さま』

　薄うっすら、目を開く。

　ムカムカしてきた。思い通りじゃねぇか、あいつらの。

　こんな終わり方……納得、できるか。

　歯は嚙がみする。

「――力が、欲しい」

　吠え猛たけるミノタウロス。

「ブるルぅゥ！　ゴあァぁアあアあアあアあァぁアあアあ――――――ッ！」

　威嚇か？　もしくは、これは自分の獲物だと主張している？

　ミノタウロスが俺の頭部へ手を伸ばしてくる。俺も、

「ぶルぅ？」

　ミノタウロスの方に、手を伸ばした。相あい容いれることなく交差する、人と魔の腕。

　わかる。巨大な手が、俺の頭部に迫ってきている。

「……………………」

　何もせず死ぬのが、嫌だった。ハズレスキルなのは承知している。

　けど、使う。一矢報いたい。溢れる悔しさが俺を突き動かした。

　あるいはただの生存本能だったのか。本能が〝足あ搔がけ〟と、告げたのか。

　ひと睨にらみだけ、ミノタウロスを視界にとらえる。

　固有スキル。状態異常、付与――

「【パラ、ライズ】」

　最後の抵抗……終了。視線を、伏せる。

「…………」

　数秒経たって――違和感に、気づく。

　あれ？　何も起こらない？

　今頃、俺の頭は握り潰されていてもおかしくはない。

　もしくは、首を引っこ抜かれていても……。なのに――何も起こっていない。

　緊張のせいか、恐怖のせいか。俺の顔面はまたも汗まみれになっていた。

　ゆっくりと、緩慢に、顔を、上げる。

　目が一気に、見開かれた。




　ミノタウロスが、停止している。




「え？　まさか……効いた、のか……？」

　下級の魔物にすらほとんど効かない。それが、状態異常付与。

　女神がそう説明していた。

　ミノタウロスが下級？　いや、違うだろう。

　強い勇者や戦士が送られる先に、下級の魔物がいるわけがない。

　導き出される推論は、奇跡的確率による成功。

　奇跡が起こったのだ。

　女神の言葉を思い出す。

　状態異常付与の効果時間は短い。

　慌てて立ち上がると、俺は駆け出した。急いで、逃げないと！

「はぁっ、ぁ――はぁ……っ！」

　座り込んでたおかげか体力は少し回復できた。この奇跡、逃してなるものか。

「はぁっはぁっ！　は、ぁ――っ！」

　くそ、息切れしてきやがった。

　体力補正？　速さ補正？　上級勇者なら、もっとスタミナがあるんだろうな。

　くそったれ。

「ぜぇっ……ぜぇっ……っ！――ッ！」

　手で口を塞ぐ。呼吸音、抑えねぇと……。

　ていうか、どこだここ？　恐る恐る首を巡らせ、背後を確認。

　追ってきてない。振り切った、のか？

「……っ」

　足に痛み。多分、疲労のせいだ。

　前かがみになる。膝や足首に、触れていく。捻挫とかではない――と思う。

　少しだけ、休むか……で、そのあと地上を目指す。どうにかして、地上へ――

「う」

　顔を上げて、俺は固まった。

　そう、だよな……そりゃ、そうだ。

　一匹なわけがねぇんだ。

　つまるところ――あの転送先が、あいつの縄張りだったってだけの話。

　離れればいる。当然、他の魔物が。

「ギぃルぶ、ビぱピこッこ、ビぱピこ、ピこピこ、コけェぇェーっ！　こェぇーッ！」

　なんだこいつ……。

　首がカタカタ揺れている。なんか、あんな人形どっかで見たことあるな……。

　なんだ？　鳥系の魔物？　コカトリス、とか？　そういう系か？

　頭は鳥で間違いない。大きく奇形的に発達したトサカ。いや、あれは角か？

　ただし鳥っぽいのは頭部のみ。首から下は四本腕の人型。

　俺の知っているコカトリスじゃない。

　肌はミノタウロスと同じ。黒肌に、血管っぽいオレンジ線。

「おコにャ、ぱピこ」

　そいつは小鳥みたいな変な声で鳴くと、身体からだ中の穴からドロっとした酸を放出した。

　ビチャ、ベチャッ、シュワシュワシュワ……

　鳥頭の丸目が俺をギョロッと見おろす。

「ぴコ、ぱリ、こピ。こッこッこッこッこッこッ、こェぇェーっ！」

　ダラダラと。鳥頭の口から涎よだれが垂れはじめた。食うつもりなのか、俺を。

「おコり、ポろ、コろロろロろロぉ、パぴッこピっコ、ぱピっコ、こロこケぇーッ！　こッケぇェ！　こェぇ！　コろロろロろロろロろロろロろロろロろロろ――――ッ！」

　細くて高い気味の悪い鳴き声。四本の腕が、ワシワシ動く。爪が冗談みたいにでかい。

　あれで引っ搔かかれたら――重傷は必至。

　逃げられるか？　いや……無理だ。わかる。そもそも、近づく気配だって感じなかった。

　ミノタウロスの速度、反射神経、その他諸もろ々もろ……。桁違いだった。

　今ではあの場にいた桐原たちに安心感を覚えるほどだ。

　どちらかを敵として選べと言われたら、今なら迷わず【金色龍ドラゴニツ鳴波クバスター】を選ぶ。

　悪意どころの騒ぎじゃない。ここの魔物にあるのは――殺意。

　純粋で、純然たる、純じゆん生せいの殺意。

　こいつらは殺しに特別な意味など見出していないのかもしれない。

　食べるための殺し？　生きるための殺し？　いずれにせよ――殺意。

　ミノタウロスと比べてこの鳥頭が格段に弱いとは思えない。強いに決まっている。

　多分この階層の魔物はすべて――廃棄された強者たちを殺し尽くすほどには、凶悪。

　窮地を脱したと思ったが、再び窮地。

　送り込まれた勇者や戦士たち。みんな死んだのだろう。殺されたのだろう。

　この遺跡の魔物たちに。

　それなりに強くとも最後は負ける。どうにか一匹殺しても、次がくる。たくさんいる。

　最後は消耗し、尽きる。体力も、気力も。

　いやだ。死にたくない、死にたくない――死にたくない！

　俺はまた無意識に腕を上げていた。祈る気持ちとは、こういうものか。

「――【パラ、ライズ】――」

　奇跡とは、奇跡だから奇跡。都合よく、二度も起こらないからこそ――

「ご――ピ――ぎ……ッ？」

　目を見開く。口も一緒に、ポカンと開く。

「え？　起こ、った……？」

　動けなくなってるのか、こいつ？

　どことなく鳥頭が汗ばんでいるように見える。

　必死に動こうとはしているが、なぜか動けない。そんな感じだった。

　起こった？　二度目の奇跡が？　付与、されたのか？

　麻ま痺ひが。

　停止した四本腕が急に動いてこちらへ伸びてこないことを祈りつつ、鳥頭の横を通り抜ける。そして、鳥頭が完全に俺の背後に来た時点で走り抜ける――全力で。

　その時、ある一つの仮説が俺の頭に降ってきた。まるで、天啓のように。

　まさか、と思った。

　だけど、と思った。

　奇跡とは、滅多に起こらないからこそ奇跡。

　二度も立て続けに起こったら、人はそれを奇跡とは呼ばない。

　たとえば、である。

　二度のスキルの成功が奇跡ではなく――必然、だったとしたら？

　三み森もり灯とう河かの状態異常付与スキル。二度も成功した。廃棄遺跡の魔物に。

　ミノタウロスは追ってこない。鳥頭も、まだ追ってこない。

　仮にだ。もし……もし、仮に――この異世界の同系統の魔術と、俺の状態異常スキルが、まったくの別モノだったと、したら。

　魔物の等級など関係なしに。

　成功確率が物もの凄すごく、高いとすれば。

　持続時間が物凄く、長いとすれば。

「だと、すれば――」

　鳥頭を残してきた背後を、振り返る。




「この廃棄遺跡で、生き残れるかもしれない」




　いける、のか？　地上まで……。

　このまま上を目指せば。この【パラライズ】を、使い続ければ……。

　いや、待て。確認すべきことがある。

　俺はさっき見つけた浅い横穴に入った。

　光を失っている皮袋に少しだけ魔素を注入。皮袋が淡く光りはじめる。視界を、確保。

「ステータス、オープン」

　よし、出てきた。
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【トーカ・ミモリ】

　ＬＶ１

　ＨＰ：＋３　ＭＰ：＋１／33

　攻撃：＋３　防御：＋３　体力：＋３

　速さ：＋３　賢さ：＋３

【称号：Ｅ級勇者】
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　予期した通りＭＰが減っている。

　俺は【パラライズ】を３回使用した。

　女神に１回、ミノタウロスに１回、鳥頭に１回。

　１回の使用でＭＰ10消費か？

　余分なＭＰ‐２分は……あ、そうか。皮袋に注入した２回分か。

　まずい……ＭＰ残量がないに等しい。

　いや、確かステータスは補正値だと女神が説明していた。

　要するに今は補正値分がほぼなくなった状態。

　つまり数値化されていない俺自身のＭＰ量が、本当の残量。

　ならばまだ残量はあると考えられる。一方、正確な残量は把握できない。

　ＭＰ残量がもし10以下なら固有スキルはもう使えない。

　唯一の武器が使用不能となったら――完全に、詰みだ。

　まだ残量があってホッとしたような。数値が見えなくなって、不安になったような。

　不安を振り払ってスキルページへ移動。
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【固有スキル：状態異常付与／使用可能】
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　フリック。
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【パラライズ：ＬＶ１／消費ＭＰ10】

【スリープ：ＬＶ１】

【ポイズン：ＬＶ１】
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　よく見ると【パラライズ】の項目が増えていた。

　消費ＭＰが表示されている。一度でも使用すると消費ＭＰが表示される仕組みなのか？

　……にしても、だ。

「くそ」

　頭を抱える。だめだ。到底、地上までＭＰがもつとは思えない。

　ＭＰは時間で回復するのか？　ＲＰＧみたいに寝れば回復する？

　いや……仮に全快しても30ぽっちの補正。残りは数値の不明な俺自身のＭＰ……。

　自分自身のＭＰへの希望的観測は危険だ。Ｅ級だしな。

　あと、自分自身のＭＰを消費し尽くしたらどうなる？　気絶するのか？

　なくはない。だとすると、自己ＭＰに手を出すのはリスクが高い。

　……待てよ？

　桐きり原はらが【金色龍鳴波】とかいう固有スキルを使ったあと、口走っていた。

　スキルレベルが上がった、みたいなことを。

　この世界での俺たちには〝レベルアップ〟という概念があるらしい。

　それこそ、ゲームみたいに。

「ＬＶが上がれば、この状況を打開できるかも……」

　ＭＰの最大量が増えるとか、スキル消費ＭＰが減るとか。

　しかしＥ級勇者の俺は成長率とやらが低いそうだ。

　Ｓ級勇者の桐原は成長率が高いらしい。だから桐原は、たった１回のスキル使用でいわゆる大量の〝経験値ＥＸＰ〟を得たと思われる。で、レベルアップ。

　片や俺は３回使用してもスキルＬＶが上がっていない。

　これがＥ級とＳ級の差か。……どうする？　どうやってレベルを上げる？

　ゲームなんかの定番だと魔物を倒せば経験値が入るものだが……。

　無言でスキル欄とにらめっこする。

「【ポイズン】、か」

　ダメージを与えられそうなスキルとなるとこれくらいか？

　あとは、死んだ廃棄勇者たちが残した武器とか？　それを探す手もあるか。

　麻痺させた魔物をその武器で殺す。

　一般人と呼んでいい俺の基礎能力値が高いとは思えない。Ｅ級だから補正値も低い。

　だが、武器の性能次第では勝機があるかもしれない。

　連続で一方的にダメージを与えられれば、あるいは――

「あ、でも」

　転送時に廃棄勇者たちが武器を奪われていたら、どうしようもない。

　チンケ呼ばわりされた俺のユニークアイテムならともかく……。

　屈強な勇者たちの武器や魔法のアイテムをそのまま持たせてはくれない、か。

　騙だまし討うちで送り込んだとかなら、装備を着けたままの転送もありうるかもしれないが。

　横穴から頭を出して鳥頭のいた方角をうかがう。

「つーか……麻痺の持続時間って、どのくらいなんだ？」

　今は無駄撃ちをしたくない。ＭＰの無駄遣いはできるだけ避けたい。となると、

「戻って、確認してみるか」

　もしまだ麻痺していればけっこうな持続時間だ。一方的な攻撃作戦も現実味を帯びてくる。しかしもしあそこにいなかったら、その時は――

「その時、だな」

　今の俺は小さな光明を摑つかみにいくしかない。だから、リスクを取れ。

　覚悟を、決めろ。







　俺は来た道を戻った。

　この選択は間違いかもしれない。あのまま上を目指した方がよかったのかもしれない。

　それでも、確認したかった。

　麻痺させたあとはがむしゃらに逃げた。なので、鳥頭までの距離はいまいち把握していない。

　今振り向いたその瞬間、闇に紛れていた鳥頭が襲ってくるかもしれない。

　心臓が拍動を加速させる。呼吸が浅くなってきた。

　ただ、目が慣れてきたのだろうか？

　皮袋がなくとも、わずかだが今は闇の中でも視界が確保できている。

「あ」

　立ち止まる。何か、落ちてる。これは――

「斧おの、か？」

　廃棄者の持ち物だろうか？

　必死で逃げていたから、さっきは見落としていたようだ。

　手に取ってみると、ズシッと腕にきた。

　刃の部分はまだ切れ味を保持しているだろうか？

　補正値ＭＰの残りは１。このＭＰを使って皮袋で状態を確認すべきか？

　いや……まだその必要はない。

　あの鳥頭の近くに行けば光源がある。オレンジ線で光る鳥頭の身体からだが。

　確認はその時でいい。

　斧を片手に再び歩き出す。胸が苦しい。喉が、渇く。

　鳥頭……いるのか？　この、闇の先に……。

「――――ッ！」

　見えた。身体のオレンジ線の光でわかる。いる。鳥頭が、まだあそこに。

　よ、よし……まだ麻ま痺ひしたままみたいだ。擬態でなければ、だが。

「ピこ、ビこ、パ、こ、ピ！　ぷゥ、ぷチこロ」

　放出されているのは、明確な殺意。

　俺が何かしたから動けない。それを察している。

　見ると、例の酸の噴出だけは止まっていない。麻痺は身体の全機能が停止するわけではないらしい。いや、それもそうか。全機能停止だったら、即死スキルになるしな。

　ん？　何か見える……なんだあれ？　ゲージ？

　鳥頭の頭上に黄色いゲージみたいな表示が出ていた。

　まさにゲームの表示って感じだ。

　この黄色ゲージが効果の持続時間だとすれば……半分を切っている程度、か？

　鳥頭から距離を取る。地面に転がっていた石ころを拾い、振りかぶって投げる。

　カァァンッ！

　鳥頭の背面にヒット。

　なんだ今の甲高い音……皮膚が出す音じゃないだろ、アレ。

　とてつもなく硬い皮膚、か。

　身を潜めて様子をうかがう。鳥頭が動き出す気配はない。

　俺は元の世界のＲＰＧとかソシャゲを思い出していた。なんらかの攻撃を受けると状態異常が解除される。そういうゲームはいくつかあった。

　攻撃を加えると麻痺が解除されるのか否か。

　今の攻撃で試したかったのは、それだった。

　動き出す気配はない。まったくと、言っていいほど。

　……よし。

　思わず小ぶりなガッツポーズ。まあ、麻痺系は攻撃してもそのままなゲームが多かった。

　セオリーは守られてるって感じか。

　さて……ゲージがなくなるまでは、好き放題できそうだ。

　身を潜めていた岩陰から出る。鳥頭の放つ光で斧の状態を確認する。

　見た感じ刃こぼれっぽいのはない。

「喰くら、え――ッ」

　両手で握り込んだ斧を、振りかぶる。

　木こりのイメージ。まず鳥頭の腕を一本ずつ、切り飛ばす！

　ブォンッ！　ガキィンッ！

「ぐ、ぁっ!?」

　強い痺しびれが腕を駆け抜けた。思わず、斧を取り落とす。

　悲鳴を上げる腕。鈍く重い痛みが遅れてやってくる。

「はぁ――は、ぁ……っ！」

　だめだ。硬すぎる。斧の刃を見ると、ヒビが入っていた。

「あ……」

　取り落とした斧に例の液体がかかった。斧が、溶けていく。地面より溶けるスピードが速い。金属類には酸の効果が強いのだろうか？　もうこの斧使いモノにならないだろう。

「あんな硬いとか、反則だろ……」

　穴の中に刃を差し込めばいけるか？

　いや、だめだ。どの道あの液体で溶ける。だとすると、

「やるしかない、か」

　補正値以外のＭＰ――俺自身のＭＰを、使って。

　鳥頭に【ポイズン】を使用する。

　俺は鳥頭に近づいて腕を上げた。視界で、捉える。

「ふぅぅ……」

　深呼吸。落ち着け、俺。

「【ポイ、ズン】」

　鳥頭の身体が、ぶれた気がした。

　直後、鳥頭の全身が紫色に変化する。

　ポコポコ……、ポコォ……、ポワワ……、ポワ、ポワ……

　鳥頭の皮膚から半透明な紫の泡が浮き上がってきた。小さいシャボン玉みたいだ。

　中空へのぼっていく泡。途中で泡は空気に溶けた。そう見えた。

　多分これが――毒付与状態。

　かかった。成功、した。

　俺の状態異常スキル。

　今のところ成功率、百パーセント。ただし、クソ女神を除いてだが……。

　麻痺しているためか、鳥頭は中腰で立ったままの姿勢だった。

　いささか不気味な姿でもある。【パラライズ】の黄ゲージはまだ残ったまま。

　毒ゲージのたぐいは見当たらない。紫のゲージあたりが出てくるのかと思ったが。

「…………」

　今回の【ポイズン】使用には一つ、ある懸念があった。

　毒を付与したら上書きで麻痺効果が消える可能性だ。

　が、毒と麻痺は重ねがけ可能だった。

　コンボ、完成。麻痺と毒の合わせ技。

　よし、いける……。

　歓喜が湧き上がってくる。

　あとは待つだけだ。祈るように、待つだけ。

　こいつがこのまま毒で死ねば、レベルが上がるかもしれない。

　一方、不安要素も残る。

　仮にダメージの概念があるとして、死まで追いやれるだろうか？

　毒だと最後にＨＰが１だけ残る。ゼロにならない。とどめを刺すには、直接のダメージが必要。このパターンを元の世界のゲームでけっこう見た。

　それと……毒のダメージは固定値なのか？　それとも、相手の強さによって変動するタイプか？　固定値か、割合か。どちらかで有用性もかなり変わってくるが……。

「ぴ、ゴ、ぽ。ポ、ぴ、コ……こェぇ……」

　鳴き声が少し、弱々しくなっている。

　多分、弱ってきているのだ。しかし、固定値なのか割合ダメージなのかはわからない。

　固定ダメージが物もの凄すごく高い可能性もある。

「だがいずれにせよ、着実に弱ってきている」

　自然と口端がニヤけた。俺は今、とても奇妙な笑みを浮かべているだろう。

　顔面を汗まみれにしながら、喜悦と祈りの混在した笑みを。

「殺せる、かもしれない」

　この廃棄遺跡の――魔物どもを。







　俺は、ゲージを眺めつづけていた。

　魔物の死を、待っていた。鳥頭の前で胡坐あぐらをかきながら。

　鳥頭は麻痺＆毒状態を継続中。このまま注視し続けなければならない。

　黄ゲージがなくなったら、おそらく麻痺が切れる……。

　ゲージが切れる前に【パラライズ】を、重ねがけ……。

　ゲージが切れる前に【パラライズ】を、重ねがけ……。

　ゲージが切れる前に【パラライズ】を、重ねがけ……。

　自己暗示のようにブツブツつぶやく。

「そういえば」

　重ねがけの成功で失念していたが、ＭＰの方はどうなんだ？

　ステータスを表示。
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　補正値分は、もう切れていた。

　この状態で状態異常スキルを使い続けたらどうなる……？

　考えられるのはめまいなどの意識への影響。で、最後は気絶……。

　いわゆる漫画とかで精神力を使い果たすパターン。だとすれば、それは避けなければならない。こんな場所で気絶したらイコールで死確定だ。

　鳥頭のギョロ目と、視線が合う。

「なんだよ、おまえだって俺を殺そうとしてるだろ……伝わってんだよ、その刺すような殺意は……だから、お互いさまだろ」

　おまえも俺を殺そうとする。

　俺もおまえを殺そうとする。

　生き残るために。

　オ互イサマダロ。死ね。死ね。死ね。

　暗闇の中にいると気が変になってくる。おかしくなりそうだ。

　剝がれ落ちて行くのがわかる。思いやりとか、倫理感とか。

　殺しはいけないこと。確かに、いけないことかもしれない。

　でも、それだと死ぬ。殺さないと死ぬ。ここでは、殺さないといけない。

　無意味な殺しは確かに唾棄すべき行為だと思う。

　しかしここでの命めい奪だつには明確な意味がある。

　生存競争。生きるために、殺す。

　はて？　俺にとって〝ここ〟とはどこなのか？　この廃棄遺跡？　異世界そのもの？

　……知るか。今はただ見届ける。目の前の魔物の死を。

「…………」

　生物の死を望みながら、時間をかけて長々と観察する。

　本当に、気がどうにかなりそうだ。

　立ち上がる。鳥頭の眼球を、俺は尖とがった石で潰そうとしてみた。

　無理だった。眼球は薄く硬い透明な膜に覆われていた。

　時間が経過する……。ゲージが残り少なくなっている。

　もうすぐ【パラライズ】の効果が切れる……。重ねがけ、開始。

「【パラライズ】」
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【同スキルの重複付与は認められません】
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「――え？」

　重ねがけ、できない？

　あ、そうか。効果が切れてからじゃないとだめなのかも。

　つまり、切れた瞬間を狙って【パラライズ】を付与する必要がある。

　となると反射神経が鍵だ。切れた瞬間、鳥頭が襲ってくるかもしれない。

　腕を上げる。そろそろ……ゲージが、切れる……。

　ゲージ、消失。

「ゴ、こッ、ぇ、ェ、ぇ――パぴグぇギョ[image: ][image: ]ぇ！」

「【パラライズ】！」

　鳥頭が四本の腕をグルグル回している。動くかどうか、確認しているようだ。

　ていうか、

「……え？　効いて、ない？」

　まさか、

「そん、な」

　ＭＰ切れ、か？
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【同対象への同スキル連続付与は認められていません】
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　違う……ＭＰ切れじゃない！　使えないのか！　同じ対象には！

　効果が切れたあとでも、同じスキルの連続付与は不可能。

　俺は一歩、後ずさった。地面を踏みしめる鳥頭。その身体からだは、重そうだった。

　確実に効いているのだ、毒が。

　しかし現状は危機的。もう【パラライズ】を使っても意味がない。

　どうする？　いや、待て。落ち着け。そうだ、もう一つあるだろ――

「ス――【スリープ】！」

　フヨヨヨ～、ポワァ～ン

　鳥頭の瞼まぶたが下がりはじめる。

「ぽッ？　こォぉ……ォ？」

　ふらつく、黒肌の巨体。鳥頭の身体が前のめりに倒れた。

　ドシーンッ！

「効い、た……？」

　同じスキルじゃない【スリープ】だったからか？

　表示されているのは――青ゲージ。

「ふ――ふっ、ふっ……ふぅぅぅ……」

　震える唇で息を吐き出す。汗が、ドッと噴き出す。

　――いける。

　麻ま痺ひと眠りの交互付与。これならＭＰの続く限りは無限コンボが成立する。

　そうだな……次は【スリープ】のゲージがなくなる前に、確認してみるか。

　ここに【パラライズ】を重ねがけできるのかを。

　ポワワ……、ポワ、ポワ……

　よし……毒の効果も切れていない。効果が持続していることから【ポイズン】は三スキルの中で別系統の扱いと考えられる。状態異常スキルの中にも、系統があるらしい。

　しかし、汗の量が増えた……。額の汗を拭う。

「あ、そうか」

　この汗、自己ＭＰ消費の影響かもな……。

「けど――」

　鳥頭を見おろす。もう大分弱っているだろう。

　前と比べてなんというか、生命が希薄な感じがする。

　ポコ……、ポコポコォ……、コポォ……

【パラライズ】、【ポイズン】、【スリープ】……この三スキルで、生き残る。

　荒い息。

「…………え？」

　荒い息？

　俺のじゃ、ないぞ……？

　振り向くと、

「あ――」

「ブるルぅゥっ！」

「ミノ、タウロス……ッ」

　最初の【パラライズ】の効果が、切れたのだ。で、俺を捜しにきた。

　金きん眼がんの魔物は、穏やかな雰囲気ではない。怒り心頭って感じだ。

　ミノタウロスが動く。一足で、俺の方へ。同スキルの連続付与は不可能。だから、

「す――【スリープ】ッ！」

「ぶ、グ、ぉ？　オぅゥ～……」

　ドッシーン！

「ぐゴぉー……」

　ミノタウロスが倒れる。青ゲージが、出現。

「はぁっ！　はぁっ！　ぅ、ぁ――」

　あ、やばい。今、少しフラッときた。自己ＭＰ使用の影響か？

　で、どうする？　ミノのやつにも、自己ＭＰを使って毒を付与するか？

「そうだな……」

　うつ伏せに倒れ伏す牛頭を見おろす。心は、虚うつろ。

　ただ敵を殺す。慈悲などない。不要。そうだ。どうせなら、こいつも――

「？」

　なんだ？　この気配……足、音？

　地面が、溶ける音。

「――冗談、だろ」

　前後の闇の向こうに蠢うごめき光る、いくつもの金色。

　金色の凶眼。闇から薄うっすらと現れる何本もの橙だいだい線。

「ふざ、けんな……」

　そうか。

「ぱピこ、ポぴコりン、ぷチこロっコー」「クぇクぇコっコぉ、コろロみッるクー！」「ぽルぴコ、ぷチ、ぷチこロこロっコ」「ブるルぎ[image: ][image: ]ァー！　ぶルぁ！　ブるォおオぁァあアあア！」「ブふンぶフん！　ブるルー！」「おガぁァあアあア――――ッ！」

　鳥頭とミノタウロスの鳴き声。その大合唱。引き寄せられてきたのだ。やつらの仲間が。

「勘弁、してくれ」

　一匹ずつじゃ、なかった。

「何体いるんだよ、こいつら……」

　伝い落ちる汗。乾いた笑みが浮かぶ。果たしてそれは、現実逃避だったのか。

　どうでもいい思考が、意識を覆っていく。

　地面、酸で溶けすぎだろ。地肌、ボッコボコになるだろ。あ、そっか。

　もしかして酸で地面に凹凸を作るのって……逃亡者が躓つまずいて転びやすいように、とか？

　前門の鳥頭、後門の牛頭。絶体絶命とは――まさにこのこと。

　数値がわかる安全域のＭＰはとうに尽きている。ステータスの低さは、いわずもがな。

　天井を仰ぐ。

　……よく、がんばった方か。

　つーか、普通ならここらで誰か助けにくるのがセオリーじゃねぇのか？

　この遺跡でずっと生き延びていた凄すご腕うでの廃棄勇者とか。

　本当はすごい実力者がここに隠れ住んでいて、助けてくれるとか。

　ま、ねぇか。

「…………」

　できる手は全部打っただろ、俺。

　よくやったよ、ほんと。こんな地獄みたいなところで。

　もしこれが漫画とかなら俺は序盤で死ぬ定めのモブ役。

　空気。Ｅ級。廃棄勇者。

『せいぜい無様にお死になさいませ、トーカ・ミモリ？』

　クソ、メガミ。

「ざけ、んな」

　岩肌の壁を背にして――両のこぶしを、握り込む。

　都合よく誰かが助けに来るわけがない。

　俺はヒーローでも、ヒロインでもない。

　空気モブ。誰も、助けになんて来ない。

　だからこそ、助けてやらないとだめなんだ。

　俺が、俺自身を。

　誰かに頼るな。縋すがるな。期待するな。期待の中にいる幻想の〝誰か〟じゃない。




　俺が、蹂躙しろ――すべてを。




　空気？　Ｅ級？　底辺？　ああ、上等だよ。

「過酷な環境でも悪あがきして生き残る……それが、雑草の生き様だろうが……」

　わかったよ。賭けてやる。俺自身、すべてを。

　俺のＭＰが尽きるのが先か。おまえらが一匹残らず状態異常にかかるのが、先か。

　左右を確認。腕を上げて左右へ突き出す。群れの先頭の魔物目がけ、放つ。

「【パラ、ライズ】！」

　ビシッ――、ビキッ、ピキ、リ――ッ

「ぴ、コ、ろ？」「ぶ、グ、ぉ？」

　先頭に並んでいた鳥頭とミノタウロスが停止。

　麻痺性付与、成功。

　めまいが襲いくる。が、踏みとどまる。汗が、とまらない。

「ク……カ、カカカッ！　さあ――」

　目を剝むき、嗤わらう。

「始めようか」




　生存競争を。







３．蹂躙へと続く道




「【パラライズ】、【パラライズ】、【パラライズ】、【パラライズ】――【パラライズ】、【パラ、ライズ】！」

　計八匹の麻痺させた魔物。ここで、思わぬ僥ぎよう倖こうに恵まれた。

　麻痺で停止した八匹が、障害物になっている。

「【パラライズ】！」

　おかげでやつらが邪魔そうに仲間を押しのける間に、スキルを放つ余裕が――

「くっ――ぁ……？」

　スゥーッと血の気が引いていく感覚。多分、俺自身のＭＰが残り少ないのだ。

　ヤバ、い。意識、が……。

　眼球を動かす。あ、あと何匹……？

「ピッこ！　クっコろ！」

　きた！　鳥、頭……ッ！　力を振り絞って、腕を上げる。

「【パラライズ】！」

「コ、け、ケ？　け……」

　麻痺で、停止。

「ぅ、あ――、……ぁ？」

　ぐらっと、身体からだが傾かしぐ。一瞬、視界が白く……。視線を動かす。

「……なんだよ、それ」

　ゾロゾロと、敵の増援が現れた。

「左右から、五匹くらい追加されやがった……まだ、出てくるのか」

　本格的にヤバいな、これ。

「――――――――」

　なんでだろう。よく、わかんねぇけど。

　なんか、笑えてきた。

「ク、ククッ……わかったよ、なら――」

　尽きりゃあいい。

　倒れ込みそうな身体。途切れそうな意識。意地で――持ち直す。

「やって、やろうじゃねぇか……ッ！」

　尽きるまでだ。もう終わりだとか考えんのは――

「尽きてからの、話だっ！ッ――――【パラライズ】！　【パラライズ】！　【パラライズ】！　【パラライズ】！　【パ、ラ――」

　フッと、何かが途切れる感覚。揺らぐ身体の軸。ＭＰが――底を打った、か？

　足が身体を、支えきれない。

　意識が軸を、支えきれない。

「俺の精神力が尽きるのが……先、だったか……ふ、ふふ……いやいや……待てよ、俺……あと一発くらい――撃てん、だろ？　せっかく、だ……」

　震える手を、上げる。

　これが、正真正銘、

「モブの、意地で――出し尽く、せよ……三み森もり、灯――」

　最後の、

「クぇ！　グぇェ――」

　……あ？　なんだ、今の声？　まるで、断末魔の悲鳴みたいな――




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


【レベルが上がりました】
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　瞬間、力が湧き上がった。

　意識が色を取り戻す。混濁が、抜けていく。
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【ＬＶ１→ＬＶ２５８】
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　は？　なんだ？　何が起こった？　ていうか、

「【パラライズ】！」

　なぜだ？

　ミノタウロスが跳びかかってきた。空中で、麻ま痺ひを付与。

「【パラライズ】！　【パラライズ】！　【パラライズ】――――ッ！」

　なんで、レベルが上がったんだ？

「あっ」

　そう、かっ。

　視線を巡らせる。うつ伏せに倒れている鳥頭。

　最初に毒を付与した鳥頭。

　息絶えたのだ、毒のダメージで。

　だから一気に【経験値】が入った――莫ばく大だいな、経験値が。

　ローブ男が口にしていた成長率。最底辺勇者の俺が高いとは思えない。レベルアップまでの必要経験値も莫大と思われる。スキルＬＶの上がらなさからも、それは明らかだ。

「要、するに――」

　この廃棄遺跡の魔物の経験値が高いのだ。それも、尋常でなく。

　おそらく普通に戦ったら絶対に勝てない。

　初遭遇時を思い出す。ミノタウロスも、鳥頭も、動きがゆっくりだった。

　ナメられていたのだ、完全に。一割の力すら出す必要がないゴミ。弱者。

　だから、油断していた。殺意はあっても、全力ではなかった。

　最弱だったから。底辺だったから。

　俺は【パラライズ】を放つ余裕を、与えられた。

　逆に、そこそこ強かったら。もし〝危険な敵〟として、認識されていたら。

　固有スキルを使う前に殺されていただろう。

　というか、レベルアップするとＭＰも回復するのか？　ＭＡＸ値の半分くらい？

　あるいは、全快？　増えた補正値分が上乗せされただけか？

「いずれにせよ……」

　魔物を、ロックオン。レベルアップを続ければ――

「戦闘継続できるって、ことだよなぁ!?――【パラライズ】！」

　繫つながった。首の皮、一枚。




「【パラライズ】！　【パラライズ】！　【パラライズ】！」
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【スキルレベルが上がりました】

【ＬＶ１→ＬＶ２】
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　上がった。おそらくは【パラライズ】のスキルレベル。

　スキル経験値はさっき入った経験値とは別か？　スキル経験値は使用回数に依存する？

　俺自身のレベルはグッと上がったらしい。が、新しいスキルを習得した気配はない。

　新スキルの取得は、スキルレベル依存なのかもしれない。ただ、今はともかく――

「ここを乗り切るのが、最優先……ッ！」

　魔素を、練り上げる。気づけば自然とできるようになっている。

　視界に魔物をとらえる。そこで俺は、ハッと気づく。

「おいおい、なんだよ……できるように、なってるじゃねぇか……ッ」

　複数ターゲット指定。

　八匹の頭上に【▽】マークが出現。視界に映る八匹、まとめて――

「【パラライズ】」

　八匹、同時停止。麻痺成功。

　俺の固有スキル。効かないのはあの女神だけの可能性も出てきた。

　廃棄遺跡に来てからの成功率――いまだ、百パーセント。

　現在、停止させた魔物でちょうどよく壁ができている。

　むしろ麻痺が解除されるまでは、頼れる防壁となる。

「フン……つまりは、そういうことだろ？　一匹であれだけ、経験値が入るってことは――」

　凶笑。

「ここにいる魔物ども全員ぶっ殺せば、もっとがっぽり経験値が入るってことだよなぁ……ッ!?　そうだろ!?　なぁ!?」

　魔物が麻痺中の仲間を押しのけている間に――麻痺状態の魔物に一匹一匹、スキルを使用していく。

「【ポイズン】、【ポイズン】、【ポイズン】、【ポイズン】、【ポイズン】、【ポイズン】、【ポイズン】、【ポイズン】――」

　今の俺には、

「【ポイズン】」
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【スキルレベルが上がりました】

【ＬＶ１→ＬＶ２】
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　目の前の魔物こいつらがもう、経験値にしか見えない。







　一度、壁を背にして座る。

　目の前では、麻痺で動けぬまま毒で命を削り取られていく魔物たちが顔を並べている。

「どんだけ巣くってんだよ、こいつら……」

　麻痺状態の魔物が不ぶ恰かつ好こうな半円の壁をなしている。

　麻痺した魔物をどけて次の〝獲物〟がやってくる。身体の穴から、酸を噴き出しながら。

　毒々しい体たい色しよくの魔物たちの視線が、突き刺さる。

　この身体が動くようになったら、おまえを即殺してやる。

　そんな魔物の心の声が伝わってくるようだ。

「殺ヤれよ」

　俺は、魔物を睨にらみ返した。

「殺られる前に、殺ってやるから」

　肌の表面がヒリついている。

　なぜだろう。今は魔物の殺意に不思議と安あん堵ど感かんすら覚える。

　殺意を向けられるのなら――気兼ねなく、毒殺できるからだろうか？

　しかし、俺も睨み合いに終始している場合ではない。ゲージ残量をしっかり注視していなくてはならない。観察していれば、何か新たにわかることもあるかもしれないしな。

　確認すべきことも多い。

　毒のダメージは一定なのか？　ダメージに振れ幅はあるのか？

　魔物の麻痺はまだ解けていない。毒で死ぬ前に、麻痺が解けるかもしれない。

　麻痺が切れたら【スリープ】をかける必要がある。気を弛ゆるめるには時期尚早。

　まだ〝油断〟に足を踏み入れていい時間じゃない。

「そういえば……」

　麻痺に眠りの重ねがけが可能かどうか。そろそろ、確認してみるか。

「っと、試す前に――」

　ＭＰを確認しておくか。

「ステータスオープン」
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【トーカ・ミモリ】

　ＬＶ２５８

　ＨＰ：＋７７４　ＭＰ：＋８１９４／８５１４

　攻撃：＋７７４　防御：＋７７４　体力：＋７７４

　速さ：＋７７４　賢さ：＋７７４

【称号：Ｅ級勇者】
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　以前の数値を考えると飛躍的なステータスの伸びだ。

　３×２５８＝７７４。

　なるほど、掛け算で伸びてるのか……。

　初期値が高かったためか、ＭＰだけ突出して伸びている。これはありがたい。今の俺にとってＭＰは生命線。固有スキルを放つ燃料。これが尽きたら三森灯とう河かは完全終了となる。

　ちなみにＭＰは、やはりレベルアップで全回復だろうか？

「それと、他の補正値は……どうなんだこれ？」

　小お山やま田だが確かＬＶ１で体力＋５００。

　とすると、これは大した補正じゃないのかもしれない。ま、でもいいさ。おそらくレベルアップの恩恵で少し疲れが取れている。若干、スタミナも戻った感があった。

「ブる、ゴ、ぁ――、……」

　ミノタウロスが一匹、力尽きた。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


【レベルが上がりました】

【ＬＶ２５８→ＬＶ２７７】
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　しばらく待つ。一匹、また一匹と息絶えていくミノタウロス。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ２７７→ＬＶ３２１】
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　時間はけっこう経たっている。しかし最初のやつ以外、まだ鳥頭が一匹も死んでいない。

　鳥頭の方はなかなかＨＰがあるようだ。

「コ、ぽ、コ、け――、……」

「お？」

　鳥頭がようやく一匹、力尽きた。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ３２１→ＬＶ３９５】
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「鳥頭の方が、経験値効率がいいのか」

　残念ながらステータス表記に経験値の表記は出ていない。

　いわゆる〝次のレベルまであといくつ〟みたいなのはわからないようだ。

　スタミナ制のソシャゲに触れた経験のある人間からすると、レベルアップ前に残っていたＭＰがちょっと惜しいと感じてしまう。レベルアップで全回復するのなら、レベルアップ前に極力ＭＰを消費しておきたい。こういうのは、貧乏性ゆえの感性だろうか？

「さて……」

　ステータスオープンで、ＭＰを確認。
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　ＭＰ　＋１３０３５／１３０３５
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　全快している。やはりレベルアップ時に全回復するようだ。

　固有スキルのＭＰ消費が10。

　つまり１３０３回、使用可能。

　生きている魔物はまだ何匹もいる。こいつらの経験値が入れば、まだレベルは上がるはずだ。要するに重ねがけできれば、

「スキル経験値も、稼げるかもしれない」

　視線でロックオン。鳥頭の方へ手をかざす。

「【スリープ】」

　眠りを付与しても倒れない。倒れないのは、麻ま痺ひしているせいだろう。

「だが」

　目が閉じている。成功。つまり、

「できる」

　麻痺と眠りの重ねがけ。

　ゲージは二本表示されている。黄と青。麻痺と眠り。

　これで【パラライズ】のゲージが完全になくなってから【スリープ】をかける必要もなくなった。一瞬とて魔物が行動可能になることはない。リスクを、完全に回避できる。

　毒の効果も継続。完全無欠のコンボ、完成。

　これでスキル使用回数も稼げる。ＭＰ残量にはまだまだ十分な余裕がある。

　しかもあの経験値量だ。しばらくはまだレベルも上がるだろう。そうとわかれば、

「【スリープ】！　【スリープ】、【スリープ】、【スリープ】、【スリープ】、【スリープ】――」




　次々と、重ねがけしていく。

「【スリープ】、【スリープ】――」
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【スキルレベルが上がりました】

【ＬＶ１→ＬＶ２】
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　よし、上がった。これで【スリープ】も、レベル２。

「ブ、り、ォ――」「ぱリ、ぴ、ォ――」

　毒にかかっていた魔物が立て続けに絶命していく。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


【レベルが上がりました】

【ＬＶ３９５→ＬＶ５０１】
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「とりあえずできる分の【スリープ】は、重ねがけできたが……」

　数値的に考えると相当な量のＭＰが無駄になってしまった。

　とはいえ、これは仕方あるまい。ま、残量に余裕があるのは悪いことじゃない。さっきはＭＰが切れかけて死ぬ寸前だったわけだし。先ほどと比べたら天と地の差だ。

「で、またＭＰも全快したってことで――」

　取り囲んでいる魔物たちを睨みつける。

「ん？」

「ぐ、ル――ぶ、ゥ……ッ」

　なんだ？　集まってきていたミノタウロスたちが、後退していく……？

　背を向けて、増援のミノタウロスたちが去っていく。

「俺を殺すのを……諦めた、のか？」

「ぱパるン――ぱピー、こッこッこッこ……ッ！」

　突然、恐慌に陥ったかのごとく鳥頭がくちばしをカッ！と開いた。

「プち、コろ……コろコろ、ッこー……コー！」

　その場をぐるぐる旋回し始める鳥頭。

「こ、コぇェえエーっ！」

　一斉に背を向ける鳥頭たち。群れとなって、逃走を開始した。

「コぇエーっ！」

　羽ばたくみたいに四本腕をバタバタさせながら、走り去っていく。

　意味もわからずどんどん死んでいく仲間たち……。なぜか、急に動けなくなる。そのあと紫に変色し、ポコポコ泡が浮かんでくる。しばらくすると、息絶える。原因はどうやらあの人間のようだ。あの人間と殺し合うのは、リスクが高すぎる。

　あくまで想像だが、魔物の心中はそんなところだろうか？

　廃棄遺跡の魔物とはいえ、あいつらも生物。命は大事らしい。

　逃走する魔物をぼんやり眺める。

「どうする？」

　自分自身に問いかける。

「あいつら――追いかけて、殺すか？」

　……いや、今はやめておこう。

　慈悲の心からではない。

　俺の目標は地上へ出ることだ。レベルは十分に上がった。

　他にやるべきこと――遺跡の探索。この廃棄遺跡を調べ、地上へつながる道を探す。

　ゆったりと立ち上がる。俺は、ミノタウロスたちが逃げた方向を見た。

　さっきじっくりと探索できなかった場所――転送先。

「まずは一度、戻ってみるか」

　最初に廃棄勇者が辿たどり着く場所。何か、使えるものがあるかもしれない。







　最初に転送された場所に戻ってみた。

　転送直後は半分になったドクロを見つけただけだった。それを見つけたところでミノタウロスに襲われたから、もう探索どころではなかった。

　廃棄された勇者や戦士たちの持ち物。

「何か役に立つものがあれば、いいんだが」

　もちろん周囲の警戒は怠らない。

　今の俺が最も警戒すべきは不意打ちや奇襲だ。現状では、反射神経が肝と言える。

　もし状態異常スキルを使用するのが遅れたら、魔物の一撃で死ぬ可能性がある。

　廃棄遺跡の魔物はおそらく手て練だれでも勝てない超強敵。廃棄された者の中にはＳ級クラスの勇者もいたかもしれない。当然、ここの魔物にＥ級のステータスでは対抗できまい。

　今の俺の唯一の対抗手段は固有スキル。まさに〝先手必勝〟が鍵となる。

　とにかく魔物から一撃も喰くらわないこと。今のところ注力すべきは、それだ。

　考えをまとめていると、目的地に到着した。

　魔素を込めた光る皮袋を掲げる。

　今は闇に身を潜めるのはむしろ危険に思える。視界があった方が闇討ちされづらいはずだ。

　まあ、敵に飛び道具があると危なくもあるのだが。

「にしても、大したものは……なさそうだな」

　酸で一部の溶けた人骨がいくつか見つかった。

　ミノタウロスにやられたのだろう。武器もいくつか落ちていた。

　しかしほとんど酸で半壊していた。持っていても無用の長物となりそうだ。

「使えそうなのは、これくらいか」

　骸骨の纏まとっていた黒い外がい套とうと、古びた短剣。

　洞窟は少し冷える。この外套を羽織っていくか。俺は外套で身をくるんだ。

　若干、温かい。

　短剣は革製の鞘さやに納まっていた。最初はこれもだめかと思った。

　だが、刃を出して確認したらまだ使えそうだった。短剣を皮袋に突っ込む。

　左手は皮袋を持たないといけない。空いた右手はスキル用。

　対象の方へ手を向けるためだ。あれをしないとロックオンできないっぽいからな……。

　俺の場合、武器よりもスキル使用が最優先。

　この短剣でここの魔物に傷をつけられるとは思えない。防御力、とでも言えばいいのか。鳥頭に斧おので切りかかった時の皮膚の硬さはトラウマものである。

　転送場所を眺める。魔法陣が彫り込まれていた。

「この魔法陣は……まあ、使えないだろうな」

　使えるのはあのクソ女神だけのはずだ。でないとここへ送り込む意味がない。

「…………」

　２‐Ｃのやつらは、今頃どうしているだろうか。

　いや、今はあいつらのことは考えるな。現状、最も生命の危機に瀕ひんしているのは俺のはず。まずは俺が地上へ脱出する糸口を摑つかむのが、先決だ。

　俺は洞窟の探索を再開した。一度、激戦を繰り広げた場所へ戻ってみた。

　当然だが、魔物の死体の山が変わらず残っていた。

「……改めて見ると、けっこうな数だったな」

　自分でやった実感が薄い。鳥頭たちが逃げ去った方角を見る。

「行ってみるか、この先に」

　先を行くと、開けた場所に出た。皮袋で照らし切れない。

　上を仰ぐ。天井が高い。鍾しよう乳にゆう洞どうみたいに、上から尖とがった岩が伸びている。

　ぎゅるる～、ぐぅ～

　うっ……やっぱりか。先ほどから微妙に感じてはいた。

　空腹。

　思えばバスに乗る前から何も食べていない。

　実は喉も渇いてきていた。

　魔物から逃げるための全力疾走。魔物との死闘でも、大量に汗をかいた。

　かなりの水分が失われたと思われる。

　ここへ来る途中、水場がないかもチェックしてきた。

　今のところ確認できていない。

　魔物の脅威の次に立ち現れた問題は、水と食料だった。

　魔物の危機から一転、今度はシンプルながらも深刻な問題が立ち上がった。

「とりあえず、先へ進んでみるか……」

　魔物の水場や、魔物が食糧にしている何かがあるかもしれない。

　闇の広がる空間を、俺は再び歩き始めた。








　　　◇【逃亡者】◇






　緑豊かな深い森の中。

　枝えだ葉はの隙間から降り注いでいるのは、冷たい闇とは対照的なあたたかな陽光。

　煌きらめきながら水の上で踊る光がユラユラと揺れている。

　そんな木漏れ日の下、一糸まとわぬ姿で下半身を水面に浸す者がいた。

　艶あでやかさを醸す肢体。細身だが、痩せすぎではない。

　染み一つない乳白色の肌。その肌には上質な絹めいた滑らかさがあった。

　白く豊満な形のよい双丘には、濡ぬれそぼった長い髪がはりついている。

　彼女は淡い金の髪を後ろへ撫なでつけた。

（ほぼ寝ずの移動が、功を奏しましたか……）

　あのしつこい追手をようやく撒まくことができた。

　森は身を隠すのに適した環境といえる。

　事実、世を捨てた隠者も終ついの棲すみ家かの置き場としてよく森を選ぶ。

　森という舞台は彼女にとって慣れ親しんだ環境でもあった。

　今いるこの森で育ったわけではないが、森の勝手はよく知っている。

　なじみ深い環境も逃亡劇を後押ししてくれたのかもしれない。

　肌に安らぎを与える適温の水。

　彼女は清潔な布きれに水を含ませると、身体からだを拭き始めた。

　久しぶりの水浴び。

　不快なものが洗い流され、身が清められる感覚が心地よい。

　涼風が駆け抜けたあとのような爽快さがあった。

　最後に身を清めたのはいつだったか。

　思い出せぬほどには、長らく過酷な逃亡生活を強いられていた。

　透明度の高い青き瞳が憂いを帯びる。

（私はいつ、完全にこの身を落ち着けることができるのでしょうか……）

　こんな生活がいつまで続くのか。

　ゆるい風が吹き抜けた。彼女の濡れた肢体を、風が優しく撫で去る。

　頭上には青々とした爽やかな空。

　けれども彼女の心の暗雲は、まだまだ晴れそうになかった。
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　　　◇【三森灯河】◇






　似たような景色を歩き続けていた。

　そんな中、上のエリアへ続いていると思おぼしき場所を発見した。

　行ってみると、またも似たような景色が続いていた。

「…………」

　気の遠くなるような時間が経過している。

　いや、実際はどうなのだろう？　感覚的には長い時間が経たった気がする。

　だが、本当は大した時間じゃないのかもしれない。

　洞窟の中では日が昇らない。ただひたすらに、闇。

　時計はない。時間感覚も破壊されてくる。

　ぎゅるるるる～、きゅぅぅぅ～

「はぁ、はぁ……、――っ」

　なるほど。レベルが上がっても、ステータス補正がついても。

　腹は減るし、喉は渇く。

　腹が減った。いや、それよりも……。特にひどいのは、喉の渇きだ。

「はぁっ……はぁ……」

　靴底も、神経も、磨すり減っていく。

　それでも、スキルだけはすぐ発動できるよう神経を尖らせておかねばならない。いつ魔物が飛び出してくるかわからないのだ。常時、意識の隙は埋めていかねばならない。

　歩く。

　何かないか？

　歩く、歩く。

　何も、ない。

　歩く、歩く、歩く。

　本当に、何もない。

　岩。岩、岩。岩、岩、岩。岩、岩、岩、岩。岩、岩、岩、岩、岩。

　ゲシュタルトが、崩壊してきた。

　岩ってなんだ？　山と石で岩？　は？　山？　なんだ、それ？

　地下だろ、ここ……山じゃないだろ……。

「――――――――」

　気が、どうにかなりそうだった。

　極度の空腹。極度の渇き。こんなにも辛つらいものなのか。

　今は魔物にすら出遭わない。遭遇したら――殺す。

　食料。肉。もうなんでもいい。誰か、食べ物をくれ。

「あ、そうだ……」

　最下層で殺した魔物の死体。

「食える、かもしれない」

　喉の渇きのせいだろうか。かすれた声で、俺はそのひらめきを口にした。

　そこで俺は引き返した。先に広がる地下砂漠めいた地帯に、何か嫌な予感を覚えたからだ。この先もあの砂漠めいた地帯が続くだけかもしれない。

　一方、確実な食糧のある場所。

　魔物の死体。

　わかっているなら行くべきだろう。

　ミノタウロス――牛肉。

　鳥頭――鳥肉。

　いけるだろ。いけるはずだ。

　時間をかけて俺はあの場所へ戻った。大量の魔物の死体がある場所へ。

　もう汗も出なくなった気がする。水分は……血か？　血を飲めばいいのか？

　短剣を取り出して逆手に持つ。手が、止まる。

「そういえば、こいつら……」

　毒で死んだんだよな？　食えるのか？

　いや、もう毒スキルは解除されている。紫色ではない。ポワポワしてないし。

　食える――捌さばくことさえ、できれば。

　食える、はず……食えてくれ……。

　皮袋を置く。

　左手はスキル用。右手に、力を込める。

　ミノタウロスの、肉……。

　力を振り絞って柄つかを握り込む。皮膚部分は硬すぎて刃が通らないだろう。

　触った感じ、死後もその硬さは変わっていない。

　ならば頭部の中でも鍛えようのない部位。そこから攻める。

　目玉を、グリッと抉えぐり出す。

　よし……ここはいけた。

　眼がん窩かを覗のぞき込む。内側から捌けるか？　いけるか？

　唾をのむ。これを、内側から捌く……。

　気持ち悪い――が、気持ち悪がっている場合じゃない。

　死ぬ。何か、食べないと。何か、飲まないと。

　よし。まずは眼窩の奥に刃を、突っ込んで――

　ジュゥッ！

「う、ぁ……っ!?　ぁ、がっ!?」

　慌てて手を離す。

　だめだ！　中が、酸になってる！

「――――――――」

　地面に転がっている牛の目玉。食う、のか？　あれを？

　…………。死ぬ。食わないと。目玉を手に取り、齧かぶりつく。

　がぶっ！　ジュゥゥゥッ！

「ぶは――ッ!?　ぺっ！　あ、ぁぁあ[image: ][image: ]――ッ！」

　目玉の中にも、酸。

「ぺっ！　ぺっ――げほっ！　ごほっ！」

　こいつら、体液が酸みたいなものなのか！

　自分には無害で。他生物には有害。

　制服の袖で勢いよく口を拭う。口内も……多少生地は溶けるが、仕方ない。

「……ふぅ」

　のみ込まなくてよかった。すぐ吐き出して正解だった。まだ舌がヒリヒリするが、幸い口内の被害は極小のようだ。ここで意外と【防御】が仕事をしたのかもしれない。

　鳥頭を見る。

「…………」

　一応、鳥頭も試してみた。同じ結果だった。食えたものじゃない。

　考えてみればそうだ。ここは送り込んだ者を殺すための場所。

　転送先の魔物が食料にできたら一気にイージーモードになる。

　遺跡の魔物の肉が食えたり、遺跡の魔物の血が飲めたりするわけがない。本気で殺すつもりなら、食える魔物のいる場所へ送り込むわけがない。水場のあるところへ送り込むわけがない。ここへ送り込まれる者たちは、当然、水や食料を持たされて転送されるわけではないだろう。

　突きつけられるのは、まさに生物としてのシンプルな生存問題。

「生存率ゼロの……廃棄遺跡、か」

　送り込まれた勇者たちが、もしミノタウロスや鳥頭より強かったとしても――

「くそったれ……この遺跡、徹底して廃棄者を殺しにきてやがる……」

　死ぬのだ、飢餓で。

　……というか、ここの魔物たちは何を食べているのだろうか？

　一体どこで水分を補給してるんだ？

　最初は魔物の食糧や水場があると思っていた。が、ここは異世界。元の世界の常識で考えてはだめな部分もある。……もし、だぞ？

　ここの魔物たちがもし……食事や水分補給を、必ずしも必要としないなら？

　最後の希望は断たれる。

　たとえば人を殺す目的が、捕食でないとしたら？

　たとえば殺しは、ただの遊び。遊び殺す。殺しは、ただの娯楽かもしれない。

「…………」

　俺は一度、立ち止まった。

　どうする？　あのエリアへ戻るか？　何もない、あの砂漠エリアに。

　あるいは転送先の場所……。鳥頭ではなく、ミノタウロスたちが消えた方角。

　あっちに行ってみるか？　いや――この飢餓状態での接敵は危険だ。

　スキル発動が間に合わないかもしれない。

　力が、出ない。本当に力が入らないのだ。頭が、スカスカになった気分だった。

「あ、そうだ……皮袋、拾わないと……」

　虚うつろな目で皮袋を見る。

　光るマジックアイテム。Ｅ級勇者と同時に召喚された、ユニークアイテム。

「……あ、れ？」

　皮袋の宝石……微妙に、色が違う？

　宝石は確か黄緑一色だったはずだ。薄いエメラルドみたいな色だったと記憶しているのだが……。下の方が、少しだけ紫色になっている。

　目もとを擦こする。

　ついに目までおかしくなったのか？　それとも、最初からこういう色合いだったか？

　クソ女神から渡された時のことを思い出す。ほぼ黄緑一色の宝石が頭に浮かんだ。

　そうだ。少なくとも、こんなくっきりと下部が変色してはいなかった。しかし今の宝石は目で見てはっきりわかる。下部の一部が確かに紫色になっている。

　この紫色の部分はなんだ？　宝石が毒にやられた？……いや、まさかな。

「――あ」

　皮袋の光が弱まっている。

　飢餓で魔素注入の余力が消える前に……多めに、魔素を入れておくか。

　魔素を注入。

「あれ？」

　紫の範囲が、増えた。

　……まさかこれ、ゲージみたいな感じなのか？

　この紫の部分は魔素の注入量によって増える？

　疲弊した思考を巡らせる。

　どうせＭＰはレベルの恩恵で大量にある。馬鹿ほどある。アホほどある。

　とにかく今の俺は何か〝変化〟が欲しかった。同じ景色巡りをしすぎたせいだろうか？

　変わる〝何か〟を見たい。自分の中にそんな欲求が生まれていた。

　スキル使用分は、そうだな……１００発分くらい残しておけばいいか。

　魔素をさらに宝石へ注入してみる。

　何かが変わって欲しい。この宝石の色の変化すら、今は愛いとおしい……。

　数分後、宝石の色が完全に紫へと変わった。

　ゲージが紫で満ちている。宝石も強く発光していた。

　綺き麗れいだった。特別な何かが起こらなくとも、奇妙な満足感を得られた。

「ク、クク……ふ、ふはは……」

　乾いた笑い。今、喉はカラカラ状態。笑いが乾くのも当然だ。

　というか――この状況で笑える自分が、なんだか笑える。

　疲労した足で立ち上がる。

　行って、みるか。まだこうして足は動くわけだし。ただ、あの砂漠地帯へ戻る体力はもう残っていない。体力的に考えれば、ミノタウロスが消えた方角へ行くしかない。

　いずれにせよ、尽きるまでやる。これに尽きる。精一杯やってだめなら仕方あるまい。

　それに俺はまだ〝何か〟できる。実際できた。宝石の色とか、魔素注入で変えられた。

　まだ〝何か〟を変える余力があるってことだ。

　わかってただろ――ここが、ヤバい場所だってことは。

　足あ搔がけ、最後まで。もがけ。力、尽きるまで。

　廃棄勇者、三み森もり灯とう河か。

「くそ、ったれ……簡単に諦めて、やる、かよ……フ、フハハ……」

　なぜか、笑いが漏れる。

　なんかまた楽しくなってきた。餓うえでいよいよ頭まで変になってきたか？

　と、そこから数メートルほど前へ進んだ時――

「…………重っ!?」

　えっ!?　なんだ、今の感覚？　微妙にズシッときたぞ？

　身体からだを支える足がついにイカれたのか？　もしくは魔物から攻撃を受けた？

　周囲を確認する。が、何もいない。じゃあ……なんの重みだ、これ？

「あ……」

　皮袋、か？

　ん？　宝石の色がまた変わってる……灰色？

　え？　ど、どうして灰色になったんだ!?　まだ袋の発光の方は、残ってるけど……。

　待て。待て待て。何か入ってる。皮袋の中に、何か入ってるぞ？　短剣の重み？　いや、違う。そうだ。刃の溶けた短剣はあの死体の山の傍そばに置いたままだ。

「じゃあ、なんだ？」

　何が入ってる？

　恐る恐る、皮袋を逆さにしてみる。

　ボトッ、コロコロ……、カサッ

「あ――」

　見慣れたパッケージ。懐かしさすら、覚えるほどに。

「勘弁、してくれよ……」

　確かに俺は懐かしさを覚えた。しかしこれは、むしろファンタジーの世界には不釣り合いなもの。皮袋から出てきたのは、

「ついに幻覚でも見始めたってのか、俺は……」

　５００mlのペットボトルのコーラと、ビーフジャーキーの袋だった。







　最初は〝なぜ？〟とか考えなかった。

　考える余裕などなかった。あるはずが、ない。

「飲み、物――」

　水分……水分、水分水分、水分水分水分、水分水分水分水分。

　ペットボトルに飛びつく。

　水滴が表面に浮いている。冷たい。幻覚じゃない。現実の水分。キャップを、捻ひねる。

「――っ!?」

　力が入らない。空腹と渇きのせいか？

　ステータス補正が効いてないのか？　もしくは、握力に補正は適用されない？

　あるいは本人が弱っていると補正値は効果がないのか？　く、そっ――

「[image: ][image: ][image: ]ああああっ！」

　プシュッ

　気合で、あけた。当然だ。生死がかかってるのだ。無理矢理にでも捩ねじりあける。

　あけざるを、えない。

　甘い香り。コーラ……。飲み口にむしゃぶりつく。

「ぁむ！　んぐっ――ごくっ！　ごくっ！　ごきゅっ！　ごきゅ……ッ！」

　わかっている。極度に渇いた喉へ急激に水分を流し込むのはよくない。

　が、無理。本能を抑え切れない。我慢、できるわけがない！

「ぅ――げほっ!?　ごほっ！　けほっ！」

　噎むせる。ゲップが出そうになる。

「ぅぅ……ウ、ウマぃ……」

　涙が、滲にじんできた。ウマすぎて。生涯、こんなにもウマいコーラがあっただろうか。

　渇き切ったノドを覆うように潤していく水気。身体の芯へ染み込む濃厚な甘み。

　シュワシュワと喉を刺激する弾はじける炭酸。全身が糖分の吸収を喜んでいる。

　染み渡っていく。

　ここで俺はようやく残量を確認する。残り三分の一くらいか……。

　キャップをしめる。ぎらつく目で次にとらえるのは、

　ペリッ！

　ビーフジャーキー。

　コンビニとかでたまに見るやつだ。コーラで胃が刺激されたせいか、腹の虫が激怒している。早く寄よ越こせと。その肉を、食わせろと。

「はむっ、ぁむ！　ぐちゃっ――くちゃ、くちゃ！　ごくんっ！」

　汚い咀そ嚼しやく音おん。が、知るか。

　どうせここには俺と魔物しかいないんだ。マナーもクソもあるか。

「はぐっ！　ぐっちゃ、ぐっちゃ！　がつ、がつッ！」

　適度に硬い肉を奥歯が嚙かみ締めるこの感覚が心地いい。強めの塩気。肉の奥に感じられるほのかな甘み。嚙み千切られたしょっぱいジャーキーが、喉を通過しようとする。

　再びコーラのキャップを外す。

「少し、だけ――こく……ごきゅっ！」

　しょっぱいジャーキーの切れ端が口内で炭酸と踊っている。

　舌を通過していくコーラの甘み。塩気と甘さが渾こん然ぜん一いつ体たいとなる。

　今まで一度もしたことのない食べ合わせだった。が、最高。

「クッチャ、クッチャ……ッ」

　ウマい。ウマすぎるだろ。なんだよ、これ。

　コーラと、ビーフジャーキーって――

「ごく、んっ」

　こんなに、ウマいのかよ。

「ふぅぅ……」

　袖で口をぬぐう。……ジャーキーは残り三枚。取っておくべきか？

　震える手を、のばす。

　が、堪える。堪えた。食料が一切ない状態を続けるのは不安すぎる。

　だから、膨らむ欲望を抑えつけた。

「――よし」

　よく耐えた俺……。残り少ないが、コーラもちゃんと残っている。

　特に喉の渇きはヤバい。ナイスだ、俺の理性……。

　何気なくジャーキーの袋を手に取って確認してみる。

　袋に〝皆さまのご期待に応えて、大、大、大増量っ！〟とプリントされていた。

　大増量を決断したこの企業には今後足を向けて寝られないだろう。

　まあここは異世界なので、足を向けて寝るもクソもない気はするが。とにかく、

「ふぅ」

　ようやくひと息つく。

　にしても、かっこ悪いくらいがっついてしまった。

　いや、仕方あるまい。あの状況でお行儀よくしろという方が無茶な相談だ。

　しかし――糖分のおかげだろうか？

　脳がまた働いてきた気がする。身体に力も戻ってきた。

　補正値はやっぱり、疲労や空腹なんかで補正効果が薄くなるのかもな……。

　ハッとして、周囲を警戒する。

　まずい。食料と水分の唐突な出現のせいで一時的に警戒が解けていた。

　とりあえず、食事中に魔物に襲われなくてよかった。

　背後の死角を削るため、壁を背にして座り込む。

　ペットボトルを脇に置く。改めて皮袋を確認。

　中は、空っぽだった。親指で表面の宝石に触れる。

「灰色になった、この宝石……」

　最初は〝黄緑〟。魔素を注入すると〝紫〟。

　で、コーラとジャーキーが出たら〝灰色〟になった。

　コーラとジャーキーの出現。この皮袋と宝石が関係しているのは明らかだと思われる。

　つまり――この皮袋に魔素を注ぐと〝何か〟出てくるのだ。

　多分、どこかから転送されてくる。果たして〝どこ〟にあったものが送られてきたのか？

　あるいは複製的な原理なのか。それは今考えてもわからない。

　だから一旦、放棄していい疑問だろう。

　条件の方は……一定量の魔素が宝石に蓄積されることか？　何より、

「この宝石の色、また黄緑に戻るのか？」

　一回限りの可能性も否定できない。

　ひとまず魔素を注入してみる。皮袋が淡く光り始めた。が、宝石の色に変化はなし。

　灰色のままだ。時間で再使用可能だと、いいのだが。それに、

「次も食料や飲み物とは限らないしな……」

　皮袋についてはもう少し検証が必要そうだ。

「…………」

　皮肉なものだ。

　女神の〝慈悲〟で持たされた皮袋。チンケと呼ばれたＥ級勇者のユニークアイテム。

　おかげで、命拾いした。

「まあ〝慈悲〟といっても……女神は収奪したものを返しただけで、元々俺のユニークアイテムなわけだけど……さて――」

　立ち上がる。ペットボトルとジャーキーの袋。この二つを、俺は皮袋に突っ込んだ。

「これでよし。というか――」

　頭をポリポリ搔かく。

「明らかに独り言、増えたよなぁ……」

　ま、仕方あるまい。この洞窟でずっと無言でいるとおかしくなりそうだ。独り言くらい許されてほしいところである。まあ、ここにはその許す人間もいないのだが。

　ひとまず喉の渇きと空腹の問題は解決した。

　わずかだが水分と食料もある。なら早速、目指すか。俺は、洞窟の先を見た。

「上を」







　俺は来た道を戻った。

　最初に転送された場所、魔物たちと生存競争をした場所、上のエリア、砂漠地帯。

「…………」

　この先は未知の領域となる。

「目印とかつけてこなかったから、絶対の自信はないけど……確かこの先はまだ行っていなかったはず……」

　サラサラした砂の地帯を警戒しながら歩く。

　２、３時間は歩いただろうか。

　俺は、巨大な半円形のいびつな穴の前に立っていた。

「……行くか」

　足を、踏み入れる。

　ヒョォォォオオオオオオ

　風の音？　空気の流れがあるらしい。

　とはいえ、都合よく出口へ繫つながってはいないだろう。

　ここへ来るまでの間、魔物とは遭遇していない。気配がない感じ、とでも言おうか。

　この辺りはミノタウロスも鳥頭も生息していないエリアなのだろうか？

　黒い岩肌に触れてみる。少し、ツルツルしていた。

　ここの地面もけっこうデコボコしている。灰みたいな砂が水たまりっぽく点在していた。

　屹きつ立りつする小岩はモノクロ。雪のかかった岩っぽく見えなくもない。

　先へ進むと、開けた広い空間に出た。

「すごいな……」

　だだっ広い鍾しよう乳にゆう洞どうって感じだ。沼があったので、近づいてみる。

　ド緑色の水。……なんか泡吹いてるぞ？　毒の沼地な予感しかしない。

　鼻を刺すニオイもする。どう考えても飲み水には無理そうだ。

　飲める水が手に入れば、ペットボトルの出番なのだが。

　ジッと沼を見おろす。

「ん？」

　何か浮かんできたと思ったら、ドクロだった。

　おそらく人間の頭蓋骨だろう。落ちたやつがいたのか？

　しかしこれは一つの証明でもあった。

　ミノタウロスや鳥頭を切り抜けて誰かここまで来たのだ。奮闘した廃棄者もいたらしい。

　俺は、次のエリアへ進む道を探した。

「おっ」

　なだらかな坂を発見。完全にモチベーションを失った螺ら旋せん階段みたいな形である。

　あるいは薄く引き伸ばされたクレープ生地？　要するに、それだけ緩い坂だった。

「ここを、のぼってみるか……」

　景色はだだっ広い鍾乳洞。どう見てもダンジョンだ。遺跡とは、なんだったのか。

　そして、俺が坂を上がり始めてすぐのことだった。

「これは――」

　地面の窪くぼみに何かある。たくさんの骨。しかも、人間のだけじゃない。ここの魔物の骨……だろうか？　形的にあれはミノタウロスの骨か？　鳥頭っぽいのもある。

　唾をのむ。おそらくここにも――何か、いる。

「……ん？　なんだ？」

　音が聞こえる。どこか、鳴き声のような――

　ドッ、ガァァアアアアンッ！

　激しい岩の破砕音。

「何、がっ……、――――ッ!?」

　腕をかざし咄とつ嗟さに顔を守る。岩の塊が俺の横をゴロゴロと勢いよく転がっていった。

　視界の端で、俺はそれを捉える。

「……でかい」

　左前方の岩肌に、巨大な穴が空いていた。

　ベチンッ！

　足音。

　ドロォッ、ピトッ、ピトッ……

「こいつ、は」

　俺は、巨大なソレを見上げた。この姿――想像がつく。

　恐竜みたいな頭部。空洞の眼がん窩か。こびりついた黒こく紫し色の腐肉。

　腐肉の線がわずかに橙だいだいの光を放っている。くすんだ光がソレのシルエットを浮かび上がらせていた。あばら骨を始めとする剝むき出しの骨々ほねぼね。腐肉少なめのでかい骨翼。ウネウネ動く半肉半骨の骨こつ尾び。先の尖とがった巨大爪。超ビッグサイズの身体からだ。

　ソイツが、口を開けた。

「ヒょォぉォ[image: ][image: ]――」

　スケルトン系の一種？　もしくはグール系？　おそらくこいつは、いわゆる――

「ギぃ――ァぁァぁアあアあ[image: ][image: ][image: ][image: ]――――ッ！」

　ドラゴンゾンビ。

　雄お叫たけびの風圧。すえた臭いが鼻をつく。

「ギょェっ――ギょ、ギょェ、ぇ――ゲっ、ゲっ……ッ！」

　牙のあたりから何か滲にじみ出ている。

　ポタッ、ポチャッ、シュワシュワシュワ……

　あれも、酸か。

「ふシゅァぁアあアあァ～、[image: ]、[image: ]、[image: ]～ッ！」

　ドラゴンゾンビが細長い舌を出した。早送りのミミズみたいにうねっている。

　腐竜は明らかに俺に狙いを定めていた。一瞬、立ちすくむほどの迫力。

　この広い鍾乳洞のエリア。

「ここが、おまえのねぐらか」

　で、あの窪みの骨は犠牲になった廃棄者たちか。

　ドラゴンゾンビのゴミ箱。

　わかる――こいつの殺意が。

　腕を上げる。

　感謝しかない。

　殺意を向けてくれて助かる。心置きなく、躊ちゆう躇ちよなく――殺せる。

　だから、礼を言う。生存競争のフィールドへ、自ら踏み入ってきてくれて。

　ドラゴンゾンビが前足を振り上げた。

　俺が恐怖で動けないとでも判じたのか。踏み潰してミンチにするつもりのようだ。

　強烈なドラゴンゾンビの外見。圧倒的なインパクト。

　俺はそれを目にして、確かに汗をかいていた。

　が――湧き上がるのは、歓喜。

　新たなる魔物のドラゴンゾンビＥＸＰ。

「【パラライズ】」

　ピキィッ、ピシィッ――

「[image: ]!?　ぎ、ヒ……ょ、ョ……？」

　前足を振り上げた状態のまま、ドラゴンゾンビが停止。

「【ポイズン】」







「そろそろ、か」

　最初の【パラライズ】のゲージがなくなりかけている。

「【スリープ】」

　青ゲージが出現。しばらく待つと、黄のゲージが消えた。

　ドシャァッ！

　麻ま痺ひの解けたドラゴンゾンビがその場に倒れ伏す。重量を支えきれず脚部が折れたような倒れ方だった。急に重力が発生し、押し潰された風でもある。

　眼窩が空洞でわかりづらいが、

「寝てる、らしいな……」

　俺は胡坐あぐらをかいて、強大な竜の頭部の前で座り込んだ。

　変色したドラゴンの骨が、今は白から紫に変わっている。

　状態異常スキル。いわゆるアンデッド系にも、しっかり効いてくれるようだ。

「ずゥー……ずゥぅー……」

　寝息か？

　酸っぱいニオイ。腐肉のニオイ。あの緑色の部分は――苔こけ、だろうか？

　起きる気配はない。あとは、死を待つのみ。

　ただし目は離せない。麻痺と眠りのコンボを切らすわけにはいかない。

　……ステータスでも、確認してみるか。

「ステータス、オープン」

　背後とゲージに気を配りつつ、ステータスを確認。
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【トーカ・ミモリ】

　ＬＶ５０１

　ＨＰ：＋１５０３　ＭＰ：＋１２４０３／１６５３３

　攻撃：＋１５０３　防御：＋１５０３　体力：＋１５０３

　速さ：＋１５０３　賢さ：＋１５０３

【称号：Ｅ級勇者】
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「ＬＶ５０１って表記には、なんか凄すごみがあるな……」

　しかしＭＰ以外はこれ……高いと言えるのか？

　何度も引き合いに出すが、小お山やま田だはＬＶ１で体力＋５００。

　もちろん勇者全員が〝初期値×ＬＶ〟の数値とは限らない。

　それだと小山田がＬＶ４になるだけでもう体力補正を追い抜かれてしまう。

　下手をすると三み森もり灯とう河かは一般人以下の成長率。

　確かクソ女神がそう言っていた。

　格段にレベルが上がって、ようやくそこそこの傭よう兵へい？　くらいなのかも。

「となると」

　やはりＭＰ以外の補正値はさほど重要視しない方がいいのかもしれない。

　とにかく今の俺にとって大事なのは反射神経。敵の行動より先にスキルを発動させることだ。突然の奇襲にも反応する必要がある。ここを、補正値に頼れないとなると――

　俺自身の反射神経を磨く必要がある。

　まあ、この遺跡なら戦っているうちに鍛えられそうだが。

「で、減ってるＭＰは――」

　皮袋に込めた分と、ドラゴンゾンビに使った分か。

　まだまだＭＰ残量の心配はなさそうだ。この量なら十分だろう。スキルは、
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【パラライズ：ＬＶ２／消費ＭＰ10／複数対象指定】

【スリープ：ＬＶ２／消費ＭＰ10／複数対象指定】

【ポイズン：ＬＶ２／消費ＭＰ10／複数対象指定】
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　すべてのスキルに【複数対象指定】の項目が追加されていた。

　消費ＭＰも全部表示されている。なるほど、レベルアップすると性能が上がるわけか。

　口もとに手を添える。

「にしても……」

　レベルが上がっても、消費ＭＰに変化がない。

　現在の百発百中の成功率と効果持続時間で考えると、

「破格の性能だよな、これ……」

　Ｅ級勇者。最底辺のランク。

「本当にこれ、最底辺のスキルなのか……？」

　ここへ転送される前、等級がアルファベットなのに対して桐きり原はらが疑問を呈していた。

『ふーん。けど、なんでＳが最高なんだ？』

　クソ女神はこう答えていた。

『〝スペシャル〟のＳです』

　俺たちの世界に合わせたアルファベット等級。

「……英単語、か」

　俺の状態異常スキル。Ｅが最底辺だとすると、あまりに性能が破格すぎる。

「たとえば――」

　ひらめいたのはある一つの仮説だった。

　あくまでも仮説。なんのエビデンス証拠もない。完全な、思いつき。

　だが、もしＥだけ他の等級とは〝別〟だとしたら？

　特別の意。格外の意。番外の意。

　言い換えれば〝仲間ハズレ〟とも言える。

　英語の綴つづりで頭文字が〝Ｅ〟――ＥＸＴＲＡエクストラ。

「Ｅ級の〝Ｅ〟が格外を示す〝エクストラＥＸＴＲＡ〟の頭文字、だったとしたら……」

　この仮説なら多少は納得もいく。俺の状態異常スキルの性能が破〝格〟なわけも。

　ただ……この説だと補正値の低さがいまいち納得いかない。いくらなんでもＡ級と差がありすぎる。まあ、Ａ級とは伸び率が違うのかもしれないが……。

　レベルアップ時の補正値計算が同じ掛け算方式とは限らない。

　しかしＬＶ１００でも俺の体力補正値は小山田の初期値以下。現状、Ｅ級がＡ級より素直に優れているとも思えない。いや、固有スキルだけでも異常性能なのは確かなのだが。

　ああ……スキルに全振りされている、という考え方もあるか。

「ま――この仮説を証明する手段はないし、今ここで証明したところでどうなるわけでもないけどな……」

　戦える武器がある――今は、それで十分だ。

　俺はしばらく無言でドラゴンゾンビの死を待った。

　遠い場所で死んだら経験値が入るのか？　いずれそれも試してみたいところだが……。

　この魔物の経験値は欲しい。初遭遇の魔物だしな。今は不確定要素を試す時ではない。

　そこそこ長い時間が、経過した。

「グ、ぃ、[image: ]っ!?　[image: ]、[image: ]――、…………」
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ５０１→ＬＶ５４９】
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　ドラゴンゾンビが力尽きた。大分ＨＰがあったな……死ぬまでけっこうかかった。

　性質上【ポイズン】は即死スキルではない。多少時間がかかるのは仕方ないだろう。

　今はこの【ポイズン】の存在が生命線と言える。

　このスキルがなければ、完全に詰みだった。

「…………」

　ただ現在、他に新たな問題が発生していた。

　ひとまず解決した問題――魔物対策、空腹、喉の渇き。

「そう、だったな……もう一つ、重大な問題があった……」

　瞼まぶたが、重くなってきている。

　そう――眠気だ。

　召喚直後からの過度な緊張状態。遺跡へ転送されてからの極度の緊張状態。

　数回の全力疾走、死線、階層の往来、時間経過……。

　目の前の危機は一旦去った。万全ではないが、食事もできた。

　しかし、張りつめていた神経が一時的にそれでリラックスしたのだろう。脳が休息を寄よ越こせと文句を言ってきていた。眠気を誘引する疲労感が身体からだを包み込んでいる。

　ステータスが上がろうと眠気からは逃れられないようだ。

　補正値も、睡眠不足で下がりそうな気配がある。

　しかしどうする？　仲間がいれば交代で見張りを立てられる。

　が、今の俺は紛まがうことなきボッチ状態。一応ここは遺跡の名を冠している。

　遺跡っぽい部屋とか、ないのだろうか？

　上を仰ぐ。なだらかなペタッとした螺ら旋せん状じようの坂が、遥はるか上へ続いている。

　あれをこれからのぼるわけだろ？　この眠気のままいけるか？

　途中で、ぶっ倒れやしないか？　それは――危険じゃないか？

　襲ってきた腐竜は倒したが……経験上、あの一匹だけとも限らない。

　どうする？　どこで睡眠を取る？

　このだだっ広い鍾しよう乳にゆう洞どうエリアのどこかに適した場所はあるのか？

　探索がてら、俺はこの一帯を歩いてみることにした。

　ドラゴンゾンビが出てきた穴にも入ってみる。

「うっ」

　鼻をつく独特の強い刺激臭。穴は先へ行けば行くほど先細っていた。奥の方は完全に緑の液体で満ちている。なんとなく、地下水路を彷ほう彿ふつとさせた。

　液体は酸のようだ。石ころを摘つまんで、半分ほど液体につけてみる。

　シュワワァァ……

　魔物の体液よりは弱い酸のようだが……。

　しかし放つニオイがひどすぎる。この刺激臭の中ではさすがに寝られない。

　穴から出た俺は、改めてここら一帯をぐるっとひと巡りしてみた。

　しかし、身を隠せそうな場所は見つからなかった。

　……こいつはまいったな。身を晒さらしたまま眠りにつくのは、どうにも抵抗が――

「ん？」

　壁の近くで力尽きているドラゴンゾンビ……。

　ドラゴンゾンビの骨はグチャグチャになっている。さっき【スリープ】をかけた際の影響だろう。急な自重がかかったため、身体中の骨が折れたり曲がったりしていた。

　眠らせると、ほぼ脱力状態になるわけだ。

　と、そこで一つ思いつく。が、

「……どうなんだ俺、そのアイディアは」

　近寄って竜の骨に触れる。次に腕を引き、こぶしに力を込めて叩たたく。硬い。

「強度はオーケー……多分、だが」

　さて、俺の考えているような場所があるかどうか――

「あ」

　骨の段差をのぼる。

「ここは、どうだ？」

　太い骨が折り重なった部分。覗のぞき込む。隙間の奥に空洞が確認できる。

　俺一人くらいなら入れるだろうか？　あと、この隙間――

「いける、か？」

　骨と骨の隙間に身体をグイッとねじ込んでみる。と、通れるか……？

「ぐっ」

　スポッ！

「……っと、と――」

　通れた。

　皮袋で照らしつつ周囲を見渡す。人が一人寝そべってギリギリくらいの広さ。

　ただし、立ち上がるのは無理そうだ。高さは中腰が限界。でも、十分だ。

「ニオイは多少アレだが、今日の宿はここにするか……」

　腐肉のニオイは仕方ない。身の安全には替えられまい。それにさっきの穴の中の刺激臭よりはマシだ。強い酸性の体液も、ここへは染み出してきていないようだし。

　一度、俺は外へ出た。この辺りには大きさのバラついた骨がたくさん散らばっている。

　ドラゴンゾンビが倒れた時に折れて砕けた骨の一部だ。俺はなるべく細めの骨の破片を選んで拾っていった。地面の足もとに一本置き、踏みつける。

　ペキッ！

　骨の砕ける音。よし……この細さだと適度に柔い。音もそこそこの快音。

「ここと……あと、ここにも……」

　ドラゴンゾンビの周りの地面。隙間地帯を埋めるようにして細骨をちりばめていく。

　寝ている最中に鳥頭みたいな魔物が襲ってきたら、どれか踏むはずだ。

　気休めではあるが、簡易的な警報装置。

　……さて、戻るか。

　骨のお宿に戻ると、俺は座って骨の壁に寄りかかった。

　寝そべるのは危険に感じる。すぐ動けるよう座った姿勢で寝た方がいいだろう。

　この眠気ならいけるはずだと、目を閉じる。

　予想通り――眠りはすぐに、やってきた。







　――パキッ――

　意識が、急速に覚醒する。目をゆっくり開く。

「……きやがったか」

　どれくらい眠れた？　頭は……大丈夫、冴さえている。

　眠りが深ければ短時間でも十分な回復効果がある。ネットで見た。

　身体は……少し、重い気もする。まあ、寝起きだからだろう。さて、どんな魔物が――

　――パキッ――

　ん？

　――パキッ――メリッ――ペキッ――ペキッ――

　一匹じゃ、ない……？

　骨の隙間から外の様子をうかがう。角度的に姿は確認できない。

　が、はっきりとわかる。蠢うごめく群れの気配。

「なるほど……団体さんの、ご到着ってわけか」

　魔物の群れは何かを捜している風だった。この辺のはずだ、とでも言いたげな雰囲気。

　明らかに〝俺〟を捜している。俺のニオイを辿たどってきたのかもな……。

　で、この腐臭ゾーンでニオイが途切れていたのだろう。

　しかし……いやに統制が取れている。ミノタウロスや鳥頭とは何か違う。あいつらは〝動物の群れ〟の域を出ていない印象だった。けど、こいつらからは知性の気配を感じる。

　ばら撒まいておいた骨を、魔物が力強く踏んだ。

　ペキッ！

「カ、ぇ、ェ、ごッ、げリ、げリぃィ？　げ、ゲげ、ゲげゲぇェぇ――ッ！」

　ペキッ！　パキッ！　ベキッ！

〝どこだ!?　どこだ!?　どこだ!?〟

　まるで、そんな声が聞こえてくるような鳴き声。

「ここから気づかれずに逃げるってのは、無理だろうな……ま――」

　骨の隙間から身体を出す。

「はなから逃げるつもりも、ないわけだが」

　籠城策は取らなかった。骨の中からだと、視界的にまとめて対象指定ができないためだ。そしてここは周囲より少し高い位置にあった。背後は岩肌の壁――迎え撃つには、なかなかの好条件。

　迫っていた魔物は、人型トカゲだった。いわゆる〝リザードマン〟を彷彿とさせる。

　ただ、俺の知るリザードマンより禍まが々まがしい姿だった。肩の辺りから触手らしき黒いものが数本伸びている。捩ねじった雑巾みたいな形状の触手が、ウネウネ動いていた。

　触手の先からはポタポタ液体が垂れている。

　ポタッ、シュゥゥゥ……

　あれも、酸か。ここの魔物の食料化はもう諦めた方がよさそうだな……。

　目玉はこいつらも濁った金色。目の周囲がひと際ドス黒くなっている。

　額にあるのは――あれも口か？　口が上下に二つあるのだろうか？

　腕部と比べて脚部が異様に発達していた。何よりサイズがでかい。巨体だったミノタウロスよりもでかい。少なく見積もっても、そんなのが二十匹はいる。

「ぎギぇ？」

　最初に俺に気づいたリザードマンが、濁った声を出した。

「ギげェぇァー！」

　魔物が一斉に俺の方を見上げる。俺への殺意が滲にじみ出ていた。

　が、純粋な殺意だけではない。

「ギょ、ギょ、ギょィぃ！」

「ん？」

　後ろのやつが何かを掲げて前へ出てきた。長い棒に、何か引っかかっている。

　骸骨。おそらく、人間のものだろう。骸骨は服を着ていた。

　いや――あいつらに着せられた、のか？

「ウぇ、ウぇ、ウぇェ～♪」

　掲げた骨を左右にプラプラ揺らすリザードマン。その隣のやつがベソをかくような仕草をする。細められ弧を描く目の形が、泣いているように見えた。

　ベソかきの真ま似ね（？）をしていたやつが、上空を仰ぐ。

「[image: ]、ヤぁァぁァあアあア[image: ][image: ]――っ！」

　声色を変えようとしている感じだった。今度は悲鳴の声真似、だろうか？

「ああ……なるほど、そういうことか」

　服を着せられた女の骸骨。その生前の姿の物真似。

　今度は、煤すすけた色の骸骨を掲げたやつが前へ出てきた。

　骸骨は男物と思おぼしき服を着ている。骨格はさっきの骸骨よりがっしりしていた。

　煤けた色の骸骨……。想像はついた。

　一匹のリザードマンが、仰あお向むけに寝転がる。

「ギぇ、ギぇ、ギょェぇエえエえ――――ッ!?」

　手足を派手にバタバタさせる。周りのリザードマンが愉快そうに声を上げた。

「げ、ギゃ、ギゃ、ギゃァ♪」「ゲ、げ♪　ゲひぃイいー♪」

　生前の廃棄者の死にざまを、笑いモノにしているのだ。おそらくあの廃棄者は火あぶりにされてのた打ち回った。こいつらは、断末魔の悲鳴を上げる廃棄者を見て楽しんだ。

　ドシィンッ！

　次に、やや身体からだのでかいのが前へ出てきた。

　ソイツは足もとに頭蓋骨を置いた。それも人間のものだった。

　メリィ――ベキッ！

　足裏で踏みつけられ、頭蓋骨が粉砕された。リザードマンの目が細い半月型を描く。鋭い牙を覗かせ、口端が吊つり上っていく。嗤わらっているのだ――さあ、怯おびえろと。

　自分たちはおまえらを、こうやって殺すのだと。

　踏み潰してやると。蹂じゆう躙りんしてやると。

　そう、伝えてきている。言葉は通じずとも、伝わってくる。

　俺はもう気づいていた。

　リザードマンたちはいまだに攻撃をしてこない。つまり、ナメているのだ。

　補正値の低いＥ級勇者。膨大にレベルが上がろうと、ＭＰ以外の伸びは悪い。

　他の廃棄者より個体として圧倒的に劣る。

　連中はその〝弱さ〟を察している。

　過去を遡っても、せいぜい最底辺の廃棄者と同じ程度の強さしか感じないのだろう。

　ゆえにすぐ殺す必要がない。先手を打つ必要がない。なぜか？　簡単だ。

　いつでも殺せるからだ。最底辺がこの窮地を脱せるはずも、ないからだ。

　残虐な嗜し好こうを含んだ殺意。

　なるほど……今までの魔物とは、確かに少し違うらしい。あいつらは俺がドラゴンゾンビを殺したとは夢にも思っていまい。何かの〝事故〟で死んだ腐竜の死骸にコソコソ隠れていたニンゲン。大方、そんな認識のはずだ。

「…………」

　重なる。

　今の状況が、ここへ送られる直前の光景と。

　２‐Ｃの連中。桐きり原はら、小お山やま田だ、安やす、クソ女神……。石を投げつけるように弱者を馬鹿にし、罵る空気。弱い個体を大勢で見下し、嘲あざ笑わらう空気。無様な遠とお吠ぼえを期待する空気。

　腕を、前へ突き出す。すると、リザードマンたちが盛り上がった。囃はやし立てている感じだった。突き出した腕を〝頼む、待ってくれ！〟の意とでも受け取ったのだろう。

「おまえらにも、礼を言わせてもらう」

「ギょッ？」

　冷めた目でリザードマンを睥へい睨げいする。

「シンプルにクズだと、気兼ねなく殺せる」

　コォォォオオオオオオ――――

　瞬間、列に並ぶ一匹のリザードマンの目が発光した。奇妙な高音が鳴り響く。

　額の口の奥と瞳が赤く光っていた。上の口内が、赤味を増していく。

「【パラライズ】」

「ご、ゲ……？　げッ、げッ、げッ!?　げゲぇッ――」

　赤くなっていたリザードマンの頭部が、爆発。

　首から上が吹き飛んでいた。

　発射寸前だったエネルギーか何かが行き場を失って暴走したのだろう。

　動じない俺に腹が立って脅かそうとしたのか。

　あるいは、普通につまらないので殺そうとしたのか。どちらかはわからない。

　俺は冷然と、首を失った人型トカゲを見据えた。

「今おまえ――なんか飛び道具、使おうとしただろ？」

　俺はこの時、あることに気づいていた。

　鳥頭とミノタウロスとの死線をくぐり抜けたおかげか。神経が張りつめ続けた結果、敏感になりすぎたのか。死と隣り合わせの状態が続き、本能が環境にそれを適応させたのか。

　相手の動きに対する反射神経が、驚くほど上昇している。

　今、動き出しの一瞬に反応できた。予兆を感じ取ることができた。

　機先を制する、と言い換えられるだろうか？

　死地によって研ぎ澄まされた感覚。補正値による反応速度ではない。

　多分――死の足踏みを聞き続けた俺自身が、獲得したモノ。

　ステータス補正値外のステータス自力。

　この状態異常スキルの肝はとにもかくにも先手必勝にある。相手の攻撃より先に放てれば勝利はほぼ確定。ゆえに、反射神経や初動の先読みが何よりも重要となる。

　そういう意味でこの遺跡は絶好の場とも言える。一瞬たりとも、気が抜けない。

　最高の訓練場。そんな場所だからこそ、一足跳びで研ぎ澄ますことができた。

「グ、ぎ……ェぇ」「ギ、ぎグ……？」

　前方で扇状に広がる異形のリザードマンの群れ。

　皆、違和感を持っているようだ。思考が手に取るようにわかる。

〝まさか仲間が、撃ち損じた？〟

　前列の連中は後ろで何が起きたのかを確認できていない。

　俺の方を向いたまま、硬直状態にある。

　そう――リザードマンたちは、動けない。

　もはや魔物の顔から先ほどの余裕は消え失うせていた。

　おそらくあれは、理外の窮地に混乱している表情かお。

「複数対象に付与できるんだから、まとめて付与してるに決まってるだろうが」

　リザードマンたちの戸惑いと危機感が伝わってくる。

「ギ、げ、ゲ……ッ！」

「……いい表情じゃねぇか。なるほど――」

　それが、蹂躙される側の表情かおか。

「ん？」

　何か近づいてくる……。

　ドドドドドドドドッ――――

　首に紐ひも状じようの道具をつけた四足歩行のトカゲの群れ。濁流のような足音を響かせて、こちらへ迫ってくる。先ほどの爆発音が引き寄せたのかもしれない。

　リザードマンたちの移動用ペットだろうか？

　数は二十匹くらい。

　目は金色。黒肌にオレンジ線。触覚めいた角から酸を放出している。

　その目には当然のように――殺意。

　視線は俺を捉えている。ミノタウロスや鳥頭に近い感覚。俺を、食い殺すつもりか。

「ぎョぇ！　ぎギょェぇェ――っ！」「イぎェぇエえエ！　[image: ]、[image: ][image: ]ェっ！」

　我先にと突進してくる。アレは自分の獲物だとでも、言わんばかりに。

「ぎョ、げッ!?」

　先頭のやつが、最後列で麻ま痺ひしていたリザードマンを吹き飛ばした。

　……飼い主じゃねぇのかよ。ん？

　ドッ――ガァァン！　ドガァァァン！

　それは、迫りくる四足歩行トカゲの後方あたりで起こった。

「「ギぃィぇェあアあァぁァあアあ[image: ][image: ][image: ]――――っ！」」

　ドラゴンゾンビがさらに二体、壁を破壊して姿を現した。

　あれも、先ほどの爆発音で引き寄せられたのだろうか。

　壁をぶち破った勢いそのままに、大口を開けてこちらへ突進してくる。

「ったく――」

　どいつも、こいつも。

「おまえらにとってここへ来る人間は全員、遊び殺すための格好の獲物ってわけか」

　殺し続けて、きたのだろう。

　遊び続けて、きたのだろう。

　自分たち魔物こそが最強なのだと、信じたまま。

　こんな貧弱な人間に敗北するなど、夢にも思わず。

「にしても……補正値が低いってのは、意外と悪いことばかりでもないらしい」

　接敵時に強さを低く見積もってもらえる。

　つい先ほどまで俺をナメくさっていたリザードマンたちを見おろす。

　膨大なＥＸＰを持つ超強の敵が、ああして見事に油断してくれるわけだ。

「さて――ご苦労だったな、クソ魔物ども」

　両手を前方へ突き出す。

「【パラライズ】」

　歯を剝むき、歪わい笑しよう。

「【ポイズン】」




　ありがたく全員、ぶっ殺してやるよ。








　◇【鹿島小鳩】◇






　Ｄ級勇者の鹿か島しま小こ鳩ばとは、絨じゆう毯たんの敷かれた豪ごう奢しやな廊下を歩いていた。

　大好きなファンタジー映画で目にするようなお城のイメージ。

　最初に浮かぶのは中世ヨーロッパ風という言葉だった。

　自分の語彙力の貧弱さに嫌気がさす。とはいえ、憧れていた風景の一つ。

「…………」

　こんな状況でなければ、喜べたかもしれない。

　顔を上げる。視界が自分の足もとからクラスメイトの後頭部に変化する。

　先頭の女神について行く２‐Ｃのクラスメイトたち。まるでツアー旅行みたいだ。

『ユニークアイテムを渡す前に一つ、皆さまには済ませていただくことがあります』

　女神がそう言っていた。

　目をつむる。祈る気持ちで、小鳩は両手を組み合わせた。

（怖いよ……）

　急に燃え上がった三つ目のオオカミ。あの時、心臓を恐怖で鷲わし摑づかみにされた。

　測定後、小鳩は絶望して震えている他の十数名のクラスメイトと部屋の隅で身を縮めていた。魔法陣の方で何が起きているかは、理解できた。

　恐ろしい言葉が飛び交っていた。

　桐原拓たく斗とも、小山田翔しよう吾ごも、豹ひよう変へんした安智とも弘ひろも、罵倒や嘲りを口にするクラスメイトたちも……女神も、怖かった。

『くたばれ、クソ女神』

（三み森もり君……）

　目から涙が滲にじんでくる。

（ごめん……ごめんね……何も、できなくて……）




　　　　　△




　小鳩はある日、倒れている猫を学校の校門近くで見つけた。

　ひどく弱っているようだった。

　けれど通りゆく人は皆、猫を無視していた。興味を持ったのは通りかかった二人組の男子くらいだった。彼らは面白がって猫をスマホで撮影した。

『この画像上げてインステで超反応あったらあの猫助けてやろうぜ！　美談とかで一気に広まって、テレビとかの取材くるかも～！』

　インステというのは画像特化のＳＮＳである。

　結局、その生徒たちは戻ってこなかった。小鳩は一人その場に立ちすくんでいた。

（ど、どうしよう……っ）

　ひとまずスマホで〝猫〟〝行き倒れ〟のキーワードで検索。指は震えていた。

　自分はいつもそうだ。何かに頼らないと行動に移せない。自分で、判断できない。

「うっ!?」

　猫の死体画像に行き着いてしまった。スマホを操作する指が凍りつく。

　目をキュッと閉じる。

（もう無理……調べるの、いやだよ……）

「鹿島？」

（男の子の、声……？）

「あ……三森、君……」

　目を開けると、同じクラスの三森灯とう河かが立っていた。

　話したことはない。目立たない存在の男子だ。なんというか――存在感が薄い。

　けれど小鳩はそこになんとなく親近感を覚えていた。

　だからだろうか？　桐きり原はら拓斗のグループみたいに怖い印象はない。

「って、その猫――」

「あ、うん……」

　小鳩は事情を説明した。すると、灯河は「わかった」と言った。

「え？」

「獣医さんとこ連れていこう。近所にあるから」

「あ……」

　獣医さん。そうだ。なんでまずそこへ気が回らなかったのだろう？

「どっか怪け我がしてるのか、おまえ？」

　灯河が優しく猫を抱き上げた。

「おとなしくしてろよ？」

（三森君って、あんな顔するんだ……）

　そうして獣医に診てもらった。どうやら猫は足を怪我していたようだ。

　あと、栄養不足で衰弱していたらしい。治療すれば大丈夫とのことだった。

　ホッとした小鳩は、灯河と二人で動物病院を出た。

「三森君……あ、ありがと……」

「いいよ別に。俺、猫好きだし」

「あ、お金――」

　いつの間にか支払いは灯河が済ませていた。

　小鳩が慌てて財布を取り出そうとすると、灯河は苦笑した。

「金はいいよ。獣医を提案したのは俺だし」

「でも、そんな……」

「いいって。俺、散財しないタイプだしさ」

　食い下がる言葉が思いつかない。

　自分はこういう時いつもそうだ。相手の言葉を受け入れてしまう。

　相手に合わせてしまう。諍いさかいの気配を、先回りで避けてしまう。

　沈黙。

（何か話題……話題を、出さないと……）

　不器用な笑みを作る。小鳩は〝逃げ〟の笑みが得意だった。

「三森君って……ど、動物好きなの？」

「ああ、好きだよ」

　灯河の目は、どこか遠い虚空を見ていた。

「人間よりはな」

「……え？」

（三森、君……？）

　灯河がハッとする。彼の笑みが急に困ったものに変わる。

「あっ――いや、今のはその……違くてさっ！　ほら、動物って人間と違ってあんまり気を遣わなくていいトコがあるだろ？　それに今の両親のこと、俺すごく好きだし……っ」

　なんだかちぐはぐな弁解に思えた。必死に取り繕っている感じ、とでも言えばいいのか。

　年頃の男の子が他の人間と自分は違うとアピールするためにあえて〝人間嫌い〟を口にする文化（？）が世の中にはあるそうだ。他の人間と感性が違う自分をカッコイイと思いたい（あるいは思わせたい）という心理なのだとか。ネットにそう書いてあった（小鳩はネットを頼りにしている。口ベタな自分でも簡単に質問を投げられるからだ）。

　だけど灯河は、本当に口が滑ってしまって焦っている感じだった。

　隠しておきたかったのに、失敗した。そんな風に見えた。

「えっと……と、とにかくさ……その――優しいんだな、鹿島って」

「え？　ううんっ……そ、そんなことないよ……三森君こそ……え、ええっと……じゃ、じゃあまた明日、学校でねっ……」

「あ、ああ。気をつけてな、鹿島」

　あれ以来、三森灯河とは話していない。

　話しかける勇気が出なかったのだ。

　学校で男子に話しかける。引っ込み思案の鹿島小鳩にはハードルが高すぎた。

　逆に一度だけ、灯河から話しかけられたことがあった。

　だけど――無視してしまった。やっぱりそこでも、勇気が出なくて。

　無視してしまったあの時から、自分はずっと三森灯河に対してどこか後ろめたさを感じている気がする。

　ちなみにあの時の猫は現在、鹿島家の一員である。




　　　　　▽




（クラスメイトを、あんな風に……）

　このクラスは怖い。

　バスで小お山やま田だが安やすの席を蹴った時、小鳩は震え上がった。

　小山田翔吾とは目を合わせることもできない。まともに合わせたら心臓麻ま痺ひで死んでしまうかもしれない。自分は臆病なのだ。それと、あの三つ目のオオカミ……。

（勇者って、あんなのと戦わないといけないの？　無理だよ、絶対……っ）

　女神さまもなんだか怖い。上う手まく言えないが、何か嫌な感じがする。

　一方で十そ河ごう綾あや香かをすごいと思った。あの状況で女神に逆らうなんて……。

　綾香は次元が違う。高たか雄お姉妹もだ。自分はあんな風には振る舞えない。

　桐原拓斗も、小山田翔吾も、安智弘も。

　このクラスの誰もが、自分よりすごい。

　足もとを見る。

（臆病者のＤ級勇者……いつかわたしも、廃棄されちゃうのかな……）

「こ～ば～と～？　な～にボーッとしてんの？　やっぱ不安？」

　顔を上げる。

「あ……戦いくさ場ば、さん」

　後ろ歩きでニッコリ笑いかける女子生徒。

「浅あさ葱ぎ」

「え？」

「アタシ、苗みよう字じで呼ばれんの嫌いだってよく教室とかでも言ってるよね？　わかってて言ってんなら、今後クラスの女子七割でおまえハブるから」

「あ……ご、ごめんなさい」

　戦場浅葱。

　測定ではＢ級……だったはずだ。小山田翔吾のＡ級判定で浅葱のＢ級判定はすぐに流れた感じはあったものの、等級の中では上位に入る。

　このクラスの序列トップは桐原拓斗のグループで間違いない。

　しかしこと女子グループに限定すれば、浅葱を中心としたグループが最大勢力と言える。

　戦場浅葱に目をつけられたらまずい。皆、女子はそれを理解している。

　だから逆らわない。取り込まれるか、媚こびるか。無害な中立を装うか。

　小こ鳩ばとは中立の立場を選んでいた。普段はなるべく空気になるよう努めている。

　休み時間は一人でこっそりＷｅｂ発の小説を読むのだ。

「でさぁ？　ポッポに、確認したいことあんだけどね？」

　浅葱は小鳩を〝ポッポ〟と呼ぶ。鳩はとポッポとかけているのだろう。

「う、うん……何かな？」

　浅葱が隣に移動してきた。腰へ手を回してくる。逃がさない――そんな空気。

「アタシの読みだと多分このクラス、崩壊するだろうからさぁ――」

（え？）

「崩、壊……？」

「そ、崩壊～。ぶっちゃけさ、いずれこの２‐Ｃは分裂すると思うんだよねぇ～」

「ぶ、分裂？」

　前方を見る浅葱。

　女神のすぐ後ろについているのが、桐原拓斗のグループ。その後ろに続くのが豹変した安智弘。列の前方に行けば行くほど、現在のクラス内序列が上になっていた。

　後ろの生徒ほど今のクラスでの立場が弱い。自然と、そう分別されていた。

　ただし浅葱はあえて後ろへ来ていた。ちなみに気絶して運ばれた十河綾香は今ここにいない。姿を消した高雄姉妹の姿もなかった。

「ほら、うちのクラスって我が強いのが集まってるっしょ？　めんどくせーのも多いし。絶対そのうち、今以上に派閥がくっきりわかれると思うのだヨ～」

　にこにこ笑う浅葱。

「その時はおまえさぁ……もちろんウチらの派閥にくるよね？　くるだろ？」

「え……？」

　笑顔だが、目が笑っていない。

「戦いは数だよ小鳩ちゃ～ん？　わっかるぅ？　ま、胸にしか栄養いってねぇようなふんわり系ポッポちゃんにはわっかんないかな～？」

「――っ!?　や、やめて……っ！」

　浅葱が胸を触ってきた。

　中学の頃からやたらと大きくなってきた胸。小鳩にとってはコンプレックスだった。

「あっ――」

　また浅葱に強く腰を引き寄せられる。

「あのさぁ？　Ｂ級のアタシがＤ級ごときのアンタを誘ってんだよ？　フツーに考えてアタシらのグループに来た方が賢いって。あ、まさかとは思うけど桐原んトコ入れてもらえるとか思ってない？　ないないない！　トロい上にＤ級のアンタが、入れるわけねーじゃん」

「でもわたし、派閥なんて……」

（あ、でも……十河さんのグループだったら……）

　小鳩は十河綾香を尊敬していた。憧れてると言ってもいい。

　お嬢さまで、美人で、スタイルもよくて。

　勉強ができて、運動もできて。凜り々りしくて、強くて、優しくて。

「綾香は、死ぬっしょ」

「……え？」

　浅葱は、小鳩の胸の内を見透かしたような目をしていた。心臓が早鐘を打つ。

「そ、十河さんが死ぬ？　浅葱さん、それってどういう――」

「は？　おまえマジでわかんねーの？　見ただろ？　さっきあのバカが女神に逆らったトコ。あんな無謀なやつが長生きできるわけねーじゃん。お嬢さんさぁ～、勇気と無謀の違いってわかりマスカ～？　コバト、アンダースタン？」

　小鳩は唾をのむ。

（それでも、十河さんはすごいよ……）

　が、唾と一緒にその言葉も吞のみ込んでしまう。言えない。そのひと言が。

「ま、小鳩ちゃんも自分の立場はよ～く理解しといた方がいいヨ？　場合によってはね～？　大たい魔ま帝ていとかゆーの倒せて元の世界に戻れた時にぃ――」

　宣告でもするみたいに、浅葱が肩を叩たたいてきた。

「こっちの世界での〝評価〟が影響した結果……２‐Ｃに鹿か島しま小鳩さんの居場所、なくなっちゃうかもねぇ～？　よぉ～く覚えておくんだよ？　理解できたかね、ポッポちゃん？」

「…………」

「おい、だから黙るなよ」

　ふよ、ふよっ

「ひゃっ!?」

　浅葱が小鳩の胸を、下から二回、持ち上げるみたいに叩いた。男子の視線が集まる。

　小鳩は急速に紅潮した。サッと胸を隠す。浅葱が、周りの男子の反応を一いち瞥べつする。

「小鳩は勇者ランク的には底辺のＤだけど、男子には別の部分で効果的だろうからさぁ～。いざという時は色仕掛けで活躍してもらうつもりだよ～ん。だから一緒にガンバローね、ポッポちゃん？」

　小鳩はまた俯うつむいてしまう。

（ひどいよ……浅葱さん……）

　ふと、前方がにわかに騒がしくなった。

「勇者の皆さま、逃げてくだされぇぇええええー！」

　列をなす生徒の隙間から、血相を変えて走ってくるローブ男の姿が見えた。

「何ごとですか」

　女神が聞く。

「申し訳ございません！　指示されていた魔物を用意している最中、馬鹿な兵士が間違えてドラゴンモドキを逃がしてしまいまして！」

　ローブ男がハッとして背後を振り返る。

「ピぃギェぇエえ[image: ][image: ]――――ッ！」

　曲がり角から、小さな竜みたいな魔物が姿を現した。飛んでいる。小鳩は怯ひるんだ。

（ま、魔物……っ！）

「女神さま！　ドラゴンモドキは私たちでも荷が重すぎます！　ど、どうかお慈悲を――」

「どけ」

　桐きり原はら拓たく斗とが、前へ出た。

「【金色ドラゴニツク、龍鳴波バスター】ぁっ！」

「ギょギぇエえエえーッ!?」

　金色の光線が、小竜を消し炭にした。
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　続いて破壊音。撃ち出した方向の天井の一部が破壊されたのだ。

「ふん……ＬＶ２になったから、威力と速度も上がったらしいな……」

　場の生徒たちをしばし放心が支配した。

　そして放心が消え去ると、生徒たちはドッと喝采を送った。

「すっげぇぞ拓斗ぉおお！」「さすが桐原君！」「Ｓ級勇者の名は伊だ達てじゃねぇな！」「カッコイイー！」「桐原君、もう素敵すぎー♪」「拓斗、マジ惚ほれる……」

　桐原が首をコキッと鳴らす。

「一撃かよ……他愛ない魔物だったな。おまえらも騒ぎすぎだ。別にオレは大したことしてねぇから……ん？」

　ステータスを表示する桐原。

「レベルが上がったとか言われたんだが？　ＬＶ10……？」

「な、なんですとぉぉーっ!?」

　ローブ男が跳び上がる。男が女神を物もの凄すごい形相で見た。

「女神さま！　こ、これはっ！」

　驚きと感心の入りまじった声で女神が評する。

「ええ……キリハラさんは末恐ろしい素質を持っているようですね……」

「そこまで興味はねぇが……一応、聞いておくか。なんかすごいのか？」

　確認する桐原。ローブ男が答える。

「すごすぎですぞ！　なんと驚くべき成長率……っ！　一日で二桁レベルに到達した勇者など過去に一人もおりませぬ！　最高でもＬＶ８までと聞いております！　確か、一日でＬＶ８に到達したのは――」

　女神が安やすを一瞥。

「……暗黒の勇者だけ、ですね」

　安が満足げに鼻を鳴らす。自分がすごいと言われた気分らしい。ちなみにステータスというのは、原則として勇者にしか視認できないという。勇者以外で視認できるのは、女神と、その女神によって視認できるように特別な処置を受けた者だけだそうだ。

　先頭の女神が振り返って仰々しく手を広げた。

「今回の召喚は本当に素晴らしい結果でした！　大魔帝とその軍勢はここ数千年の中で最も凶悪とも噂うわさされていますが――あなたたちなら、きっと勝てます！」

　女神が前方へ向き直る。

「では、行きましょう！」

「つーか女神さまよぉ、あんたおれたちをどこへ連れて行こうとしてんだぁ？」

「んふふ～」

　小お山やま田だの質問に上機嫌で答える女神。

「魔物を殺した時の反応を見る限りですと、皆さまにはまず生き物を殺すのに慣れていただかないといけないみたいですからねぇ～」

（生き物を殺すのに、慣れる……？）

　不吉な言葉にまたも小こ鳩ばとは俯いてしまう。

「平和な場所で生活を営んでいた勇者さんたちだと、まずこれがなかなか難しいのですよ～。精神が脆もろいと言いますか～、他生物の命を奪うのにショックを受けすぎと言いますか～。これが最初の大きな難関かもしれませんね～？」

　意気揚々と言う女神。

「で、す、が！　これを乗り越えないと、今は亡きミモリさんのようになってしまうかもしれません！　そうなったら、悲しいですよねぇ～!?」

　遠回しに〝脱落者は廃棄する〟と脅しているのだろうか？

（怖いよ……）

　心細さで、小鳩は今にも泣き出しそうだった。

（これからわたしたち、どうなっちゃうんだろう……）








　◇【三森灯河】◇






「クッチャ……クッチャ……」

　俺は、胡坐あぐらをかきながら朝食をとっていた。

　ビーフジャーキー、一枚。

「クッチャ、クッチャ……」

　毒々しい色のリザードマンたちを睥へい睨げいする。皆、紫の泡をふきながら眠っている。

　その後ろには四足歩行トカゲの死体が広がっていた。

　そして俺の左右斜め前には、横たわる二体のドラゴンゾンビ。

　こちらも紫に変色している。時おり、うめき声のようなものが上がった。

「グ、ぎ、ゲ……ぇ、ェ……っ」

　苦しみの滲にじんだ鳴き声。

　個人意思の介在した命奪。それを可能にするのは、確かな殺意。

　俺の中には〝殺し〟の因子が存在しているらしい。

　うめく魔物を眺めながら、目を細める。

　二体のドラゴンゾンビ。

　ふと、腐った醜悪な顔が実の親とダブった。




　　　　　△




　その日もあいつらは、頭を抱えて丸くなる俺を蹴っていた。

　あれは夕食後のことだったと思う。俺の夕食は大抵、両親の夕食の余りだった。

　母親は昔からスーパーで食品を買い込みすぎる癖があった。父親とはそれが原因でよく喧けん嘩かしていた。しかしそのおかげで、余った分の飯が俺の食事となっていた。

『頑丈なガキだぜ！　ちっ！　もっと泣き喚わめけばちったぁ面白ぇんだがなぁ！　おらぁ！』

『殺さないでよねー？　今、世間の目が厳しいんだからさ～』

『うるせぇ！　死んだら死んだでいいだろうが！　くたばったら事故だよ、事故！　知らぬ存ぜぬで切り抜けんぞ！　むしろこのガキが死ねば、たっぷり香典とかもらえんじゃねぇのか!?』

『てゆーかダーリン……あたしにも蹴らせんさーい！　おら！　おら！　おらぁ！　痛ぇか!?　辛つらいか!?　けどあたしらはなぁ、もぉっと辛い日々の仕事のストレスに耐えてんだよ！　つまんねー仕事のな！　だから、偉いん、だよ！　ガキのてめぇにゃわかんねーだろ!?　おらおらおらぁ！　なんか言ってみなよトーカぁ!?　死ね！　死ね！　死ね！』

『イイ酒の肴さかなだぜ！　ぐび、ぐび――ぷはぁっ！　いいぞ！　そのままぶっ殺せ！　スカッとするぜ！』

『おらおらおら――あぁ!?　ちっ！　隣のやつがまぁ～た騒音とか言って文句ほざきに来てやがる！』

『おい！　またおせっかいで児童相談所とか呼ばれたらしんどいぞ！』

『そ、そうだね……はいは～い、すみませ～ん！　静かにしま～す！　ほんと、ウチの子がうるさくしてすみませんねぇ～っ』

　イツカ、殺ス。

　殺サナイト、殺サレル。

　俺ニ、モット〝力〟ガアレバ。

　何モカモヲ踏ミ潰ス〝力〟サエ、アレバ。

　殺セ。

　内ナル何カガ、訴エテクル。

　殺セ。殺ス。




　殺シテ、ヤル。




　　　　　▽




　あの時期、俺は〝殺意〟を知ったのだろうか？

「なら感謝しないとな……あいつらに……」

　殺意という因子を、与えてくれたことに。

　他生物への殺意を、培ってくれたことに。

「元の世界へ戻るようなことがあったら……捜し出して、礼の一つくらい言いに行ってやるのもいいかもな……」

　叔父夫婦にも感謝しかない。こちらは皮肉でなく心から感謝している。

　叔父夫婦は俺を〝普通〟にしてくれた。

　大事にしてくれた。人のぬくもりを教えてくれた。優しい心を、教えてくれた。

　本当にお礼を言いたいのは、俺を引き取って育ててくれた叔父夫婦にだ。

「……優しい心、か」

　魔物たちをぼんやり眺める。最初に絶命していったのは、四足歩行トカゲだった。

　毒による死をひたすら待つという、この殺し方……。

「ゲっ、ガっ!?　グぇェ――」
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【レベルが上がりました】
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　爽快感も何もない。ひどい光景。

　たとえば……虐殺。そう――俺が、やった。

　恐ろしい行為だ。優しさの完全に欠落した行為。

「ふ、ぐっ……」

　涙が、溢あふれてきた。

「くそ……なんなんだよ、これ……っ」

　この時になって俺はようやく、自分のした行為の恐ろしさと凄惨さに苦悩――




　するのだと、思っていた。




「しない」

　まるで、しない。

　目から涙が伝い落ちる。俺は何も感じない自分の非情さに驚いていた。

　その驚きのあまり溢れてきたのが、涙だった。

　俺は〝毒〟されたのだろうか？

　殺しへの抵抗感が〝眠り〟についたのだろうか？

　殺しへのまともな感性は〝麻ま痺ひ〟したのだろうか？

　なんとも思わない。なんとも思わない自分が、怖い。涙を拭う。

「フゥゥゥ……、――」

　細く息を吐く。涙はもう、消えている。

「仕方、ねぇだろ」

　ここで生存競争してるうちに、こうなっちまったんだから。

　受け入れるしかない。そうだ……受け入れろ、今の俺を。

　新しい俺――トーカ・ミモリを。

　おまえたちが、俺を殺そうとする。

　俺も、おまえたちを殺そうとする。

　実にシンプルな摂理ルール。

　本ほん身みの殺意には――容赦なく蹂じゆう躙りんを、決行する。

　濃い闇と見つめ合う。

「……よぉ」

　どうやら俺はもう〝おまえ〟が怖くないらしい。

　恐れていた闇は今や、手を取り合う友となったのかもしれない。

「ギゃッ！　ぎェ！」「ぐェ!?」「グぎャ!?　ぎェぇ!?」

　連鎖していく断末魔の声。リザードマンが、次々と息絶えていく。死の合唱。

「ご、ゲぇェ――ッ、……」「ひギ、ぇェ、[image: ]――ッ、……」

　ドラゴンゾンビも力尽きた。惨むごたらしく、毒々しい光景。

　このあと上のエリアへ移動する途中、俺は思い出すことになる――




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


【レベルが上がりました】



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　自分の口端がこの時、笑みを形作っていたことを。
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【ＬＶ５４９→ＬＶ６６５】
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　リザードマンは例の弱い酸性の沼から出てきたようだ。身体からだに付着していた液体がそれっぽかった。さすがに俺はあの沼を通れないだろう。なので、あいつらの棲すみ家かまで行くのは難しいと思われる。二体の腐竜の登場した穴の先も、同じく例の沼に繫つながっていた。

　魔物に玩具おもちやにされていた廃棄者たちの骨は捨てた。捨てたのは色んな骨が詰め込まれていたあの窪くぼみにである。地面が硬いから埋葬はできそうにない。今の俺にはこれが精一杯だった。微妙に酸で溶けていた骸骨の衣類は、重しをくるんで酸の沼に沈めた。

　ここだとアレらは魔物のオモチャにされる。

　そうして殺さつ戮りくと後始末を終えた俺は、上を目指して出発することにした。

　緩い螺ら旋せん状じようの坂を無心でのぼる。

　疲労が足に蓄積していくのがわかる。ただ、少なからず補正値も効果を発揮しているのだろうか？　召喚前よりスタミナや脚力が上がっている気がする。

　俺は、ひたすらのぼった。そうしてようやく上層へ届こうかという時だった。

　魔物と出くわした。

　二匹の双頭の豹ひよう人。ワータイガーという魔物が連想された。

　体たい軀くはゆうに２メートルを超えている。

　肌の色などベースの特徴は今までと同じ。酸を噴き出しているのも変わらない。

　俺が知る豹の顔と比べると異形気味なのもやはり同じだった。

　双頭豹たちにはこんな空気が漂っていた。

〝ようやく次の獲物がきやがった〟

　俺の気配を察知して上から降りてきたのだろうか？

　殺意を感じ取る。トカゲどもと同じ遊び殺しの嗜し虐ぎやく性も放たれていた。

　腕を上げる。すると、豹頭の双そう眸ぼうが細まった。小馬鹿にする表情。

〝何をしていやがる？　おまえが何をしても無駄だぜ、ニンゲン？〟

　まるで、そんな声が聞こえてくるようだ。右手側の双頭豹が地面を踏みしめる。

　動き出し――初動の直前。最も意識の空隙が、発生する瞬間。

　この遺跡で俺はそれを学んだ。

「【パラライズ】」

「ゴ、ごァぁ――、……ッ!?」

　右手側の双頭豹が踏み込んだ姿勢のまま、停止。

　もう一匹はポケッとした顔をしている。何が起こったのか理解できていない様子だ。

〝あの貧弱なニンゲンが……何か、したのかっ？〟

　理外の現象を目にした反応。

　そしてもう一匹の双頭豹は気づく――自分の身体が、動かないことに。

「【ポイズン】」

　次に双頭豹が気づくのは自らの身体の変色。そして、変調。

　当然【パラライズ】と【ポイズン】は複数対象指定。

　ここで一瞬、俺の中に迷いが生じる。

　検証したかったこと。死ぬ時に魔物と距離があっても経験値は入るのか？

　今、試すべきだろうか？　いや……初遭遇の魔物だし、やめておこう。

　大量の経験値を持つレアな魔物だったりするかもしれないし。

「ぐ、ゴ、ごァぁ……ッ」

　しばらく待つと、二匹の双頭豹はほぼ同時に息絶えた。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ６６５→ＬＶ６９２】
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　なかなかの経験値。ただし莫ばく大だいと言えるほどではない、か？

　絶命した双頭豹の脇を通り抜ける。そのまま先へ進み、一つ上のエリアへ到達した。

　またも洞窟っぽい場所に出た。しばらく歩くと、

「あ」

　さっき見たばかりの魔物と出くわした。

　六匹の人型双頭豹。円を作るように座り込んでいる。魔物たちが一斉に俺を見た。

〝あ？　こいつ、下のやつらと出遭わなかったのか？〟

　そう言いたげに見えた。しかし魔物たちは、すぐさま喜悦を漂わせる。

〝次の遊び相手が、やってきた〟

　そんな感じだった。と、うち一匹が脇に置いてあった何かを手にした。

　両端に人間のドクロをくっつけた紐ひも状じようの何か。

　どことなくヌンチャクを連想させる。一匹がそれを手にし、振り回し始めた。

「ゴがァぁッ♪　が、ガっ♪　がァぁー♪」

　隣の双頭豹がドクロヌンチャクを指差す。

「ゴ、ぁ、ァ、ぁ、ァ、ぁッ!?　が、ガっ!?」

　こちらも嗜虐的な表情。なんとなく言わんとしていることはわかった。

〝どうだ？　どうだ？　おまえの仲間だぞ？　怖いか、ニンゲン？〟

　腕を突き出す。

「【パラライズ】」

「――ォ……？　ぐ、ゴっ!?」

「【ポイズン】」







　眼下には今、六匹の双頭豹の死体が横たわっている。

　俺は先ほど【ポイズン】をかけたあと、最初に殺した二匹の場所まで戻ってみた。

　少なくとも５００メートルは離れていたと思う。

　レベルは、上がらなかった。５００メートル離れていると経験値は得られない。

　二匹で〝ＬＶ６６５→ＬＶ６９２〟だった。そのあと殺したのは六匹。

　１くらいは上がってもよさそうなものだ。

「原理は不明だが……離れすぎていると経験値は入らない、と」

　経験値がフイになったのは残念である。

　しかし、気になっていた検証が進んだのは喜ばしい。

「…………」

　俺は落ちていたドクロのヌンチャクを手に取った。

　分解して頭蓋骨を外す。頭蓋骨を脇に抱え、来た道を少し戻る。

　目指すのは、さっき見つけた壁に窪みがあった場所。

　二つの頭蓋骨をその窪みに並べて入れた。

　手を合わせる。ドクロを気味が悪いとは思わなかった。むしろ、親近感すら覚える。

　俺と同じ廃棄者たち。よくここまで、のぼってきたと思う。

「…………」

　俺は、先へ進んだ。

　岩肌の剝むき出しになった洞窟が続いた。曲がりくねったゴツゴツした道。

　延々と続く似た風景。けれど道は、確実に上へと向かっていた。

　着実に地上へ近づいているのがわかる。それだけで、徒労感はかなり緩和される。

「――っと」

　皮袋の光がフッと消えた。なるべく大量に注入してきたつもりだったが……。

　リザードマンを殺した時に注入した分が切れたようだ。

「ん？」

　あれ？

「宝石の色が……戻って、る？」

　灰色だった宝石が、黄緑色に戻っていた。

　魔物遭遇時とは別種の緊張感が胸の中を走り抜ける。ジャーキーは、途中でもう一枚食べた。なので残りは一枚。コーラもあとひと口分くらいしかない。

　俺は、祈る気持ちで宝石に魔素を注入してみた。

　下からなみなみと紫色が上昇してくる。

　ど、どうだ……？　これは毎回、食料や水分を転送してくれる皮袋なのか？

　釘くぎとか出てこられても、今は役に立たないぞ？　頼む……。結果は――

「マジ、かよ」

　煮卵おにぎり一個と、５００mlの緑茶のペットボトル。

「きた……」

　食料と水分。

　不意に、叫び出したくなった。完全確定ではない。が、これで可能性がグッと高まった。

　この皮袋が、食料と飲み物を転送してくるユニークアイテムである可能性。

　何より嬉うれしかったのは――

「転送機能は、時間経過で復活する」

　煮卵おにぎりはコンビニで見かけたことがあった。ただ、食べたことはなかった。

　包装を外す。

「はむっ……もぐ、もぐっ……、――ッ!?」

　ウ、ウマい……。味付けは濃い目の醬しよう油ゆベースだろうか？

　トロっとした黄身の部分が舌の上を転がっていく。醬油のしょっぱさとマヨネーズの溶け合う感じがまた最高だ。海の苔りの風味がさらにそれを引き立てる。

　しかも久々の米。ダシか何かで炊かれた米なのだろうか？

　米粒はほんのり茶色にコーティングされている。濃い攻めの味付けが怒ど濤とうの波状攻撃を仕掛けてくる。がっつりくる濃厚さが、俺の味覚を征服していった。

　俺は緑茶のキャップを開けた。濃い味にすっかり占拠された口内へ、緑茶を流し込む。

「ごくっ……ごきゅ……っ！」

　さっぱりしたお茶が、口の中を洗い流していく。コーラとはまた違った清涼感のある飲み口。得られたのは、ジャーキー＆コーラとはまた別種の満足感だった。

「……ふぅ」

　控えめに言って、最高だった。

　緑茶は半分ほどまで飲んだところでストップした。

　煮卵おにぎりは食べ切ったが、緑茶は残しておこう。

　ペットボトルを皮袋に突っ込む。一応ゴミは皮袋に入れていた。

　意外と伸縮性があるらしく、皮袋にはまだまだ収納できそうだ。

　魔法の道具だからだろうか？　生地も意外と丈夫そうなんだよな……。

　喉と腹を満足させた俺は、再び先へ進むことにした。

　ひたすら上を目指してのぼる。途中、何度か魔物と遭遇した。

　ここは俺の知る〝ダンジョン〟の定石が通用しない。

　普通は下層の方が強い魔物が出るイメージがある。しかしこの遺跡、上層へ行っても魔物が一向に弱くならないのだ。むしろ、ミノタウロスや鳥頭よりも強いと思われた。

　なぜか？　それは、俺のレベルが上がり続けたからだ。

　さすがにレベルの伸びは鈍化してきている。必要経験値が増えているためだろう。しかし、少しずつだがレベルは上昇し続けていた。おそらく同じ数のミノタウロスや鳥頭を殺しても、こんな風に上がり続けてはいないはずだ。

「[image: ]っ、[image: ]ぇ、ヒょゴぇェ[image: ]――――ッ！」

　下半身が馬で上半身が食虫植物みたいな魔物が、闇の中から現れた。奇声を発し、こちらへ駆けてくる。一見、間抜けとも映る姿。だからこそ逆に不気味さを覚える。

「オっゴげッ！　げぇェっ！　ゴげヒぃィぃッ！　お、ゲっ！」

　口らしき部位からゲロみたいに酸を吐き出している。

　しっかり、殺意もまとっている。奇矯な見た目に騙だまされてはいけない。

「【パラライズ】」

　きっちり俺を、殺しにきている。

「【ポイズン】」

　俺は自分の通る道に、魔物の死体の山を積み上げていく。

「【スリープ】」

　殺して、殺して、殺した。

　皮袋の宝石の色を定期的に確認するのは怠らなかった。

　黄緑に戻ったのを確認すると、俺はすぐさま魔素を注入した。

　三度目のギフトは焼きそばパンと、パックの野菜ジュース。

　念願のビタミン補給だった。誰に礼を言えばいいのか。ありがたくいただいた。

　食事を終えると、俺はまた先へ進んだ。

　歩いて、歩いて、歩いた。

　長い時間そうしていると、思考が鈍化していくのがわかった。

　今は独り言も少なくなってきている。

　頭や身体からだに小さなかゆみを感じ始める。洗えるとすれば緑茶だろうか？

　が、貴重な緑茶を洗髪や洗体に使うわけにはいかない。

　睡眠の方は、横穴を見つけた時にそこで仮眠を取った。

　皮袋に入れて持ってきた何本かの骨の破片。腐竜の骨。横穴の近くにそれを配置する。

　最も警戒すべきは睡眠中の奇襲である。が、奇襲を受けたのは一回だけだった。その時は骨の警報装置がしっかり役目を果たした。襲ってきた魔物を殺し、俺はレベルアップした。

　さらに先を目指した。上を目指し、足を動かす。

　殺意を放つ魔物を見つけたら殺す。皮袋の状態を、定期的に確認する。

　同じ行為を繰り返した。

　どんどん思考は単純化されていく。

　何も考えない。何も思わない。麻ま痺ひしていく。思考も、感情も……。

　果たしてどれほど歩いただろうか。顔を上げる。

「…………」

　俺はついにその場所へと、到達した。







「ここは――」

　明らかに今までとは違う景色が広がっていた。

　廃棄遺跡。遺跡の名を冠するからには、どこかにあるとは思っていた。

　蔦つたの絡まった黄土色の建物群。昔、文明があったのだろう。

「……遺跡エリア、か」

　景色が一変したせいだろうか。単純化されていた思考が、急速に色を取り戻す。

「あの蔦……食えるかな？　ん？」

　何か、くる。

「ボー……ぼー、ボひョぉォぉ～……」

　フヨフヨ浮いている球体。

　単眼の魔物。金色の巨大な目玉。黒目に相当すると思われる濃い金色の部分が忙せわしなく動いている。球型の体たい軀くから腕が何本も生えていた。腕の形は、人間のものに似ている。

　ブッシュゥゥゥ……ッ！

　身体に点在する突起の先から、酸を噴き出している。

　やはりここにも魔物が居ついている、か。

「ひォぉ、ギょ、ォぉォぉオ[image: ][image: ][image: ]――――ッ！」

　突然、甲高い音を発する魔物。ハウリングみたいだった。鳴き声だろうか？

　単眼が小刻みに痙けい攣れんし始める。生えている複数の腕が、魔法陣をリング状に纏まとった。

　まるで、サイズの合っていない腕輪みたいに。

　小お山やま田だと安やすの諍いさかいを女神が止めた時のアレに似ている。

「【パラライズ】」

　俺は、先手を打った。

「【ポイズン】」

　ビリビリッ！　バチチッ！

「ボょォっ！」

　単眼の身体に、激しい電撃が続けざまに走った。どうやら魔法が暴発したらしい。

　首が吹き飛んだリザードマンの時と同じ感じだった。

「ギ、ぎュ、ぃ……、――――」

　煙を上げる単眼が完全に動きを止めた。

「オ、げッ、ぇ、ェ――、…………」

　俺はそいつの死を待った。最初の【パラライズ】のゲージが、残り少なくなる。

「【スリープ】」

　魔物が目を閉じる。しばらく待つと、魔物は毒で息絶えた。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ９５７→ＬＶ９６１】
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　まだ上がる。

　これ……限界値が９９９でないなら、ＬＶ１０００越えもありうるのか？

　辺りを見渡す。

「ひとまず、この辺の様子を見てみるか」

　周囲を警戒しながら近場の探索を開始する。地上までどれくらいなのかはわからない。

　ひとまず寝泊りできる拠点を確保できるといいのだが……。

　遺跡エリアでドアのようなものをいくつか発見した。しかし、固く閉ざされている。

　押しても引いても開かない。スライドさせるための取っ手もない。

「ん？　この宝石――」

　俺は気づいた。皮袋の宝石を思い出す。

「魔素を、注入しろってことか？」

　俺は魔素を注入してみることにした。宝石のゲージが溜たまっていく。

　あ、そうだ……。

「ステータスオープン」

　ステータスを表示。
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　ＭＰ：＋３１３４５／３１７１３
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　これで注入しながらＭＰの減り具合を確認できる。

　どのくらいの魔素量でゲージが満タンになるかが、これでわかるはずだ。

　ゲージが満タンになった。減り方を見るに――必要なのはＭＰ１５００くらいか。

　微細な振動を発しながら、扉が左右に開いていく。警戒しつつ中に足を踏み入れる。

「広さは、八畳間ってとこか」

　石製の椅子や卓が目に留まった。家具らしきものもいくつか確認できる。床に粗末な布が敷かれていた。かつての住人はここで就寝していたのだろうか？

　中は無人だった。椅子に座る。

「あぁ……なんかいいなぁ」

　久々のこの〝椅子に座る〟って感じ。改めて自分が文明っ子なのだと実感する。

「さて」

　立ち上がってドアのところへ行く。宝石は色を失っていた。

　再度ステータスを表示し、試しに魔素を再び１５００ほど宝石に注入してみる。

　微振動を発しながら、ドアが閉まった。

「なるほど……開閉ごとに魔素が必要、と」

　魔素をもう一度注入してドアを開くと、俺は部屋の外へ出た。

　他の部屋も調べてみることにする。

　二つ目の部屋は空だった。同じような造りで、石製の粗末な家具があるのみ。

　三つ目の部屋も同じ。七つ目の部屋までは、既視感のある光景が続いた。

　が、八つ目の部屋は違った。人だったものが、いた。

　二体の骸骨。

「この遺跡エリアまで辿たどり着いた廃棄者もいたのか……」

　どちらも衣服と軽鎧よろいを纏っていた。いずれもかなり古びている。

　服装と骨格からして、男女一人ずつ。

　いつの廃棄者なのだろうか？　二人の骸骨は壁を背にし、並んで座っていた。

　まるで、互いに寄り添うように。二人は手を繫つないでいた。

　命からがらここへ逃げ込んだのだろう。

　外には凶悪な魔物がいる。出て行けば殺される。

　外へ出ることもできず、水も食料もなく、ここで共に逝くことを選んだ。

　部屋に争った形跡はない。彼らは共に死ぬことを、受け入れたのだ。

「……なんか立派だよ、あんたら」

　俺はそう声をかけてから、骸骨の持ち物を漁あさり始めた。感傷的になっている場合ではない。何か役立つものを探さないと……。俺だって、死ねばこうなるかもしれないのだ。

　少し気が引けつつも、何かないか探す。

　立てかけてあった剣は刃こぼれしていた。

　杖つえに至っては、折れて水晶部分が破損している。

「……だめか」

　服は今の制服と外がい套とうでも十分そうだ。着慣れたものの方が動きやすいしな。

　衣類の傷み具合も同じくらいだった。衛生的にもそう変わるまい。

「ん？」

　懐のポケットに小さな袋が入っているのに気づく。

　取り出すと、重みを感じた。中身を確認してみる。

「宝石か、これ？」

　青く煌きらめく石が袋いっぱいに詰め込まれていた。よく見ると中には銀貨らしきコインも数枚入っている。地上で換金できるかもしれない。硬貨は、使える時代のものだといいが……。いずれにせよ、金銭価値のありそうなものはありがたい。

　どんな世界でも銭金は必要だろうからな。二人の骸骨に声をかける。

「悪いけど、こいつはもらっていくぜ」

　宝石の小袋を制服の裏ポケットに仕舞う。

　しかし……これで一つ重要なことがわかった。

　おそらくこの部屋、魔素で閉じれば安全地帯になる。

　この辺の魔物は魔素の注入行為ができないと思われる。あるいはそれで開くことを知らないのか。ともかく、ようやく寝床が確保できたかもしれない。

　皮袋のおかげで水分と食料も安定供給の目め処どが立ちそうだ。

「ここを拠点にして、しばらくレべリングも悪くないかもな」

　今後の予定を頭で組み立てつつ、俺は遺跡エリアの探索を再開した。

　探索中、再び球体型の単眼と遭遇した。

　まだ俺には気づいていないようだ。遺跡の建物の物陰から【パラライズ】を放つ。

　続けて【ポイズン】。麻痺のゲージが切れそうな頃に【スリープ】。

　コンボ二順目へ行く前に、魔物は息絶えた。
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【レベルが上がりました】
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　よし、これでＭＰが全快した。

　レベルの方は、ここの魔物の異常な経験値量で跳ね上がっているだけだと理解しておいた方がいいだろう。だから、地上へ出るまでに上げられるだけ上げておきたい。

　にしても、スキルレベルの方はとんと上がらない。

　まあ性能が破格な分、成長が遅い点に関しての諦めはつくが。

　そもそもスキルレベルは、そうホイホイ上がるものではないとも考えられる。

　ＬＶがひとつ上がるだけでグッと性能も上がる印象だしな。

　俺は、遺跡の探索を再開した。

　部屋数は全部で二十四確認できた。配置には規則性がうかがえる。規則性に従うのなら、これで全部のはずだ。俺は空の部屋を選んで、そこを拠点と決めた。

　拠点部屋でひと休みしたあと、俺は立ち上がった。

「それじゃ、始めるか」

　こうして遺跡エリアでのレべリングが開始された。ここはあの単眼の魔物が巣くっているエリアらしい。俺は単独行動している単眼を狙って殺し続けた。

　狩りを始めて半日ほどが経たっただろうか？　単眼の魔物が姿を見せなくなった。

　俺は一度、拠点へ戻って皮袋の宝石を確認した。まだ色は戻っていなかった。

　皮袋の確認を終えると、部屋を出て一つ下のエリアへ向かった。

　俺はいつものスキルコンボで下のエリアの魔物たちを殺していった。

　しばらくするとそのエリアの魔物も出てこなくなった。俺は、また拠点に戻った。

　皮袋の宝石の色が、戻っていた。

　その日の食事はブロック型の栄養補助食品と、ペットボトルのウーロン茶。

　今の俺に栄養補助食品はありがたい。前の世界でよく目にしていた食品パッケージ。

　ほんの一瞬だけ、異世界にいるのを忘れさせる。

「フルーツ味か」

　俺、意外とこれ好きなんだよな。

「カコッ……」

　最初は奥歯で軽く嚙かみ砕く。ややしっとりしたクッキーのような嚙み心地。

「サクッ、サクッ……ほくっ、ほくっ……」

　口内でブロックがホロホロとバラけていく。ふんわりした独特の甘みが、ホワァッと広がる。鼻の方にもほのかな甘みがフワッと抜けていった。

　しかし口の中がここでやや乾き気味になる。すかさず、ウーロン茶を投入。

「ごくっ、こくっ……んむっ……ぷはぁっ」

　口内の甘さが渋味でキュッと引き締められた感じ。うん、悪くない。クッキー生地も水分を吸ってのみ込みやすくなった。これをグルメと呼ぶには、程遠いのかもしれない。

　だが、俺は意外とこういう食事が好きだった。

　食事を終えた俺は、栄養補助食品の箱の紙を千切った。

　気休めではあるが、硬めの紙片で歯を磨く。

　ドアの前には、念のために腐竜の骨を設置しておく。ないとは思うが、魔物の侵入率がゼロとも限らない。まあ、浮遊しているあの単眼だと骨の警報装置は無意味だが……。

　とはいえ、単眼の方は大丈夫だと思う。

　侵入できるのなら、この辺の部屋のドアがいくつか開いているはずだ。

　自分にそう言い聞かせて俺は眠りについた。

　久々に、少し安心して眠ることができた。

　目覚めた俺は、二つ下のエリアの魔物を殺しに行った。







　どれほどの時が経ったのだろうか？

　一週間？　三日？　いや、意外と一日半くらいなのかもしれない。

　時間感覚があまり正しく機能していない。

　腹の減り具合と眠気だけが時の経過を教えてくれる。

　それから皮袋だが、転送機能が定時復活ではない気がしてきた。

　最初は使用から24時間経つと再使用できるものと思っていた。

　しかし今はバラつきがあるように感じられる。

　レべリングを始めてから、皮袋が使えたのは三回。

　それぞれ転送されてきたのは、ツナマヨのおにぎり、パックされた本マグロの刺身、プラスチック容器に注がれた豚汁。刺身は今までしっかり冷蔵されていた感じがあった。豚汁に至っては、作り立てとしか思えないレベルだった。

　飲み物は緑茶と栄養ドリンクが一本ずつ。

　ちなみに刺身の時は飲み物とセットではなかった。必ずしも飲食がセットで提供されるわけではないらしい。醬しよう油ゆがなかったのは残念だったが、マグロはウマかった。

　また、豚汁は新しいパターンだった。いわゆるパッケージ品ではなかったのだ。

　どこの誰が作ったのかは……今は考えないでおく。

　いずれにせよ、食糧問題は解決の方向へと進んでいる。

　皮袋の転送機能はおそらく繰り返し使用可能。

　送られてくるのは基本的に食べ物や飲み物。今はこれで十分だろう。

　ひと眠りしたあと、状態異常スキルの射程距離の検証もしてみた。

　検証してみると【パラライズ】と【スリープ】には差があった。

　どうやら【スリープ】は射程距離が短いらしい。

　一方【パラライズ】の方は20メートルはいけそうな感じだ。

　ただし麻ま痺ひは微妙に完全無力化とは言えない。魔物がかすかに動けているのが気にかかっている。鳴き声もわずかに出せているようだし……。

　大活躍の【ポイズン】の方も射程距離を検証してみた。こちらは【パラライズ】よりやや短いくらいの射程距離だった。

　第一回射程距離検証、終了。







　魔物を、殺し続けた。

　気づけば近場のエリアの魔物は姿を見せなくなっていた。

　まるで気配がない。殺し尽くしたのだろうか？

　ミノタウロスや鳥頭のように、隠れたのだろうか？

「ステータス、オープン」
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【トーカ・ミモリ】

　ＬＶ１２２９

　ＨＰ：＋３６８７　ＭＰ：＋４０２３７／４０５５７

　攻撃：＋３６８７　防御：＋３６８７　体力：＋３６８７

　速さ：＋３６８７　賢さ：＋３６８７

【称号：Ｅ級勇者】
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　レベルはすでに１０００を突破している。かなり上がった。

　これ以上エリアをくだると、おそらく程よく拠点へ戻ってこられない。

　しかもここは下層より上層の魔物の方が強い。上を仰ぐ。

「そろそろ本格的に、地上を目指すか」

　俺は一度、準備のために遺跡エリアへ戻った。







　ブチッ、と遺跡エリアの蔓つるを引き千切る。

　二本絡めて強度を確保。強度を確かめるため、引っ張ってみる。

「強度は、大丈夫そうだな」

　皮袋の口を蔓紐ひもで縛り、紐を肩にひっかける。

「よし、いい感じだ」

　これで皮袋を肩に担ぐ感じにできる。片手にぶら下げるよりは楽に持てそうだ。

　少し残してある飲食物。皮袋には今、それらが入っている。

「じゃ、出発といくか」

　寝る前、制服の切れ端にお茶を少し染み込ませて身体からだを拭いた。

　そのおかげかやや肌の感覚がすっきりしている。部屋を出て、歩き出す。

「遺跡に到達したってことは、そろそろ地上が近いと信じたいところだが……」

　魔物の気配がすっかり消えた遺跡エリアを歩く。この先の洞窟には、確か上へ続く坂があったはずだ。その辺りは以前、偵察がてら様子見に行っていた。

「ここから先は、道や壁にも人の手が加わってる感じなんだよな……ん？」

　いよいよ遺跡エリアを抜けようかという時だった。

　蔓に覆われた闇の先。あそこ――何かあるんじゃないか？

　深い窪くぼみのように奥まった通路。その存在に俺は気づいた。

　遺跡エリアの端っこに、隠れた通路がまだあったらしい。頭を搔かく。

「俺も、まだまだ注意不足だな……」

　見落としがあったようだ。

　蔓をかき分けてその奥へ進む。見慣れた宝石が姿を現した。

「二十五個目の部屋、か」

　宝石に魔素を注入すると、扉が開いた。

　つーか……今、ＭＰ５０００は使ったぞ？　ここは他の部屋と何か違うのか？

　部屋に一歩踏み入る。粉っぽいニオイ。口もとを覆いながら中へ進む。

　皮袋で照らす。うら寂しい場所。当然ながら生命の気配はない。

　設置してある家具も他の部屋と大して変わらない。

　これといって特別な部屋ではないのかもしれない。

　むしろＭＰ消費が多い分、ハズレ部屋か……？

　ただし、いた。

　皮袋を向ける。ローブを纏まとった骸骨。壁を背にし、胡坐あぐらをかいている。

「そっか……あんたも必死でここに辿たどり着いた廃棄者さんか。ご苦労さま、と言っていいのかな……なんつーか……大変だっただろ、ほんと」

　ローブを少しのけてみる。わき腹のあたりの骨がひどく砕けていた。

　この負傷で命を落としたのだろうか？

　手を合わせてから、俺は恒例の荷物漁あさりを始めた。

　と、骸骨の手元に古びた紙が落ちているのに気づく。これ、羊皮紙ってやつか？

　皮袋を置き、紙を広げる。

「そういえば俺、こっちの世界の文字は読めるのか……？」

　視線を走らせる。

「……お、読める」

　安あん堵どの息をつく。

　よかった。召喚勇者はこの世界の文字も読める仕様らしい。

「ええっと、何々……？」

〝この廃棄遺跡でこれを読んでいる者が誰かいるのだろうか？　ああ、まずは自己紹介をしよう。私の名はアングリン・バースラッド。人は私を〝大賢者アングリン〟と呼ぶ。しかし者によっては、かつての名の方が通りがいいかもしれない。その名とは――〟

「え？」

〝暗黒の勇者、アングリン〟

　暗黒の勇者？　最近、耳にした記憶がある。

「確か――」

　安やすが測定をした時、女神が言っていた。

『そうですね……昔、同じ反応がありました。暗黒の勇者と呼ばれた、最強の男と同じ反応です……』

　廃棄されていたのか、ここへ。

　あの時の女神は歯切れが悪かった。素直に喜べない感じ、とでも言おうか。

　骸骨の顔を見る。逆らったのか？　女神にとって、あんたは都合の悪い人間だった？

　で、女神に廃棄されたのか……？

　最強の男と言われた〝暗黒の勇者〟。字面の印象から邪悪な勇者だったのかもと思っていた。だから女神が苦い反応を見せたのだと認識していた。

　だが今になってみると、その認識が間違っていたと感じられてくる。

　彼が〝暗黒〟と呼ばれた理由はなんだったのだろうか？

　闇を操る暗黒系の固有スキルを使う勇者だった、とかだろうか？

「しかし、となるとこれ……〝廃棄者〟の意味合いも変わってくるんじゃ……」

　中には凶悪な罪人も含まれていた。女神はそう言っていた。

　が、それは果たして本当に〝悪行〟による罪だったのだろうか？

　たとえば女神やアライオン王国にとって不都合な人物……。

　それを〝罪人〟としてここへ送り込んでいたのではないか？

　俺は続きを読んでみた。

〝私は女神ヴィシスにここへ強制的に送り込まれた。もはや女神にとって私は、不要かつ目障りな存在だったらしい〟

　……やはり、か。

〝残りのインクが少ない。書き記せる量は決まっている。だからここへ送られた詳しい経緯などは省く。ただ一つ私が伝えたいのは、もし生きてこの遺跡を出る意思のある者がここにいるのなら、私が決死の思いでここへ持ち込んだものを託したいということだ。だから私の荷物は、自由に持って行ってかまわない。私はおそらく、ここでこのまま……〟

　文字はそこで途切れていた。途中からインクがかすれ始めている。

　最後の部分でインクが尽きたのだろう。

　力を入れて硬いペン先で溝を作り、一度それで文字を書こうとした形跡が確認できる。

　が、途中でやめたようだ。馬鹿らしくなったのか。あるいは、気力が尽きたのか。

　羊皮紙の端をくしゃりと握り込む。

「……クソ、女神」

　女神は大たい魔ま帝ていを巨大な邪悪と呼んだ。言葉通り大魔帝は巨悪なのかもしれない。

　だが女神も、よっぽどの邪悪ではないか。

「この世界を大魔帝から救う気もなく、ただクソ女神に復ふく讐しゆうしようとしてるだけの俺も……ま、邪悪の側なんだろうけどな」

　邪悪ＶＳ邪悪ＶＳ邪悪。

　邪悪の三みつ巴どもえ。ロクでもない構図だ。もし世界を邪悪から救う者を〝勇者〟と呼ぶなら、

「勇者失格だな、俺は」

　生存と復讐のために勇を振るうハズレ勇者。

　自嘲しつつ、俺は大賢者の荷物を検あらため始めた。

　大賢者の遺物。

〝生きてこの遺跡を出る意思のある者〟

　地上へ出る意思はある。持っていく資格は、あると思っていいよな？

　脇に置いてある麻袋。袋には穴が空いていた。荷物入れとしては、使えなさそうか。

　袋を覗のぞき込む。

「これは……」

　古い書物のようだ。手に取ってみる。百科事典みたいなサイズと重さ。

　装丁は大仰でしっかりしている。タイトルはこう記されていた。

『禁術大全』

「禁術？」

　ページを捲めくってみる。やはり文字はちゃんと読める。

　ただ、読めるが……理解できない。小難しい感じだ。

「多分もっと腰を据えて読むべきものだな、これは……」

　が、もう少しだけがんばって視線を走らせてみた。

「ふむ」

　ザッと目を通して少しわかった気がする。どうやら攻撃魔術や妖術のたぐいを記した書物ではなさそうだ。術といっても、そう――たとえば錬金術とかに近い印象。

　薬や魔法の道具を生成するためのレシピみたいなものだと思われる。

　何かの役に立つかもしれない。俺は一度『禁術大全』を脇に置いた。

　あとは……壊れた何かの道具類か。これはここに置いていってよさそうだな。

「それからこれは……地図、か？」

　細い紐で縛られた円筒型の羊皮紙。

　三つある。かなり古びたものみたいだ。紐を解き、広げてみる。

「…………読めない」

　地図ではなかった。文字らしきものが書いてあるが、普通に読めない。

「勇者でも、あらゆる文字が読めるわけじゃないのか」

　古代文字みたいな、読める人間の限られた文字ってやつか？

　一応、三つとも確認してみる。文字の感じは同じ。やはりどれも読めなかった。

　何か貴重なものだとは思うのだが……。

　ハラッ

「ん？」

　巻物から何か紙片が落ちた。手に取って確認してみる。こちらの文字は読めた。

〝禁呪の呪文書〟

「禁呪？」

　禁じられた呪文、でいいのか？

　これにはその呪文が記されているのだろうか。字面的にはすごい呪文に思えるが……。

　口もとに手をやり、思考を巡らせる。

「もしこれを読める人物を味方に引き込めれば……女神と戦う時の、切り札になるかもしれない」

　転送直前のことを思い出す。

　俺の状態異常スキルは女神に効果を発揮しなかった。あの【女神の解呪デイスペルバブル】とやらのせいだろう。最初のあの無効化があったから、俺もハズレスキルだと納得してしまった。

　が、今となっては対女神時のみ無力化される可能性が出てきた。

　となると――対女神用には、また別の力が必要となる。

「禁呪、か」

　禁呪使いを仲間にできれば女神に対抗できるかもしれない。

　最強の男と呼ばれた大賢者がわざわざ隠して持ち込んだものだ。

　強力な呪文を記したものに違いない。

　呪文書を皮袋に突っ込む。他に気になるものはなかった。

　それから、大賢者のローブは貰もらっていくことにした。最初の黒い外がい套とうはかなり傷んでいる。

　元の生地がいいのか、大賢者のローブの方が丈夫そうだ。

　暗黒の勇者というだけあってか色は黒。闇に紛れるにもちょうどいいだろう。

　大賢者ローブを着込み終える。最初の外套は大賢者の骸骨に着せた。

　剝むき出しというのも、なんだか悪い気がしたからだ。

「悪いな……交換ってことで、許してくれ」

　俺は『禁術大全』を手にし、立ち上がった。

　大賢者アングリン。またの名を〝暗黒の勇者〟。

　最強の男。そう女神は言っていた。ここで一つ、疑問が生まれる。

　なぜ彼は地上へ出られなかったのか？

　最強の名を冠された男を何が阻んだのか？

　天井を仰ぐ。

「上に、何かあるってか」

　再び大賢者を見る。

「死者は語らず、だな」

　部屋を出る前に俺は『禁術大全』を皮袋にしまおうとした。

　その時、最後の方のページが汚いことに気づく。そのあたりは紙も少しふやけた印象があった。何よりも気になったのは、その違和感のある色で――

「なんだ、これ……」

　問題の場所を開いた瞬間、少しゾッとした。

　殴り書きされた文字。

　錯乱していたのだろうか？　文字がグチャグチャだった。

　先ほどの羊皮紙に綴つづられていた落ち着いた文字ではない。

　大賢者はそろそろインクがなくなると書いていた。

　だから別のモノで代用したのだ。

　おそらくは――血。

　血文字。




〝魂　喰いニ　気ヲ　つけ　ロ！
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　　　◇【逃亡者】◇






　森を歩きながら、彼女は身を隠せそうな場所を探していた。

（どこかに身を隠しつつ、落ち着いて睡眠を取れる場所があるといいのですが……）

　足もとの水たまりに視線を落とす。

　映り込んでいる顔。

　今水面に映っているのは、本当の顔ではない。

　精霊の力によって変化させた顔だ。

　普段、逃亡中は追手を欺くためにこうして顔を変化させている。

　ただ、この森で少し前に水浴びをした際、つい気の緩みから変化の力を解いてしまった。

　しかし水浴びを終えた直後、彼女はすぐさま過去の失敗を思い出した。

　そして、慌てて変化の力を使用した。

　自戒の念を抱きつつ、視線を伏せる。

（直近の追手を撒まいたとはいえ……また別の誰かと思わぬ遭遇をして、正体を知られる危険は十分にありうる……）

　こんな深い森の奥であっても、誰かがどこかにいるかもしれない。

（一段落したと思った時こそ、より気を引き締めなくては……）

　彼女はかつての失敗を思い出していた。

　その頃はもう、追手の影を感じられなくなっていた。

　気の緩みから油断が出始めていたのは、否定できない。

　ある村に立ち寄った時、彼女はほんの些さ細さいなことから正体を知られてしまった。

　変化の解けた顔を見られてしまったのだ。

　しかも悪いことに、彼女の本当の顔を目撃したのはこの大陸で広く名を知られた四人組の傭よう兵へいだった。

　正面切っての戦闘はできるだけ避けるべき相手。それは明白だった。

　再び顔を変化させて彼女は村から飛び出した。

　さりとて服装や体格は変化させられない。

　変化の力が及ぶのは頭部のみ。

　服はともかくとしても、体型などの身体的特徴はごまかせない。

　あの四人組から逃れるには顔の変化程度では足りないかもしれない。彼女はそれを危惧した。

　できうる限りの欺く努力をした彼女は、慌てて村を離れた。

　しかし結局、読みは悪い意味で的中した。

　四人は狩人かりゆうどのごとく追いかけてきた。

　彼らは彼女の行く道筋をしつこく辿たどってきた。

　そうして先日この森へ逃げ込んで、ようやく彼らを撒くことに成功したのである。

　当初予定していた道のりからは外れてしまったが、直面していた最大の問題はこれでひとまず解決した。

（さて……あの四人組の問題は、どうにか解決しましたが――）

　彼女は懐の小袋に手を添えた。中には、旅の路銀が入っている。

（もう路銀が心もとない……）

　胸もとの首飾りを握り込む。

（もし、この森にずっと隠れ潜むことができれば……それはそれで、いいのかもしれませんね……）

　何も見逃すまいと、周囲を注視しながら歩く。

（どこか隠れ住めるような場所があれば……いっそ、もうここで――）

　希望的観測を巡らせていた彼女は、ハッとした。

　何かある。

（あれは、なんでしょうか……）

　辺りに注意を配りつつ木々の間を縫って歩く。

　と、開けた場所に出た。

　古びた建造物が鎮座している。

（これは、古い遺跡……？）

　再びの希望的観測が、彼女の頭をよぎった。

（内部構造によっては隠れ家になるかもしれません……そう、落ち着いて安眠ができる場所に――）




　彼女はその遺跡らしき建造物を、少し調べてみることにした。
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　　　◇【三森灯河】◇






　遺跡帯を出た俺は、上のエリアを目指していた。

「魂喰ぐい、か」

　最強と称された暗黒の勇者。その人物が勝てなかった魔物。

　まあ、魔物かどうかすら今は不明なのだが……。

　暗黒の勇者は遺跡エリアで力尽きていた。

　魂喰いと遭遇して傷を負ったあと、彼はあの部屋まで逃げてきた。で、力尽きた。

　状況から察するにそんな感じか。

　魂喰い。かなりヤバそうな魔物なのは想像がつく。

　遭遇せずに脱出は可能だろうか？

「いや、できるなら暗黒の勇者がやってるよな……」

　大賢者と呼ばれていたくらいだ。俺よりずっと頭の回る人物だったはずだ。

　だから、遭遇は避けられないと考えておくべきだろう。

　手に視線を落とす。

「この状態異常スキルで、やれるといいけど」

　女神に効かなかったあの一件が引っかかる。

　もし魔法に対する抵抗力みたいなものが存在するのなら、その抵抗力を貫通できなければ効果は出ない。果たして状態異常スキルが効かないのは女神だけなのか？

　最強の男を追い詰め、死に至らしめた相手――魂喰い。逆に考えると、そいつに効くなら自信もつきそうだが。最強の男を死に至らしめた相手にも効くわけだからな。

「…………」

　この一戦、今後の重要な分ぶん水すい嶺れいとなるかもしれない。

　俺の状態異常スキルが〝どのレベル〟なのかを示す、重要な分水嶺に。

　二つほど階層をのぼった。魔物とはまだ遭遇していない。

　通路は石造りだった。自然に形成された通路でないのは明らかだ。

　人の手の加わった文明的な通路。二つのエリア間には階段も確認できた。さっきの遺跡エリアもだったが、人の営みの残ざん滓しがある。元々は廃棄目的の場所ではなかったのだろう。

「廃棄遺跡なんて呼ばれて、ここもハズレくじを引かされた気分だろうな――っと……」

　通路の壁に背を密着させる。首を出し、様子をうかがう。

　開けた場所。闇に閉ざされていない。……ん？　微妙に壁が光ってるのか？　素材が魔素に反応しているとかか？　とにかく、灯あかりいらずの場所のようだ。

　遺跡、と言われて頷うなずきたくなる見た目の建造物がぐるりと一帯を囲んでいる。

　地肌の剝むき出しになっている土壁。剝がれ落ちた人造の壁面が、地面にたくさん落ちていた。小さな地震でも起こったあとのような光景だ。

　それと、四人分の人骨。

　つまり過去にここへ辿り着いた廃棄者は、少なくとも四人いた。

　いや――暗黒の勇者を含めれば五人か。

　暗黒の勇者の仲間だろうか？　あるいは、別々にのぼってきたのか。

　適した戦闘能力と食料さえあれば一応のぼってはこられるだろう。

　俺の場合、戦闘はスキル頼みだったが。

　まあ、戦わずとも便利な魔術があれば魔物から逃げ延びることもできたはずだ。

　とはいえ、無念だったと思う。ようやくここまでのぼって来たのに。

　俺は首を振った。だから、感傷的になっている場合じゃない。

　観察を続ける。

　エリアの奥に上へ続く階段が見えた。そして階段の先には、大きな扉。

　あそこから地上へ繫つながっているのだろうか？　しかし、だとすると――

　いるとすれば、ここか。

　魂喰い。

　けど――どこにいるんだ？　名前からして、霊体っぽいやつなのか？

　様子をうかがってもそれらしき魔物は見当たらない。

　覗のぞきこむようにして、もう少し首を出す。

　……となると、あっちか？

　奥まった場所に別のエリアがあるようだ。ここからだと角度的に見えないが……。

　一度、俺は通路を引き返した。そして、淡く発光する皮袋を通路の脇に置いた。

　皮袋の淡い発光で魂喰いに気取られるのは避けたい。

　俺はすぐさっきのエリアに戻ると、目立たぬよう壁際に沿って移動を開始した。

　奥にある別のエリア付近に何ごともなく到着。

　少し顔を出せば、壁の向こう側を覗ける位置につける。

　壁越しにゆっくり顔を出し、覗き込む。

　こっちのエリアはどうなって――

「！」

　なんだあれ？　顔、か……？

　たとえばそう――仏像とか、聖母像。最初にまず浮かんだのはそれだった。

　巨大な石像の顔が土の壁に埋まっている。

　額に金色の宝石っぽいものが嵌はめ込まれているが……。

　ハッとして振り返る。

　さっきの階段の先にあった閉ざされた扉。その中心にある、窪くぼみの形。

　再度、石せき顔がんの額を確認する。

　なるほど。扉を開くためには、額のあの石を嵌め込めってことか。

「…………」

　小さく息を吐く。つーか、決まりじゃねぇか。

　どう考えてもアレが――魂喰い。

　宝石を取りに行けば動き出す。絶対、動き出す。動き出さないわけがない。

　腕を出すために、角から少しだけ身を晒さらす。手を、石顔の方へ突き出す。

「【パラ――」

　ビシュゥンッ！

「――ッ!?……[image: ]、――ぁ[image: ]ッ!?」

　俺は、反射的に身を隠した。

「く、ぁっ!?　[image: ]――ッ!?」

　血が数滴、地面に落ちる。

「――っ、……ってぇな……く、そ……ッ！」

　嫌な感じがして、直感的に手を引っ込めたが。

　少しでも遅れていたら――肘から先を、失っていたかもしれない。

　出血した場所を確認する。

　……よし、大丈夫だ。指先の爪と肉を少しもっていかれただけだ。

　せいぜい生爪が剝がれた程度の痛み。ズキズキするだけだ。

　生爪を剝ぐ痛みは実の親にやられて経験済み。所詮、既知の痛みだ。

　用意していた布きれをポケットから取り出し、素早く指先を縛る。

　で――今の攻撃はなんだ？

　桐きり原はらの固有スキルに少し似ていた。ビームのような攻撃。

　一瞬、土の壁の中が光ったように見えた。そうしたら急に撃たれた。

　まさに一瞬の出来事。光の速さ、とでも言えばいいのか。

　俺がスキル名を言い切る前に撃ってきた。あいつは、読んでいるのだ。

　俺が向こうの動きの予兆を、感ずるように。

　向こうもこちら側の予兆を、察知してきた。

　逆に機先を制された。

　おそらく俺が攻撃の意思を持った瞬間、あのビームは発動する。

　あれではこちら側が得られない――攻撃のための、空隙を。

　どうする？　脱出にはあの宝石の入手が必須。

　あれを入手するには、人面石を殺すしかあるまい。が、殺すための難度は高い。

　あのビーム相手だと固有スキル発動のための過程を終えられない。

　発動にはスキル名の口頭発声が必要となる。

　つまりある程度の声量が必要とされる。小さなコソコソ声による発動は不可。

　これらは、上へのぼる途中で行った検証によって明らかになっていた。

　どうすればいい？　打開策は、今以上のステータスのアップか？　レベリングを再開しに遺跡エリアへ戻る？　あるいは、スキルレベルのアップを試みる？

　覚えるかわからない新スキルに賭けて、また下層でレベリングを再開するのか？

　いや――そもそも、スキルが発動できないのだ。

　となると、まず俺自身のレベルを上げて【速さ】を伸ばす？　俺以外の気配がなくなったエリアへ戻って……一日中、魔物を捜し続けるのか？　それとも、経験値が低くなる下へさらに戻る？　戻るって、どこまで？　あるいは――遺跡の住人になって暮らすか？

「……ねぇな」

　あの遺跡エリアでのんびり余生を過ごすなんてごめんだ。

　対女神用の力を手に入れて、あのクソ女神をぶっ潰す。

　その達成のためには、まず地上へ出ないと話にならない。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……

「ん？　なんだ？　地鳴り……？」

　エリアの石の壁面の一部が、さらに振動で剝がれ落ちていく。

　出て、きやがったのか。

　俺の方に動きがないためだろうか？　埋まっていた場所から、移動し始めたらしい。

　……光速と思えるあの迎撃速度。

　ステータスで言えば【速さ】の値が桁違いなのだろうか？

　下層で培われた俺の反射神経をも上回る反射性能。腕を向けた瞬間に即迎撃される。

　いわば、意識の空隙がミチミチに埋まっている状態。要するに、隙がない。

　ズキズキ痛む指先を見る。

　ここまで辿たどり着いた廃棄者たちはステータスで言えば相当な実力者だったはずだ。

　が、彼らもアレにやられた。アレは最強と呼ばれた男すらをも退けた。

　あの魂喰いはおそらく廃棄者の生存率をゼロたらしめている存在。間違いない。

　遺跡の主は、あいつだ。だからこれはきっと――

「廃棄遺跡での、最後の生存競争になる……」

　にしても、と俺は訝いぶかしく思った。

　あれからビームを撃ってこない。壁を貫く威力くらいあるのではないか？

　俺がこのあたりに潜んでいるのも承知のはずだ。なのに、撃ってこない。

　何か――狙っているのか？

「ん？」

　ベチャ！　ドチャ！　ベチョ！

　ヘドロのようなものが、俺の位置から少し離れた場所に降ってきた。

　なんだ、あれ？　魂喰ぐいが放ったのか？

「！」

　ヘドロが形を成していく……人間の、形に。

　たとえるなら精巧な粘土細工。その作成を、早送りで目にしているかのようだった。

　青紫色の三体の人型が立ちあがる。人型の魔物はこの遺跡でも見慣れているが……。

　頭にあたる部位に、奇妙な不気味さを覚えた。

　人間の唇を縦にしたみたいな奇怪な形の頭部。

　なんだこいつら……気味が悪い。

　そして微細な振動の中、魂食いがこちらへ迫っているのがわかる。

　ゆっくりだが、移動してきている。

「……ッ！　ひとまずこの気味悪いのを【パラライズ】で――」

　ニゅルりィんっ

「――なっ!?」

　唇状の部位の奥からニュルリと出てきたもの。

　血気を失った、人間の頭部だった。表情は泣き顔に見える。

　いや、苦く悶もんの顔にも見えるか？　あるいは、絶望に打ちひしがれた顔か……。

「そう、か」

　ようやく理解する。

　これはいわば〝再現〟なのだ。そう、魂喰いの本質はあのリザードマンたちと同じ。

　廃棄者の死にざまを、俺に見せつけている。

　殺した廃棄者たちの死に顔。死ぬ直前の表情。

　魂喰いのコレクション。捕縛した魂の形みたいなものを転写しているのだろうか？

　確かな答えは出せない。

　ともかく見せつけている――俺に。

〝ほぉら？　おまえの仲間の哀れな表情をよぉく見なよ？〟

　反応を寄よ越こせ。くれ。魂喰いのそんな声が聞こえてくるようだ。

　これが、魂喰いの娯楽。

　冷や汗が伝う。笑みが、引き攣つる。

「てめぇも、かよ……ここの魔物どもはどいつもこいつも……なんつー趣味の悪さ、してやがる……ッ」

　転写ゾンビが近づいてくる。ペタペタ、歩いてくる。

　ベースが泣き顔なのが余計に不気味さを増加させている。

　表情が――まるで助けてくれと、懇願しているようで。

「――――――――」




　俺は一歩、後ずさった。




「ふざ……けんな、よ……っ」

　こいつらは、今までと違うだろ。

　そう――違う。

　人型の魔物とはこれまでも戦ってきた。けど、

「こんなにも〝人間〟な相手じゃ、なかったッ……だってこいつら……ほとんど人間の姿を、してるじゃねぇか……ッ！」

　人の姿をしている。こんなにも、抱く感情が違うものなのか。

　左手の斜め前側の壁が、崩落。

　振動と共に姿を現したのは、巨大な人面石。

　身体からだの部分はカドの取れた四角形に近い形、と言えばいいのか。

　前方部分が石っぽい人面。後方部分はナマズみたいな肉、石、土の融合体に見えた。

　身体の部位から何本も伸びている触手じみた肉。黒く肉々しい触手。どこかイソギンチャクを彷ほう彿ふつとさせる。その動きはさながら海の底で揺れる海藻のよう。

　魂喰いの髪の毛みたいに見えなくもない。触手の先が淡く黄色に発光している。

　アレか。多分、あの触手の先から例のビームが出たのだ。

「！」

　閉じている目から血のような赤い液体が流れてきた。まるで、血涙。

　魂喰いの口がカパッと大きく開かれた。

　その口からブシュブシュと赤い液体が噴き出し始める。そして、

「ひ[image: ][image: ]ェ――ぁアあアあアあア[image: ][image: ]ぎヒぃェぇァ[image: ][image: ]あアあアあアあラぁァあ[image: ][image: ]――――――――ッ！」

　汚らしい吐血音を交えた強く耳じ朶だ打つ雄お叫たけび。

　絹裂く悲鳴に歪ゆがみが付与されたようでもある。もはやホラーの声域。耳障りな絶叫。

　叫びが止やみ、魂喰いが口を閉じる。今度は魂喰いの目が薄く開いていく。その口もとが微笑ほほえみを作っていく。金色の瞳。心なしか、その目は笑っている――ように見える。

「こい、つ――」

　やはりこの状況を楽しんでいやがる。俺を、追い詰めて。

「…………」

　それでもまるで、隙がない。さっぱり空隙を見つけられない。驚嘆すべき隙のなさ。

　もしここで俺がひとたび状態異常スキルを放つ気配を起こせば――先ほどの二の舞は、確実。今度こそ身体の一部を持っていかれるだろう。

　近づく粘性の足音。足音の方角へ向き直る。

　転写ゾンビが、近づいてきていた。

「しかも……く、くそったれがぁっ！　死んだ人間の魂を操って、こんなっ……」

　ボトボトと青紫の液体を垂らすゾンビが近くまで迫る。ゾンビへ、左腕を突き出す。

「ぐ……っ！　パ――」

　ジーッと観察されている気配。

　汗がドッと噴き出す。目を剝むく。歯を食いしばる。思い切って、口を開く。

「【パラ、ライズ】っ！」

　阻害、されなかった。

　三体のゾンビの動きが停止。麻ま痺ひ、成功。

　魂喰いをチラ見する。高みの見物といった様子。

　俺の腕は自分の方へ向いていなかった。だから、迎撃してこなかった？

　荒い息を吐きながら俺はしかと三体のゾンビを見据える。声が、震える。

「つ、次は――」

　哀かなしげな人間の表情、泣いている表情、助けてと懇願する表情。

「ポ――【ポイ、ズ――】、……ぁぁああぁくそぉぉ！」

　天を仰ぐ。

「でき、ねぇ……ッ！」

　力一杯、歯を食いしばる。

「半分、死んでいるとはいえっ……に、人間の姿をした相手に……っ！　こんな残酷な毒スキルを――使える、かよっ！　ふざ、けんな！」

　目尻に涙が滲にじんできた。地獄めいた遺跡で死んだ廃棄者たち。言うなれば、

「仲間じゃないかよ、俺の……ッ！」

　ありったけの憎しみを込めて、魂喰いを睨にらみつける。

「俺は――俺はなぁ、そこまで堕おちちゃいねぇんだよ！　人の魂を遊び道具にするおまえとは違う！　だから〝仲間〟に対してこの毒スキルは、使えない！　使わない！　魔物はともかく……〝人間〟の姿をした相手に……何も悪くないはずの、やつらにっ……この毒の力を、使えるわけがねぇだろ！　お、俺は――」

　涙が、とめどなく溢あふれてくる。

「俺はまだ、人間なんだ……ッ！」

　ニィィィィィと歯を剝いて、魂喰いが嗤わらった。

　その目も笑みの形へと、さらに吊つり上がっていく。

　ベチャッ、ビチャッ、ドチャッ！　ドチェッ……

　ヘドロが20ほど、追加された。

　追加のヘドロもあっという間に人の形を成していく。縦型の唇から人の頭部が出現。

　またも並び立つ絶望の表情。死者の行進が始まる。俺を、取り囲もうとするみたいに。

　ペトッ、ペトッ、ペタッ

「く、来るな……っ」

　右手で顔を覆う。ふらつきながら、俺は、後退していく。

「よ、よせ……」

　たとえば魂の記憶を転写しているのだとしても。

　あの姿が、ただの模造品コピーだとしても。

　元となったのは、同胞とも言える廃棄者たち。

　甦よみがえってくる。出遭ってきた数々の廃棄者なかまたちの姿が。

「仲間だろ、お、俺たち……っ!?」

　頼む、伝わってくれ。

　俺の心。もう一度、奇跡を――、……。

　腕が小刻みに、震え始める。

「来る、な……」

　壁際へ追い詰められていく。前方には死者たちの列。死者たちの背後には、魂喰い。

　魂喰いも、迫ってきている。

　ニッカァァッ！　と満面の笑みを浮かべる魂喰い。

　燦さん々さんと輝く太陽のごとき笑みだった。

　気持ち悪いくらい白い歯が並んでいる。盛り上がった歯茎がやや前へ剝き出ていた。

　こいつは俺の絶望を味わっている。嚙かみ締めている。

　最高の獲物に出遭った。そんな表情。こいつは、楽しんでいる……。

　その時だった。人の形と顔を持つ大量の青白い霊体めいた何かが、もがき苦しむように、魂喰いの身体から上半身だけ姿を現した。

　眼がん窩かと口が黒々とした霊体。皆、大口を開けている。

「「ホォォオオオオオオォォォオオオオオオ――――ッ！　ォォオオオオォォォオオオオオオ――――ッ！」」

　まるで、束縛による苦しみからの解放を懇願しているようだった。絶望色に染まった魂の大合唱。捕えた魂たちにも、この光景を見せつけようとしているのか。

「ひどすぎる、だろ」

　背筋に寒気が走った。歯の根が、合わない。

　外道中の外道……悪魔だ、魂喰いこいつは。

「うっ!?」

　背中が壁についたのがわかった。

　もはや逃げ場はない。逃げる気力も、ない。

　足も竦すくんで動かない。恐怖が身体を地面に縛りつけている。

　怖い、怖い、怖い。

　近づく死者。迫る、魂喰ぐい。

「や……やめ、ろ……っ」

　絶体、絶命。

「やめて、くれ……頼むから……よ、よせ……来るな……来るな、来るな来るな、来るな来るな来るな来るな来るなぁぁああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]――――――――ッ！」

　魂喰いの口がさらにカッと大きく開かれる。触手たちが倍速で激しく踊り出す。

　動どう悸きが、激しさを増す。俺の表情をさらに深い絶望が侵しん蝕しよくしていく。

　独りで、地上へ出ようとした。

　独りで、生き残るつもりだった。

　だけど、最後に俺が縋すがろうとしたのは――

「なん、だよ……なんなんだよ、くそがぁぁああああ！　もう充分だろ!?　俺、ここまでよくやっただろ!?　ちくしょう！　誰でもいい！　俺を、助けろ！　誰か、俺のこの必死の足あ搔がきに応えろよッ！　それがセオリーってもんだろ!?　もういい加減、そういう幸運が舞い降りてもいい頃だろッ!?」

　絶望に染まった怒りが、響き渡る。

　どこかへ届いてくれと。

　誰かに、届いてくれと。

　この魂の叫びを、聞いてくれと。

「誰でもいいから……本当に、誰でもいいから……誰か――誰か俺を、助けろ……誰か、助けろよぉぉおおおおぉぉぉおおおおおお[image: ][image: ][image: ]――――――――ッ！」

　今まで耐えてきたそのすべてが――決壊した。

　ニッ、カァァァアアア！

　血の涙を流しながら、笑顔を最高にキラキラさせる魂喰い。

　伝わってくる――魂喰いの、愉悦が。

　気持ちが。

〝最高！〟




　　　　　◇




「――――【パラライズ】――――」




　ビキッ、ピシッ、ピ、キッ――

「――ッ!?　ギ、ぃ……ッ!?」

　そう、最高。

　今が、最高。

　魂喰いにとって、最高の時。

　今この時こそ、魂喰いが待ちわびた最高の瞬間とき。

　ゆえに生じる――――――――――――――――空隙クリア。

　顔を覆う手の指の隙間から、俺の目は確かくと、魂喰いを捉えている。

　最初の三体のゾンビに【パラライズ】を放った際、腕を前へ突き出して以降、俺はただの一度とてその左腕を下げていない。目で対象を認識。対象へ腕も、向けている。

　発動前提条件二項――クリア。

「……、――ぎ、ィぃィっ!?　ギ!?」

　魂喰いの表情が一変。その動きが、停止する。

「それだよ」

　指の隙間から魂喰いを見据える。獲物を追い詰めた時の――







[image: ]







「傲慢な強者が否いやが応おうでも持っちまう、致命的弱点」

　相手よりも格上だと思い込んだ、その瞬間。

　もう勝利が確定だと思い込んだ、その瞬間。

　生じるは大敵――名を、油断。

　共に引き連れてくるものは、意識の空白。ねじ込んでやった――その、空白に。

　状態異常スキルパラライズを。
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【スキルレベルが上がりました】

【ＬＶ２→ＬＶ３】
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　とうに震えは、停止した。

　とうに涙も、失うせている。

　すべては、フェイク演技。

「ギぃィぃ！　ヌぎィぃィ！　ウっ、[image: ]ぎィぃィぃィぃィぃィぃッぃ!?」

　魂喰いが必死に身体からだを動かそうとしている。歯を食いしばり、もがこうとしている。

　が、動けないようだ。過剰な充血ぶりを彷ほう彿ふつとさせる金色の瞳。白目部分に血管みたいな太い脈が何本も浮き出ている。ギリリッと、人面石が俺を睨にらみつけてきた。

　憎悪、恥辱、殺意。

　歯茎らしき肉の部分から赤い液体が滲にじみ出ていた。魂喰いを、睨み返す。




「俺は自分自身すらをも――騙だまし、欺ける」




　さっき俺は、本気で怯おびえていた。本気で、追い詰められていた。

　同じ人間の姿をした敵を前に激しく葛藤していた。

　完全に〝優しい三み森もり灯とう河か〟に感情移入していた。

　要するに、なり切った。何もかもを見通す目をした魂喰いを、欺くために。

「おまえら……ああいうの、大好物だろ？」

　リザードマンや双頭豹ひようの持っていた嗜し虐ぎやく性。弱者をいたぶりたいという黒い欲望。

　そう、やつらは期待していた。怯える姿を。無様な姿を。

　魂喰いも同じだと俺は悟った。

　トドメを優先せず、コレクションを見せつけにきた時点で。

　だから、利用してやった。勝ちを、確信させてやった。望みを、叶かなえてやった。

　与えてやったのだ――傲慢な捕食側の望む〝弱者の無様な姿〟を。

「カカカ……どうだったよ？　なかなか真に迫った演技だっただろ？　なぁ、魂喰いボス？」

　魂喰いにも状態異常スキルが効いた。その安あん堵ど感かんと、嬉うれしさゆえか。

　俺の口もとはさらに、笑みの形へと切り替わっていく。

「クク、そりゃあそうさ……」

　名俳優ペテン師にも、なろうというもの。叔父夫婦に引き取られたあと、

「何日も、何か月も、何年も――」

　無害に、なろうとした。

　普通に、なろうとした。

　優しく、なろうとした。

　腕を掲げ、血の滲む指先を、魂喰いに誇示する。

「己自身すらをも、騙し、欺き――」

　ついには自ら〝本当の自分〟を、忘却してしまうほどに。

「俺は――」

　目を剝むき凶きよう情じようにて、嗤わらいかける。




「優しくて普通な空気モブの〝三森灯河〟を、ずっと演じ続けてきたんだからな……ッ」




　魂食いと共に複数対象指定で麻ま痺ひさせたゾンビたちの動きも、止まっている。

　わざと壁際に追い詰められたのは、角度を確保するため。

「追い詰められていると見せかけて――」

　背にしているのが壁なら対象を〝前方〟へ集めることができる。

「逆に追い詰められていたのは、おまえらの方だったわけだ」

　左右の腕を突き出す。ゾンビたちを複数対象指定。

「【ポイズン】」

　毒を付与。毒状態になったゾンビたちの様子が変化していく。

　腐竜と同じくやはり〝死者〟にも有効らしい。

「ゾンビどもには明確な殺意があった。もしゾンビが廃棄者の魂の情報を利用して造り出された魔物だったとしても……遠慮するわけが、ねぇだろ」

　悪意には悪意で。

　殺意には殺意で。

　叩たたき潰す。

　停止したゾンビの間を縫って歩く。ダメージのせいだろうか。何体かのゾンビの片足がドロっと溶けた。ゾンビが膝をつく。さながら、王に跪ひざまずくみたいに。

　毒状態のゾンビを背後にし、魂喰ぐいの前に立つ。

「多分この遺跡で俺のステータスは最弱だ。しかし、最弱ってのもそう悪くなかった」

　魂喰いは歯ぎしりの表情で俺を睨んでいる。触手が微振動的に痙けい攣れんしていた。

　動かせないのだ。例のお得意のビームも、出せないらしい。

「最弱でよかったよ――ナメてもらえるからな。だからこそ、生き残れた」

　俺はな。

　生き残れなかった者もいる。出遭ってきた廃棄者の骸骨たち。

　魔物に遊び道具にされていた骸骨。ここまで辿たどり着いた四人の骸骨。暗黒の勇者。

　彼らを〝仲間〟とは言い難いかもしれない。俺は彼らの人となりすら知らない。

　むしろ彼らが俺を〝仲間〟とも思うまい。

　彼らはクソ女神に廃棄された。要は〝まとも〟な人間だったのだろう。

　まともゆえ、廃棄された。しかし俺は自分を〝まとも〟とは思えない。

　目的は女神ヴィシスへの復ふく讐しゆう。復讐に取り憑つかれた廃棄勇者。

　人から褒められるような野望じゃない。立派な人間でもない。彼らに仲間意識を持つなど、おこがましくもある。が――今、俺はひどくイラついていた。

　廃棄者たちの無念、屈辱、絶望を、思うと。

「どうにも腹が立って、仕方がなくてな……」

「ぬギぎギぃィいイいイぃィいイいイ―――ッ！」

　こいつにずっと魂を束縛されて、彼らはどれほど苦しんだのか。廃棄されてこんな場所で死んだだけでも、十分な苦しみなのに。魔物にいたぶられて殺されたのも、辛つらかったはずだ。なのに死後も、魂を囚とらわれ続けて。そうして苦しみ続けた廃棄者たち。

　なればこそ、俺は与えたいと思った。

　無念を、屈辱を、絶望を――この、魂喰いに。

「【ポイズン】」

　魂喰いの顔面が紫に変色。その身体が泡を吹き始める。ポイズンも――成功。
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【スキルレベルが上がりました】

【ＬＶ２→ＬＶ３】
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　絶ぜつ殺さつの視線で射殺そうとする魂喰いに対し、真っ直すぐ睨み返す。

　魂喰いの顔面の目と鼻の先まで、ゆったり近づく。

　自分の中で溜たまっていた憎悪と怒りはもはや暴発しそうだった。

　だから、思いっ切り嗤ってやることにした。

　目を一杯に開いて魂喰いを見下す。

「クソ雑魚だと侮っていた廃棄者に、まさかの一服を盛られて――」

　口端を限界まで吊つり上げる。

「一転、窮地に陥って――」

　凶笑。

「ずいぶんと無様な最期じゃねぇか？　なぁ、魂喰い？」

　口を開き、舌を出す。

「っ!?　[image: ]、ぉ――ィ、ぎ、ィぃィぃイいイいイい[image: ][image: ]……ッ！　に、ィ、ぎヒぃ[image: ]いイい[image: ][image: ]――――ッ！」

　魂喰いの怒りが頂点に達したらしい。極致の激げき昂こうで我を忘れている感じだ。

　こいつは人語を解しているのだろうか？

　あるいは、意思がなんとなく伝わっている感じだろうか？

　魂喰いの身体が痙攣めいた振動を始める。

　ブシュ、ブシュゥ！　ブッシャァ！　ブシュゥゥゥゥッ！

　魂喰いの身体から青い液体が噴き出し始めた。これまでの赤い液体とは異なる色。あの青い血は血液に等しいのかもしれない。血泉がごとく、青い液体が撒まき散らされていく。

　いささかスッキリした俺は、青い血のかからない位置まで下がって観察を始めた。

　目の前で起こっている現象に対し仮説を立てる。

「ふむ……麻痺した状態で力任せに無理矢理動こうとすると、ああして身体に追加ダメージがいくのかもしれないな……」

　おそらくは、馬鹿げた基礎能力値を持つ魂喰いだからこそ成せる現場実験死にざま。

「いいサンプルだ」

　おかげで長々と毒のみによる死を待たずに済みそうだ。準備していた【スリープ】の出番はあるだろうか？　まあ、早死にしてくれるに越したことはない。

　時間の節約にもなる。死に急いでくれるなら、ありがたいことだ。

　魂喰いの殺意と激昂はおさまらない。これまで廃棄者たちをずっと煽あおり続けてきたのだろう。しかし、自分が煽られる側に回ったことはなかったわけだ。

　廃棄遺跡においては己こそが最強。ずっと、そう信じてきたのだろう。

　存外――俺が魂喰いに勝てたのは、過去の廃棄者たちがこいつに太刀打ちできなかったからとも考えられる。だから、ナメてもらえた。

　結果として見れば、過去の廃棄者たちが布石を敷いてくれていた形になる。

　ピキッ、ビキッ、ピシィッ――

　石顔に亀裂が走っていく。表面の石が、半分くらい剝がれ落ちた。

　石の奥の肉が覗のぞく。黒と赤とピンクがまじった肉肌。肉は青い血に塗まみれている。

　歯にもヒビが走った。崩壊が近いのを予感させる。

「グ、ぎ、ィぃィ[image: ][image: ]……っ！」

　それでも魂喰いの憤怒はおさまらない。感情を理性で抑えられないのかもしれない。

　感じるのは――殺意、殺意、殺意。止まらない、殺意。

　死を待っていると、黄ゲージがなくなりかけた。

「……もういい」

　ふと口にしたその言葉は、魂喰いへ向けたものではない。それは、

「眠ってくれ」

　魂を囚われていた、廃棄者たちへの――

「【スリープ】」







「[image: ]、ぐ、ィ、ぇ……、――――」

　魂喰いが、ついに力尽きた。
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【レベルが上がりました】

【ＬＶ１２２９→ＬＶ１７８９】
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　目の前には肉まじりの瓦が礫れきの山……。表現するなら、そんな感じだった。

　ゾンビは残骸めいたヘドロに戻っている。動き出す気配はない。

　そういえば、戦いの最中にスキルレベルが上がっていた。

　上がったのは【パラライズ】と【ポイズン】。

　定められた使用回数に達したのだろうか？　やはり、スキル経験値は使用した相手の人数に依存か？　もしくは使用した相手の強さによって加算される？

　スキル経験値は何に依存するのか。まだスキル方面はわからないことが多い。ただ、

「魂喰いに囚われていた魂たちにも効果が出ていたとしたら……けっこうな数にスキルを使用したことになるのかもな……」

　もし魂たちも毒で苦しませてしまっていたら、さすがにイイ気はしないが。

「苦しませちまったなら、悪かったな――ん？」

　突如、魂喰いの死骸が青白く光り始めた。

「「――ォ、……ホォォォオオオオオオ！　ォォオオオオォォォォオオオオオオオオ――――――――ッ！」」

　大量の霊体が、怒ど濤とうの勢いで魂喰いの死骸から飛び出した。似た光景を以前テレビか何かで見た気がする。連なって海中を駆け巡る大量の魚群。あんな感じの印象を受けた。

　霊体群はぐるりとエリア内を一周した。最後は天井にぶち当たった――ように見えた。

　霊体の大群は天井部分へ到達すると、弾はじけ散った。

　青白い粒子が舞い落ちてくる。

　まるで、静かな夜にハラハラと降る雪のような――




　　　　　□




「――――――――」

　声が、きこえる。

〝おまえといちばん最初にここで会ったのはおれだったよな。背後のミノタウロスに気づいて逃げてくれた時はホッとしたぜ。ほんっと、よくがんばったなぁ……〟

　ここで最初に出遭ったのは、頭蓋骨が半分だけのドクロだった。

〝すまなかったね。私の斧おのではあの四つ腕の鳥人の皮膚を傷つけることはできなかったようだ。でも、よく生き残ってくれた。自分のことのように嬉うれしいよ〟

　麻ま痺ひした鳥頭のところへ行く途中、俺は斧を見つけた。

　超硬の皮膚を傷つけることは、できなかったが。

〝僕の外がい套とうが途中まで君のお役に立てたみたいでよかったよ。最後はあの大賢者に着せられるなんて、少し恐縮しちゃったけどね。とにかく……ありがとう〟

　遺跡エリアで交換するまで着ていた黒い外套。

　あれは、最初の転送場所の骸骨から拝借したものだった。

〝あの短剣はそこそこ質のいいものだったんだけど、ここの魔物相手には荷が重すぎたみたいね？　ふふ、あの牛男の目玉を食べようとした時はびっくりしたわよ？　なんにせよ……魂喰いを倒してくれて、ありがとね……〟

　ミノタウロスの目玉を抉えぐり出した短剣。

　あれも、転送場所の骸骨の荷物から持ち出したものだった。

〝あのドラゴンゾンビを倒しちまうなんてすげぇよなぁ！　がはは！　オレなんか、追い詰められて沼に落ちて死んじまったってのによ！　間抜けな死にざまだよな！　とにもかくにも、よくやった！　おまえさんはすげぇやつだ！〟

　鍾しよう乳にゆう洞どうエリアの沼に浮かんでいた骸骨。

〝あ、あの――〟

　人の姿をした半透明の青白いものが、立っていた。

　覚えのある服装。忘れるはずもない。

　リザードマンが悲鳴の物もの真ま似ねをしていた廃棄者。その骸骨が、着ていた服。

　優しげな顔立ちの女だった。彼女に起こった出来事を考えると、心が痛む程度には。

　女が両手のこぶしをグッと握り込む。

〝こ、こんな風に言うのは少し野蛮かもしれないんですけど……残酷なリザードマンどもをこてんぱんにやっつけてくれて、わたし――ス、スカッとしました！　あいつらにひと泡吹かせてくれて、あ、ありがとうございます！〟

　ペコッと頭を下げられた。軽くだが反射的に会釈を返す。

　救われたような微笑ほほえみを残して、女は消えていった。

〝スカッとしたのはワシも同じだよ。まさかあいつらが死ぬ姿を拝めるとは思っておらんかったからな……わざわざ他の魔物のオモチャにならんよう配慮してくれたことにも、感謝しておるよ。心から幸運を祈っておるぞ、少年〟

　今の服装にも見覚えがある。火だるまにされた時の物真似をされていた男。

〝ぼ、僕らもスカッとしました！　あの豹ひよう人たちは本当に、ひどいやつらで……っ〟

〝わざわざ遊具を分解して私たちを洞窟の窪くぼみに並べてくれましたよね？　ありがとうございました。あなたは、とてもお優しい方なのですね〟

　双頭豹がヌンチャクみたいな遊具にしていた二つのドクロ。

〝地上へ出たら俺たちの宝石を役立ててくれると嬉しい。そこそこの高値で売れるはずだとは思うんだが……今の時代の経済状況がわからないから、意外と今は安いかもしれないな。その……安値だったら、すまない……〟

〝でも、銀貨の方は同じ価値だと思うわよ！　んっと……たぶん、だけどね？　ふふ、にしてもあの遺跡帯の魔物を倒しちゃうなんて、アンタってすごいヤツなのね！　地上へ出たあとの無事を祈ってるわ！　がんばってね！〟

　一組の男女。二人は、親しげに手を繫つないでいた。服装を記憶と照らし合わせずともわかった。遺跡エリアの部屋で手を繫ぎ、寄り添っていたペアの骸骨。

「で……最後はやっぱ、あんたか……」

　最後に現れたのは五人の男女だった。先頭の男の出いで立たちにはとても見覚えがある。

　俺が今、着ているローブ。

　大賢者アングリン――またの名を、暗黒の勇者。

　後ろにいるのは、このエリアで死んでいた廃棄者たちだろうか？

〝　　　　　〟

　何か語りかけてきている。しかし〝声〟が聞こえない。かろうじて口の動きで〝ありがとう〟だけはわかった。必死に読み取ろうとするが……やはり、読み取れない。

　理解を司つかさどる部位が靄もやにでも包まれているかのようだ。

　ただ、相手は伝わっているつもりで話しているらしい。

　ほんの一分も経たたぬうちに、五人の姿が薄れ始めた。大賢者が何か言った。

〝　　　　　　　　　〟

　言い終えると、大賢者は後ろを振り向いた。他の四人が温かく彼を迎え入れる。

〝おかえり〟

　そう言っているように見えた。後ろの四人が、俺に手を振ってきた。

　口の動きで〝ありがとう〟と言ったのがわかった。

　俺は、少しだけ手を上げて応えた。

「…………」

　最後の大賢者の言葉。その言葉だけは、はっきりとわかった。




〝ど　う　か　、　あ　の　女　神　を――〟




　　　　　▽




「……、――っ？」

　ハッとする。

　ウトウトしていた？　急な眠気にでもやられたのか……？

「それに、今の……」

　まぼろし、だったのだろうか？

　不思議な感覚だった。

　俺は孤独に廃棄遺跡を彷徨さまよっているつもりだった。が、一人ではなかったのだろうか？

　大先輩たちが、静かに見守ってくれていたのだろうか？

　真相はわからない。おそらくは、これからもずっと。けど、悪い気分ではなかった。

　感じたのは、叔父夫婦と似た温かさ。

「…………」

　あの時、大賢者が残した最後の言葉。




〝どうか、あの女神を――倒してくれ〟




　廃棄者全員の意思を、彼が代表したのだろうか。

「ただまあ……俺がその頼みを引き受ける義務も、別にねぇんだがな。ま、とはいえ――安心しな」

　右のてのひらに、左のこぶしをパシッと打ちつける。

「それなりの時間はかかるかもしれねぇが――」

　虚空に浮かぶ記憶の中の女神を睨ねめつける。

「最後にはきっちりあのクソ女神に、落とし前はつけさせてやるからよ」

　魂喰ぐいの残骸から金色の石を拾い、俺は立ち上がった。

　次に、皮袋を回収して階段を上がる。

　階段をのぼりきったところで一度、俺は後ろを振り返った。

「……………………じゃあな」

　それは、誰へ向けた別れの言葉だったのか。

　自分でもよくわからない。

　金色の石を窪みに嵌はめ込む。

　振動。

　扉が、開いていく。

　開く扉の隙間から、光が溢あふれ出してくる。




　最初に俺を出迎えたのは、どこか懐かしい、温かな太陽の光だった。







５．ＡＶＥＮＧＥＲ（Ｓ）





　◇【十河綾香】◇






　異世界に召喚されてから数日が経った。

　十そ河ごう綾あや香かは王都の南西に位置する森を歩いていた。周囲を警戒する。

　枝が折れる音。咄とつ嗟さに構えを取る。綾香が手にしているのは、長ちよう槍そう。

「ぐルるルる……ガぁァぁアあアあア！」

　涎よだれをダラダラと垂らす口くち犬いぬ。

　金きん眼がん。テラテラ光る牙が並ぶ大口。口がいびつなほど大きい。

　前の世界ではあんな生物、見たことがない。

　異世界。ここは本当に異なる世界なのだ。実感がより醸成されていく。

　犬型の魔物の方へ一歩、踏み込む。

「勝負、するの？」

　自分への問いかけか。はたまた魔物への問いかけか。わからない。

「グるルるルぅ……ッ！」

　臨戦態勢で威嚇してくる口犬。

「どぉこ行きやがったぁぁああああ!?　おらぁぁクソ犬ぅぅぅうううううう！」

　小お山やま田だ翔しよう吾ごの怒声。近づいてくる。葉擦れの音が、迫ってきた。

　と、大剣を振りかぶった小山田が茂みから飛び出してきた。

「――ッ!?　が、ォぅゥ!?」

　小山田の姿を認めた瞬間、口犬が飛び退のく。俊足で小山田の反対方向へと駆け出す口犬。

　綾香の中に迷いが生じる。自分の距離なら、口犬の行く手は阻めるが――

「そいつはおれの獲物だぜ十河ぉ!?　冷える邪魔ぁすんじゃねぇぞぉ!?　てめぇはおれたち上級グループの一員じゃねぇんだからなぁ！　ネツい獲物を渡す理由なんざ、どこにもねぇんだよ！」

　小山田は綾香の加勢を認めなかった。

「ま、おれの誘いでグループに入るってんなら――あの口犬、譲ってやってもいいぜぇ!?　せいぜい考えとけや！　身の振り方ってもんをなぁ!?」

　大上段の言葉を残し、小山田は再び茂みの奥へと消えた。

　一人になった綾香は周囲を確認する。怪しい物音はしない。警戒の度合いを下げる。

「……ふぅ」

　現在、２‐Ｃの勇者たちは女神の命で戦闘訓練を行っている。

　王都の傍らに設けられた訓練用の森林地帯。

　このエリアは巨大な壁で周りを囲まれている。

　今、エリアの中には凶暴な魔物が放し飼いにされているそうだ。

　ただし強さは今の勇者たちに合わせたと聞いた。

（邪悪から世界を救う、か）

　綾香は切り立った岩に背を預けた。槍やりをギュッと抱く。

　数日前。城で捕えている魔物を女神が生徒たちに殺させたという。

　生き物を殺すのに慣れさせる。それが目的だと聞いた。

　綾香はその頃、城内の一室で眠っていた。女神に気絶させられていたからだ。

　目覚めた時、すでに〝通過儀礼〟は終わっていた。

　けれど〝通過〟できなかった生徒もいたそうだ。

　彼らはどうしても魔物を殺すことができなかった。

　嘔おう吐として動けなくなる者。泣き崩れてしまう者。気絶してしまう者。錯乱する者。

　当然だ。自らの手で意思ある他生物の命を奪う。

　皆、そんな行為や思考とは無縁の世界で生きてきた。自分だって、そうだ。

　綾香の意識が戻った時、女神が会いにきた。女神はまず儀式を通過できなかった〝脱落者〟の話をした。そして、彼らを〝廃棄〟するつもりだと告げた。

『私としては残念ですが、彼らは廃棄せざるをえません。死んでしまったトーカ・ミモリさんと同じ末路ですね……』

　三み森もり灯とう河かの最期も手短に聞かされた。

　ただ、自分の知っている三森灯河とは微妙に違う気がしたが。

『…………』

　いずれにせよ、救えなかったのは事実。

『ぐすっ……申し訳ありませんソゴウさん……悔しいですが、これがアライオンの確固たる方針なのです。規律なのです。仕方ないのです……大変申し訳ない、非常に申し訳ない……』

　綾香は女神の意図を理解した。

『はっきり言います、女神さま』

『はい？　どうぞ？　はっきり言ってください？』

『女神さまのああいうやり方に、私は賛同できません』

『ん～？　はて？　どういうやり方の話ですかねぇ？』

『……弱い人を切り捨てるようなやり方の話です』

『うふふ、世の中には様々な意見がありますからねぇ～。神を名乗るだけあって、私はとても寛容です。ですので少しくらいの考え方の違いは受け入れますよ～？　ただ……勇者としての役目を果たしていただけない方には、やはりご退場を願わないと……』

『Ｓ級勇者は価値が高いんですよね？』

『はい！　とぉっても高いですよ！』

　選択肢はなかった。女神の望む返答を、綾香は口にした。

『女神さまの言う〝通過儀礼〟を突破できなかった生徒の分まで、私がＳ級勇者として役目を果たします。それで彼らの〝廃棄〟をなしにしてくれませんか？』

『わぁ！　なんと勇気ある素敵なご提案でしょうか！　さすがはＳ級勇者です！　やり方に違和感は覚えつつも、身を粉にして私たちに協力してくださるというのですね!?　この世界を、救うために！』

『はい』

『本当に嬉うれしいです～！　では、仲直りの握手をしましょう！　極度の緊張状態で錯乱したソゴウさんを落ち着かせるためだったとはいえ、お腹なかを殴ったりしてすみませんでした～』

　綾香は女神と握手を交わした。氷と思えるほど、冷たい手だった。

　手の冷たい人は優しいなんて噓うそだ。そう思った。

（錯乱、か……そうね……召喚されたのが何日前だったか程度の情報をまともに思い出せないくらいには、私は混乱している……）

　だけどやらなければ――彼らのために。

　最初の試練を突破できなかった生徒たち。

　名を聞く限りクラスでも優しい人たちばかりだ。

　また、彼らの今のまとめ役は担任の柘ざく榴ろ木ぎだと聞いた。ただ、現在の彼はすっかり気力を失っていた。目覚めたあとで見た時はまるで別人に思えた。

『いや～Ｄ級勇者のセンセーとか正直ナイっすわ～！　尊敬しろとか言われても無意識が拒否しますわ～！　冷え冷えっすわ～！　あ、おれらのグループ的にも当然ノーセンキューっす！　そうだ！　城の厨ちゆう房ぼうで皿洗いとかイイんじゃないっすかね!?　柘榴木クン!?』

　小山田から叩たたきつけられた言葉にぽっきり心が折れてしまったようだ。

　綾香は言い過ぎだと小山田を注意した。気の毒に思ってそのあと柘榴木に声をかけた。

　が、柘榴木は綾香を無視してフラフラと歩き去ってしまった。

（……強く、ならないと）

　武器は城のものを自由に選ばせてもらえた。

　桐きり原はら拓たく斗とは刀、小山田翔吾は大剣、安やす智とも弘ひろは双剣、高たか雄お聖ひじりは長剣、高雄樹いつきは細剣。

　この世界には刀があるらしい。

　過去の召喚勇者が持っていた武器や技術が一部で広まったそうだ。

　十河綾香は、槍。迷わず選んだ武器。綾香にとっては慣れ親しんだ武器でもある。

　綾香の祖母は〝鬼き槍そう流りゆう〟という古流武術の師範代だった。

　どんな経緯で資産家の祖父と結婚したのかはわからない。

　幼い頃から綾香は祖母に鬼槍流を教え込まれてきた。

　鬼槍流は槍そう術じゆつだけにおさまらない。元を辿たどれば、槍で対応できない間合いへ入り込まれた際に使用していた武術が発達したものだという。そう教えられた。

　勉強や習い事、トレーニングの傍ら、祖母から稽古を受けるのが綾香のひそかな楽しみだった。稽古のあとはシャワーで汗を流し、寝るまで読書。

　それが十河綾香の日常だった。今では懐かしさすら覚える日々だ。

（古武術が何かの役に立つとか、考えたことはなかったけど……）

　綾香は祖母が大好きだった。だから、稽古を続けていた。

（まさかこんな形で、おばあさまから学んだ鬼槍流が役に立つなんてね……）

　けれど安心はできない。綾香が結果を出さねば、脱落した生徒に危険が及ぶ。

　Ｓ級勇者に期待された結果を出せなければ――

（三森君……彼の、ように）

　弱者を切り捨てる思想など、間違っている。

　ノブレスオブリージュ。

　ひと昔前に流行した言葉だ。

　力ある者は義務を果たす。果たさねばならない。

　綾香は決意を固める。まずは魔物を殺して〝レベルアップ〟しなくてはならない。

　この世界では強い魔物を殺すと自分も強くなれるらしい。

　殺すと経験値（エネルギーのようなもの？）が手に入るのだという。

「ステータス、オープン」
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【アヤカ・ソゴウ】

　ＬＶ１

　ＨＰ：＋７００　ＭＰ：＋３００

　攻撃：＋１３００　防御：＋３００　体力：＋５００

　速さ：＋７００【＋５００】　賢さ：＋７００

【称号：Ｓ級勇者】
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　女神から説明は受けている。

　レベルが上がるとこのステータス補正値の数値が増える。

　レベルという概念は召喚勇者にのみ存在するらしい。現地の人間に経験値や補正値の概念はない。彼らは自分のステータスを確認したりもできない。

　【速さ】の下の括弧表記はユニークアイテムの効果だ。

　綾あや香かは耳のイヤリングに軽く触れた。大抵のユニークアイテムは補正値加算の効果があるという。確かに今は、前より少しだけ足が速くなった気もする。

（経験値……）

　人間を殺しても経験値は入らない。レベルアップもしない。当然と言えば当然か。人を殺して簡単に強くなれるのなら世界中で殺人が横行する。最悪、守るべき人間を勇者が殺すことにもなりかねない。暗殺だって頻発するだろう。

　それから経験値を得られる魔物にも二種類あるそうだ。

　経験値を多く持つのは〝金きん眼がんの魔物〟らしい。

　金眼の魔物はその分、強く凶悪らしいが。

（あとは……）

　スキル項目を表示。この操作にも慣れてきた。

　綾香の固有スキルは灰色文字のままだ。ただ【固有スキル】とだけ表示されている。

　いずれ魔法めいた力が使えるようになるのだろうか？

　ところで綾香は、魔物をまだ一匹も殺していない。レベルは１のまま。

（魔物を殺す……私に、やれるの？　いや――）

　やらねばならない。救えなかった三森灯河のためにも。

　今度こそ守り抜いてみせる。もう誰も殺させない。力なき人たちを救ってみせる。

　三森灯河の死を、無駄にはしない。

（さて……魔物を、探さないと）

　綾香は腰を上げて歩き出した。

　今の服装は学校の制服ではない。映画や小説で目にする幻想世界の住人みたいな恰かつ好こう。

　華美なデザインで若干〝女〟を意識させすぎな気もするが。

『異性に対して強く〝異性〟を感じさせる装いの方が、魔素の流れが豊かになると言われているのですよ～。ですので、見た目のデザインにも凝っているのです。特に、Ｓ級勇者の装備に手は抜けませんからね！』

　女神談である。本当だろうか？

　綾香は昨日、自分で勝手に布を当てたりして露出を減らした。

（これでも少し、気恥ずかしいけど）

　綾香は露出が嫌いだった。だから制服の時も黒タイツを着用していた。

　とはいえ学校の制服では防護が薄すぎるのも事実。この装いには魔法（？）的な女神の加護も宿っているらしい。今は命が最優先だ。多少は我慢するしかない。

　諦め気分で歩き出す。

（……勇者、か）

　今では苦手な響きの言葉だ。

　まるで勇気を持つのを、強制されているようで。

　勇気を奮い立たせて邪悪に立ち向かってください。

　勇者。逃げ道を塞ぐ魔法の呼び名。

　その呼び名は、今の綾香にとっては呪いの名に思えてならなかった。

「――――ッ!?」

　何かの気配がして、綾香は槍やりを構えた。

「はぁっ、はぁっ……あっ！　そ、十そ河ごうさん！」

「……鹿か島しま、さん？」

　確か彼女は戦いくさ場ば浅あさ葱ぎのグループの一員だったはずだ。

　今、勇者たちは自然とグループにわかれていた。

　派閥。教室にいた頃と、変わらない。

「どうしたの？」

「つ、伝えてくれって言われて……っ」

「まずは息を整えて。私は逃げないから」

「ごめんなさい……あ、ありがとう……」

　鹿島小こ鳩ばと。クラスでは比較的おとなしい印象の子である。

　しかし、ここにいるということは――

（女神の最初の試練を、突破したのよね……）

　眠っていたから試練の現場は見ていない。

　ただ、彼女は虫も殺せなさそうな子だと思っていた。あるいは、

（戦場さんが何か細工をしたのかも……）

　戦場浅葱は悪知恵の働く人物という印象があった。

　何か細工をして小鳩を〝合格〟させたのかもしれない。

　小鳩の息が整う。

「あの……すごく強い小こ牛ぎゆう鬼きって魔物が、お城の人の間違いでまじっちゃったらしくて……小さい牛人間みたいな魔物らしいんだけど……だから、その……今すぐ集合地点に戻った方がいいかもと思って……」

「わざわざここまで走って、私にそれを伝えにきてくれたの？」

　小鳩は運動が苦手なイメージがあった。気も強くない方だと思う。

「う、うんっ……十河さんは、生き残るべき人だから……っ」

　少し引っかかる言い方だった。まるで自分は最悪、死んでもいいみたいな――
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「鹿島、さん？」

　違和感に気づく。小鳩の表情が凍りついている。綾香の背後を、小鳩が指差す。

「あ、あれ……」

　綾香は振り返った。

「ブっモぉルるルるッるゥぅ！　ブ、ごォぉォおオお――――ッ！」

　頭部が牛の人間。体たい軀くは小柄な部類。が――怖おぞ気けを引き起こす、威圧感。

　金眼の魔物。

「ブんンぉォおオお――ッ！」

　突進、してきた。

「鹿島さんは私の背後に！　できるだけ離れて！　私が相手をするから！」

「で、でも――」

「大丈夫！　任せて！」

「は、はいっ！」

　構えを取る。

（やれる、か？）

　スゥゥゥゥと、呼吸を整える。心の震えを止める。

　しかと相手を目で捉える。祖母の言葉を思い出す。

『この技は、タイミングと平常心が命だよ』

　小牛鬼が迫る。接触――

　パシィッ！

「――――――――ッ」

　ドッ、ガァァァンッ！

　仰あお向むけになった小牛鬼が、地面に激しくめり込んだ。

「げ、ゴ、ぃ……ッ、ご、ボっ……!?」

　魔物が口から血泡を吐き出す。受けた衝撃で、小牛鬼は動けなくなっていた。

「鬼槍、流――」

　小牛魔を圧するは、十河綾香。

「崩ほう落らく十じゆう字じ……ッ」

　稽古の際、技の使用時にはその名を声に出せと教えられた。意識に染み込ませるためだよ、と祖母は言った。あの頃の癖が今も抜けていない。

（でき、た）

　相手の力と勢いを利用する技。合気道の論理に近いだろうか？

　最初に相手の脇のあたりに槍を引っかける。ここで相手の身体からだを支える〝軸〟を崩す。

　直後、相手の懐へ自分の身体を素早く捻じ込む。相手の勢いを利用しながら、槍を基軸に相手の身体を絡め取る。これで、最終段階前の十字型が完成。

　転じて、十字を回転させるように相手を地面へ打ちつける。

　これが鬼き槍そう流りゆう――〝崩落十字〟。

　鬼気迫る表情で魔物を見おろす綾香。

　マウントにも近い体勢。槍を逆手に持つと、綾香は穂先を魔物に向けた。

（殺、す……殺さ、ないと……ッ）

　強く、なるために。

　腕に力を込める。刹那、

「どけぇぇ十河ぉぉぉおおおおおお――――ッ！」

「え？」

　身体を、突き飛ばされた。

「きゃっ!?」

　綾香は尻餅をつく。先ほどまで小牛鬼を見おろしていたその位置。

　成り代わっていたのは、桐きり原はら拓たく斗と。

　桐原が動けない魔物へ腕を突き出す。

「【金色ドラゴニツク、龍鳴波バスター】ぁぁああああ――――ッ！」

　攻撃的な太い金色の光が小牛鬼を消滅させた。荒い息をまじえながら、桐原が言う。

「これで――レベル、18……っ！」

　綾あや香かは呆ぼう然ぜんと目の前の光景を眺めていた。小鳩の震える声。

「十河さん……い、今の……」

　桐原が息を整える。しばらくすると、彼は細い息を吐き出した。

　綾香の方を見る。いつものクールな顔つきで。

「サポート、ご苦労だった」

「え？」

（サポー、ト……？）

　やれやれと息をつく桐原。

「危ないところだったな。気を抜くなよ、十河」

　何ごともなかったかのように背を向ける桐原。

　彼は、そのまま歩き去った。

「何、今の……」

　小鳩は放心状態。混乱を処理できていない様子だった。

「カス」

　突然の声にビクッとした。小鳩も「え!?」と驚く。

　いつの間にか、高たか雄お聖ひじりが近くに立っていた。

「カスね、彼」

　綾香もようやく冷静になり、今起きたことを理解する。

　要するに今のは経験値の横取りだ。

「……聖さんって、はっきり物を言うよね」

「十河さん、あなたはあれでいいのかしら？」

「今このクラスで、なるべく波風を立てたくないから……桐原君もまだ気持ちの整理がついていないんだと思う。だから、あんな――」

「甘いわね。そんな甘い考えだと、いずれ死ぬわよ？」

「……そうかも」

「私、あなたのそういう甘いところがあまり好きではないわ」

「……うん」

「まあ――」

　踵きびすを返す聖。

「好意を抱く余地がないほど、嫌いというわけでもないけれど」

　どう受け取ればいいかわからない言葉を残して、聖は立ち去った。

　綾香もやや遅れて小鳩と一緒に集合地点を目指す。

　途中、遠くの空に暗雲が立ち込めているのに気づいた。

（今後、クラスメイト同士で金きん眼がんの奪い合いが起こるのかもしれない……諍いさかいのもとに、ならないといいけど……）

　十そ河ごう綾香の胸中にも、今まさに暗雲がごとき曇り空が広がり始めていた。




　　　　　□




　その日、アライオンにとある一報がもたらされた。

　大陸の最北端を拠点とする大たい魔ま帝ていの軍勢が、初となる本格的な南進を開始。

　この南進により北の要かなめと称されたマグナル王国の誇る大砦とりで――通称〝大誓壁ナイトウオール〟が陥落。

　大誓壁陥落後、大魔帝の軍勢は南進を停止。

　以後、侵攻の気配なし。

　しかしこの不穏なる報は瞬く間に大陸全土を駆け巡り、各国は早急な対策を余儀なくされることとなった。




　この報を十河綾香が知ることになるのは、森林帯の訓練を終えた日から、数えて三日目のことである。








　◇【三森灯河】◇






　生存率ゼロの廃棄遺跡からの脱出。

　心地よい日の光を浴びながらひと休み、というわけにもいかない。

『定期的に遺跡の点検に行く調査隊だけがわかる目印が入口にあるのですが……その目印に変化があったことは一度もありません』

　廃棄される直前のクソ女神の言葉。

　警戒しつつ柱の陰に身を潜める。監視用の施設や監視者の姿は今のところ見当たらない。

　女神の言葉を脳内で反はん芻すうする。

〝定期的に遺跡の点検に行く調査隊〟

　てことは、常に近くにはいないわけか。

　人の気配がないのを確認し、遺跡の入口あたりを調べてみる。

　が、変わったところはなかった。目印とやらが見つかる気配もない。

「〝調査隊だけがわかる目印〟と言ってたな……」

　となると目印の偽装は難しそうだ。

　俺が脱出したのを知られるのは時間の問題と考えるべきだろう。

　遺跡の扉はもう閉じている。

　外へ出た瞬間、驚くほどの勢いで扉が閉じた。なんだか〝さっさと出て行っておくれ！〟とでも言われた気分だった。遺跡の魔物を殺し過ぎたせいだろうか？

　脱出に必要だった金の宝石も回収できなかった。回収できたら売って金にしようと思っていたのだが……。世の中そう上う手まくはできていないらしい。

　入口の近くは廃はい墟きよっぽい風景が広がっている。言い換えれば、文化遺産系の趣ある風景とも表現できるだろうか？　教科書の写真なんかで見る古代遺跡のイメージである。

　俺は近場をひと通り手早く調べた。この遺跡帯は森の中にあるようだ。

　俺は、ここを離れることに決めた。

　脱出時に別れも告げている。ここにもう用はないだろう。

　少し行くと、人が使用していると思おぼしき道を発見した。土が剝むき出しになった道。

　地面が踏み固められている。調査隊とやらが使っている道だろうか？

　だとすれば、この道は通らない方がいいな。

〝隊長！　道に見慣れない足跡が！〟

　あとでそんな展開になるのもアレなので、道からやや外れた林の中を行くことにする。

「小さい水場でもあれば、身体を洗いたいところだな……」

　脱出できたとはいえ、すべきことは山積みだ。

　遺跡で癖になった独り言と共に片づけていきたいところである。さて、

「ステータス、オープン」
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【トーカ・ミモリ】

　ＬＶ１７８９

　ＨＰ：＋５３６７　ＭＰ：＋５９０３７

　攻撃：＋５３６７　防御：＋５３６７　体力：＋５３６７

　速さ：＋５３６７　賢さ：＋５３６７

【称号：Ｅ級勇者】
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　ＭＰだけ桁が違う。が、今確認したいのはこちらではない。

　スキル項目を表示。確認したいのは、レベルの上がった二つのスキルの方だった。
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【パラライズ：ＬＶ３／消費ＭＰ10／複数対象指定／任意解除／部位解除（頭部）】

【ポイズン：ＬＶ３／消費ＭＰ10／複数対象指定／任意解除／非致死設定】
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　項目が増えている。二つとも【任意解除】の項目が追加されていた。

　遺跡内だと解除の必要を感じた局面はなかった。

　なので思い至らなかったが、どうも任意での解除はできなかったらしい。

　が、今は俺の意思で解除可能になったわけだ。

　近くに魔物がいればあとで試してみたいところである。

　他は【パラライズ】の【部位解除（頭部）】。

　括弧で括くくられた〝頭部〟の追加表示に目をやる。

　頭部だけ俺が任意で解除できるのか？　動きを止めて喋しやべらせたい場合には、有用そうだ。

　次は【ポイズン】の【非致死設定】。

　要するに、毒状態で死に至らない設定にできるのだと思う。

　ゲームっぽく理解するならＨＰを１だけ残す感じか？

　これは意外と使えるかもしれない。あまり褒められた使い方はできそうにないが。

「…………」

　もし効果を付与できるなら、クソ女神にはピッタリなスキルだろう。

「【ポイズン】の追加能力も機会があれば、いずれ試してみるか」

　ステータス表示を閉じて皮袋からコーラを取り出す。

　このコーラはけっこう前のものだ。最後のひと口。遺跡からの生還祝いとして飲んでしまおう。ひと息でゴクっと飲み込む。当然だが、炭酸は抜けていた。

　しかしこの濃厚な甘みは、疲れに染み渡る……。

「ふぅ」

　空いたペットボトルはまだ取っておく。綺き麗れいな川でもあれば水を汲くみたい。

　再び歩き出す。

　考えるべきことはたくさんあるが、まずは一つ一つだ。

　まとめてドッと考えると思考が混乱する。マルチタスクは苦手な方だ。

「さて」

　まずは村や町を見つけるべきだろう。

　できれば宿を取って休みたい。衣類なども整えたい。ローブの下の制服はなるべく早く替えたいところだ。元の世界の制服は目立ちかねない。今、過度に目立つ意味はない。

　今いる位置も知りたい。ここはアライオン王国の領内なのか。中央に近いのか。あるいは辺境なのか。はたまた別の国なのか。入手できそうなら、地図も欲しい。

　今の俺には幸い遺跡で入手した銀貨と宝石がある。無一文でないのは心強い。ただ、銀貨と宝石の価値を先に知る必要はあるだろう。物価なども少し把握しないといけない。

　マクロな情報は召喚直後の女神の説明で受けている。

　が、ミクロな部分の説明は受けていない。適宜、確認していく必要がある。

「あとは――」

　担いだ皮袋を一いち瞥べつ。禁呪の呪文書。これの情報を集めないといけない。

　対女神用になるかもしれない力だからな。

「そういえば……」

　俺自身が習得するのは可能なのだろうか？　言語を教われば俺も禁呪使いになれる？

　それとも、習得できる種族とかは限られているのか？

　ここも明らかにしたい。それと、

「剣が、欲しいな」

　ふとそう呟つぶやく。

　ＭＰ以外の自分のステータスは低い。今のところ俺はそう考えている。

　遺跡内での記憶を呼び起こす。

　後半はほとんどスタミナ切れを起こさなかった。具合が悪くなることもなかった。足の疲労も軽くなっていく感覚があった。荷物の皮袋も、量は増えているのに前より軽く感じる。なので補正値の効果は確かに出ているのだと思う。

　ただし魂喰ぐいや遺跡の魔物には〝弱者〟と認識され続けた。

　ＬＶ１０００を突破しても俺は遺跡で〝最弱〟だった。

　言うなれば、おそらく俺は後衛の魔術師タイプ。

　前衛に出る戦士タイプではない。そんなことを考えていた。だからポロッと、

〝剣が、欲しいな〟

　などと呟いてしまった。

「盾役みたいな護衛がいると、心強そうだが……」

　状態異常スキルを放つ際に背後を守ってくれる〝剣〟がいれば、安心してスキル発動に集中できる。

　遺跡内ではなるだけ壁を背後にして死角を潰した。壁の多い遺跡内だからこそ成立しえた死角潰し。しかし地上では必ずしもそれができるとは限らない。

　将来的には、腕の立つ傭よう兵へいを対女神用に雇うのも手かもしれない。

「もしくは自前の傭兵団を作るとか、な」

　復ふく讐しゆう達成のためには二重三重の対策を練っておきたいところだ。

　正体不明の禁呪の力。その禁呪に望みを託しすぎるのも危険だろう。

「あのクソ女神に俺の状態異常スキルが効けば、もっと簡単に復讐を締めくくれそうなもんなんだが……世の中、そうそう上手くはできちゃいねぇな」

　仕方がない。すべてが都合よくはいくまい。むしろ俺の場合、状態異常スキルと皮袋の能力を鑑みれば都合がよすぎるとも考えられる。

「あとは大賢者から貰もらった『禁術大全』も、時間を見つけて中身に目を通し――」

　気配。口を閉じ、警戒度を高める。殺気は――ない。

　ただし攻撃性が感じられる。魔物か？

　木の陰から様子をうかがう。

「ピギー！」「ピギ!?」「ピッギッギッギッ！」「ピッギー！」

　青くて丸い半透明のプルプルした生き物。

「あれは――スライム、ってやつか？」

　見たところ、六匹。

　スライム。ＲＰＧなんかでは序盤に登場する魔物の代表格だ。

　大抵は弱い魔物として設定されている。

　凄すごみは感じない。爪を隠している風でもない。

　遺跡の魔物は本当にイカれた強さだったのだと再認識させられる。

「ん？　あのスライムには、金色の要素がないな……」

　今まで出遭った魔物の多くは眼球に相当する箇所が金色だった。上半身が食虫植物めいた馬にも金の目玉みたいな部位があった。例外は、そもそも目玉がなかったドラゴンゾンビくらいか。ともかく、現時点であのスライムに金色の要素は見当たらない。

「…………」

　こちらに気づいている様子はない。それどころではないのだろう。なぜなら、

「ピギュ！」

「ピ、ギギ……ギ……」

「ギ！」

「ギュ、ィ!?」

「ギ！」

「ピッ!?　ピィィ～……」

「ギ！」

「キュッ!?　キュゥゥ～……」

　争いが起きていた。いや――争いとも呼べないか。一方的なリンチに映る。

　他よりひと回り小さなスライムが中にまじっていた。そのスライムが他の五匹に追い詰められ、攻撃されている。怯おびえを連想させる動きで後退する小こスライム。

〝や、やめてよぉ～！〟

　そんな声が伝わってくるようだった。

　ただのじゃれ合いという雰囲気ではない。しばらく俺は、傍観を決め込んだ。

　小スライムがフニュゥゥゥと潰れた形になる。ヘコヘコ頭を下げている感じだ。

　思わず、呟く。

「……だめだろ、それじゃ」

　他者に助けを求めるなとまでは言わない。が、その助けが来るとは限らない。

　戦え。そしてまず最初に頼るのは、自分自身の力であるべきだ。

「ピ、ィィィィ……ィ～……」

　小スライムの色味が薄くなっていく。というより、灰色に近づいている……？

　他のスライムは同種族をあのまま殺す気なのか？

　遺跡の魔物と比べるとひどく殺意が読み取りづらい。

　弱い魔物だからだろうか？　本身の殺意かどうかの判断が、難しい。

　……だめか。

　そう思った時だった。

「ピ、ギィィィイイイィイイイ――――ッ！」

　潰れて薄色になっていたスライムが、跳びかかった。

　ゴッ！　ガッ！

　スライム同士が硬い音を立て、ぶつかり合う。

　攻撃の際、身体からだの一部を硬化させているらしい。

「ピィィィイイイッ！　ビギャァーッ！」

「ピギ！　ギ！」

「ピ、ギィィイイ――ギュクッ!?」

　が、多勢に無勢。一対五。反撃を試みたスライムは、他より身体も小さい。

「ギギギ！　ギーッ！」

「ギュッ!?　キュゥッ!?」

　勝てるわけもないのだ。要するに、

「それでいい」

　俺の口端は、自然と吊つり上がっていた。

　草むらをかき分けてスライムたちの方へ歩き出す。腕を、突き出す。

「【パラライズ】」

　スライムたちの動きが、停止。

「ギ、ギョ、ィ!?」

　混乱した空気がスライムたちを支配する。

「【ポイズン】」

　五匹のスライムに【ポイズン】を使用。

　スライムたちが毒色に染まった。視界端に半透明の【致死】表示が浮かび上がる。

「で、ここから設定を変えられるのか？」

　表示をワンタップ。カシャッという音。

　すると【致死】表示が【非致死】に切り替わった。

「試用できる魔物にすぐ遭遇したのは、幸運だったな」

　スライムたちから伝わってくるのは怯え。死に対する怯えか。

　もしくは、俺に対する怯えか。俺への殺意は確認できない。

「モ、ゴゴ、ゴ、ゴゴ……!?」「プ、ギ、ギ……ッ」

　五匹のスライムを見おろす。

「クク……大人げなく乱入しちまって悪かったなぁ？　ただまあ――明らかに弱い一匹を多数でいたぶる光景ってのは、見ていてそう気持ちのいいもんじゃねぇからな……だから俺の感情を満足させるために、少しちょっかいを出させてもらった」

　複数対象指定。五匹のうち一匹の黄ゲージ横にある【解除】表示をタップ。

　表示が【ＹＥＳ／ＮＯ】に切り替わった。【ＹＥＳ】をひと押しする。

　この操作によって五匹全員の麻ま痺ひが解除された。毒も同じく解除する。

　笑みを消す。

「消えろ」

　色味の薄くなったスライムたちが這はって後退していく。俺を警戒しながら。

「キュ、ォ、ォ……ォォ……」「ピ、ギ、ギ……」

　後ろ足でズリズリ下がっていく感じだった。

　このスライムたちには俺のステータスでも余裕で勝てる。その確信はあった。

　加えて今は毒効果で瀕ひん死しと思われる。踏み潰しでもすれば一撃だろう。

　五匹のスライムが、姿を消した。一匹だけ残った小スライムの方を向く。

「あの感じだと大した経験値にはならねぇだろうし……こいつの家族だったりした場合、こいつの意思も聞かずに殺すのはちょっとな……」

　家族が実の子へ殺意を抱くのは普通にあることだ。

　まあ、昔の俺にとっての〝普通〟ではあるが。

　俺は小スライムに話しかけた。

「おまえを動けなくしている〝それ〟をこれから解除する……そのあとは勝手にしろ。ああ……おまえを殺す気はないから、そこは安心しな」

　魂喰いに言葉の意図が伝わった経緯があるためか、魔物にもつい話が通じる体で話しかけてしまう。実際に通じているのかはわからない。

　小スライムに近づき、しゃがみ込む。

「今から少しだけ、偉そうなことを言うぞ？」

「ピ、ギ？」

　怯えていない。変なやつだ。

「加勢が遅くなって悪かった。ただまあ……よくやった。あの状況で立ち向かったのは、スカッとした」

「ピ、ィッ！」

「……動けるようになっても、襲ってくるなよ？」

「ピッ！」

　会話が成立してる感覚がある……気のせいかもしれないが。

　俺は【パラライズ】を解除した。

「ピッ！　ピッ！　ピィッ！」

　ん？　色味が戻ってきている……。

　スライムは時間経過で生命力が回復するのかもしれない。俺は立ち上がった。

「じゃあな、強く生きろよ」

　またも偉そうなことを言って皮袋を担ぎ直すと、俺はスライムに背を向けて歩き出した。

　ひとまず今のでスキルの新機能の試用ができた。感情整理の意味合いもあったが、本題はこちらだった。悪くない。使えそうな新機能だ。







　スライムたちとの一件があった現場から、そこそこ離れただろうか。

「…………」

　草むらを揺らす音が、俺の後をついてきている。

　振り向く。やっぱりか、と息をつく。

　身体に葉っぱをつけたさっきの小スライムがついてきていた。

　額を指先で搔かく。

「仲間のところに戻らなくていいのか？　仲間はあいつらだけってわけでもないんだろ？」

「ピ、ギィィィ……」

　スライムが少し潰れる。項うな垂だれている感じ、なのだろうか？

　俺は前へ向き直って再び歩き出した。しばらく歩くとまた立ち止まり、振り向く。

「ピィィ……」

　まいったな。

「このまま俺についてくるつもりか？」

「……ピィ？」

〝だめ？〟

　遺跡で魔物とばかり遭遇してきたせいなのか。

　なんとなく意思が把握できる――気がする。

「スライム、か」

　凶暴な魔物ではなさそうだが……。

　なんと言えばいいのか。遺跡の魔物のような〝不気味さ〟がない。

　言うなれば――狂性の金色。あの感じがないのだ。

　この世界には危険でない魔物もいるのか？

　いや……考えてみれば、人間もそうか。

　桐きり原はらや小お山やま田だみたいな人間もいれば、十そ河ごうや鹿か島しまみたいな人間もいる。

「といっても、魔物を連れて町や村に入れるのかわからないしな……」

「プュゥゥゥ……」

　すごく落ち込んでいるのが伝わってくる。

　なぜかこの時、急に過去の記憶が脳裏をよぎった。

　以前、衰弱した猫を獣医へ連れて行ったことがあった。

　そう――確かクラスメイトの鹿島小こ鳩ばとも一緒だった。

　脳裏にいきなり浮かんだのは、先ほどふと鹿島の名が浮かんだためか。

　あのあと、猫は鹿島が引き取ってくれた。

　俺の叔母は猫の毛のアレルギー持ちだった。だからウチでは引き取れなかった。

　獣医に預けて病院を去る時、俺は猫の顔を見た。猫は、不安そうにしていた。

〝助かったのは嬉うれしい。だけどこれから、自分はどうなってしまうのだろう？〟

　不思議と、そんな心細い声が伝わってくるようだった。

　猫は首輪をしていなかった。野良猫だったのだと思う。

　あの猫は一人ぼっちだったのだ。周りで心配そうに見ている猫もいなかった。

　ずっと一人で、孤独に彷徨さまよっていたのだろう。

　今、俺はあの猫に不思議な親近感を覚えていた。理由はわかった。

　多分あの猫は今の〝俺たち〟と同じだ。

「そうか、おまえも――」

　群れから外れた孤独な存在。

「俺と同じ、ハズレ者か」




　　　　　□




　鹿島小鳩が猫を引き取ってくれると言った時、心から感謝した。

　数日後、礼を言おうと鹿島に声をかけた。しかし彼女は気まずそうに視線を伏せて、立ち去ってしまった。嫌っている感じの反応ではなかった――と思う。

　鹿島は引っ込み思案な女子のイメージがあった。休み時間、男子と教室で喋しやべっている姿を見たことがない。だから多分、どう対応すればいいのかわからなかったのだろう。

　最終的に俺は、無言で立ち去った。

　案外、いずれ向こうから声をかけてくるかもしれない。

　――嫌われていなければ、だが。

　もし嫌われているのならそれまでの話だ。

　が、そうでないなら急せかす必要はない。

　人との関係性なんて急いで作る必要はない。

　ゆっくりと、作っていけばいい。

　叔父夫婦の助言は、今も俺の中にしっかりと根づいている。




　　　　　▽




　俺は木陰に座って、カツを齧かじっていた。

　皮袋を確認すると機能が復活していた。なので休憩がてら食事をとることにした。

　隣ではスライムがプルプルしている。

　平たい長方形の〝それ〟を見つめる。

　トンカツ風の駄菓子。たまに食べたくなる味。元の世界では定期的に食べていた記憶がある。適度に歯ごたえのある表面の衣。中身の独特の弾力。確か魚肉だっただろうか？

　表面には濃い茶色のソース。濃い味つけ。しょっぱさの中にわずかな甘みもある。

　しっとりしつつ適度な硬さのある歯ごたえ。この二つが合わさるとたまらない。口内がガツンとした力強い味に占拠される。決して量が多いとは言えないが、妙に満足感がある。

　緑茶をゴクッと口に流し込む。口の中が、サッパリする。

「ふぅ」

　地上に出たおかげか。心理的に飲食物を消費しやすい。

　手もとのカツを眺める。あと、ひと口分。

「……食ってみるか？」

　物は試し。物珍しそうに観察していたスライムに差し出す。

　身体からだの一部が、フニョニョォ～と突起物のように伸びてきた。

「ピ、ギ……？」

「ん？　食べていいか聞いてるのか？」

　スライムの体色が緑に変化――イエスのサイン。

「ああ、もちろんだ」

　スライムの方へさらに突き出す。突起の先端がニュルッとカツを包み込んだ。

　カツがスライムの体内へ移動。半透明の体内で、カツが溶けていく。

　ふぅん。こうやって食べるのか。

「キュィィィ～♪」

　今度は淡いピンク色になった。喜びの表現。お気に召したらしい。

　先ほどスライムで軽い検証をした。

　意思の疎通ができるかどうかの実験だ。

　ある程度、こちらの言葉の意図は伝わっているようだった。

　なお、スライム側にも意思表示の方法があった。

　緑は〝肯定〟。赤は〝否定〟。ピンクは〝好意的〟や〝喜び〟。

　今のところ判明しているのはこの三種類。

　他にも何かあるのかもしれない。が、今はこれで十分。

　思ったより感情表現の豊かな魔物だ。共通言語や顔の表情がなくとも、意思は伝わってくる。下手をすると人間よりわかりやすいくらいだ。

　また、このスライムは器用な魔物だった。

　魔物がすんなりと町や村に入れるのか否か。

　これが当座の問題となっていた。が、すぐさまこの問題は解決の兆しをみせた。

　スライムは縄のように細長く身体を変化させられた。

　ローブの下で身体にまとわりつかせれば、姿を隠せる。

「あとは……町や村に魔物の気配を察知するような何かがなければ、この問題はクリアできそうだな」

　さらに俺の身体に〝仕込む〟この方法にはもう一つの利点があった。

　俺は立ち上がると、スライムに指示して身体にまとわりつかせた。

　縄状になったスライムが足から這はい上がってくる。フヨフヨした感触を上半身で生地越しに感じる。首の後ろあたりがモゾモゾとする。スライムが、姿を現す。

「ピギー」

「後ろ、見えてるか？」

「ピ！」

　俺の顔の前に突起が伸びてくる。先っぽが〝肯定〟の緑色に変化。

「よし……」

　俺の背後に何かいたらこいつが知らせてくれる。急場しのぎだが、背後に一応〝眼〟を得られた。死角対策もひとまずこれで打てたことになる。

「おまえを仲間にしたのは正解だったらしいな」

「ピギー♪」

　スライムが元に戻る。再び俺も座り込んだ。

　実は一つ、気になっていたことがあった。

　皮袋から『禁術大全』を取り出す。胡坐あぐらをかいてページを開く。

　スライムも突起を伸ばして覗のぞき込みにきた。

「確か、このあたりのページに――」

　遺跡内でパラパラ捲めくった時の記憶を辿たどる。

「あった」




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


『魔物強化体系草案・実験結果』

『魔物強化剤（進化促進剤）の作成』

『スライム→可』

『第一実験、成功』

『第二実験、成功』

『第三実験、成功』

『凶暴化等、魔物への悪影響はいまだ認められず』
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　下にメモっぽい走り書きがあった。

〝むしろスライムとの関係は以前と比べてより良好となった。完全に情が移っている点は否定できない。困った。おかげでスライムの可愛かわいさに、目覚めてしまった〟

　……大賢者は実験対象にほだされたらしい。

「それにしても、魔物強化剤か」

　これでスライムの性能を底上げできるかもしれない。スライムを一いち瞥べつする。

「そういえば、こいつらにレベルアップの概念ってあるのか……？」

　いずれ検証してみたいところだ。ただし、今の時点で引っかかりもある。

　大賢者は〝あえて〟強化剤を研究した。魔物の能力の増加を強化剤に頼る＝召喚勇者たちと同じようなタイプのレベルアップはできない。

　だからこそ、強化剤を開発した。こうも考えられる。

「ただこれ……悪用されると、けっこうアレな研究かもな……」

　該当ページを眺めながら唸うなる。人間が魔物の強化を意図的に行える、か。

　大賢者が〝禁術〟としたのもわかる気がする。

　さらにページへ仔し細さいに目を通すと、強化剤の原料となる素材が記してあった。

　入手場所も記してある。当然ながら、見覚えのない地名ばかりだが。

「禁呪の読み手を捜す途中で入手できそうなら、ついでにこれらも手に入れる方向で動いてみるか」

　さて、

「そろそろ行くぞ」

「ピ！」

「ええっと――」

　スライムに呼びかけようとして、言葉が途切れる。

「ピ？」

　名前は……あった方がいいか。

　鳴き声は〝ピギー！〟で、丸っこい。

「ピギ丸だな」

「ピギ？」

「今日からおまえの名前はピギ丸だ。まあ一応、異議の申し立ては受け付けるが――」

「ピギー！」

　緑色に変化。

「ピッギッギッ～♪」

　お次はピンク。喜んでいると解釈してよさそうだ。

　俺は『禁術大全』をしまおうと、皮袋を手に取った。

　中には転送されてきた飲食物のゴミがまだ入っている。

　ニオイを考慮して、ゴミについた汚れはできるだけ落としてみたのだが……。

「すんすん」

　魔法の道具ゆえなのか。不思議と皮袋内はずっと無臭のままだった。取り出した『禁術大全』にも変なニオイはついていない。とはいえ、そのうち別の袋は手に入れたいところだ。溜たまったゴミも、いずれ処理したい。

『ゴミのポイ捨てはだめよ？』

　叔母さんの教え。守れるものは守っていきたい。

「叔母さんは、元気にしてるんだろうか……」

　イイ人すぎて逆に心配になるくらいの人だった。

「あの人のことだから……心配、してくれてるんだろうな……」




　　　　　△




　あれは実の親が蒸発したあと、初めて叔父夫婦と会った日のことだった。

　叔母さんは幼い俺を強く抱きしめた。彼女の手と声は、震えていた。

　最初、怒っているのだと思った。

　酒飲みで怒ってばかりの父親の手はいつも震えていた。

　憎悪を叫ぶ母の声も、いつも震えていた。

〝気づいてあげられなくて、ごめんね〟

　叔母さんは俺に謝った。

　最初、叔母さんが何を謝っているのか理解できなかった。

　のちに俺はその意味を知った。意味を知った時、俺は泣いていた。

　嬉うれしかったのだ。人は嬉しい時にも泣く。

　あの時の俺にとっては、驚きの初体験だった。




　　　　　▽




　皮袋を担ぐ。スライム――ピギ丸を身体にまとって、歩き出す。

　目指すは、町か村。

「なあ、ピギ丸」

　ピギ丸がニュルッと肩のあたりまで伸びてくる。

「ピィ？」

「俺がやろうとしてるのは、ごくごく個人的な復ふく讐しゆうだ。見ようによってはつまんねぇ目的だろうが、俺にとっては大事な目標でな……」

　復讐に囚とらわれるなど愚かだ。

　復讐などしてなんになる？　復讐などして何が残る？

　復讐なんてカッコ悪い生き方だ。復讐なんて間違っている。復讐なんて、無意味だ。

　そんな考えもあるだろう。ともすれば――

　復讐に拘泥する姿は、時に哀れに映るだろう。

　復讐に執着する姿は、時に惨めに映るだろう。

　だが、俺はやる。

　誰のために？　聞くまでもない――自分のためにだ。

　俺自身が、納得するために。俺自身の感情に、決着をつけるために。

　万人のための崇高な理想などクソ喰くらえだ。

　邪悪から世界を守る救世の勇者？

　隔絶的に、向こう側の話だ。俺の目的は究極、完全なるエゴへと帰結する。

　ただしこの復讐には正当な大義もある。

　俺の、俺による、俺のための大義。

　もし仲間を得たらこれは復讐目的の旅だと告げる。

　迷わず告げる。隠さず告げる。降りるかどうかは、相手次第。そう決めた。

「だからこれはそんな復讐を果たすための旅になる。おまえはこれから、そんな俺のエゴにつき合うことになるが――それでいいのか？」

「ピ！」

「降りるなら今だぞ？　おまえが望むなら、ここで降りても俺は文句を言わない」

「ピィィ！」

　突起が否定の赤になった。

「……俺の復讐の旅につき合うってのか？」

「ピ！」

　肯定の、緑。

「フン、そうか」

　首の横に伸びる突起を軽く撫なでて、俺は次の一歩を踏み出す。

「なら、改めて――」

　ハズレ者の二人旅。

「よろしく頼むぜ、相棒」

「ピギー！」

　体色の艶を増したピギ丸が、軽快な鳴き声を上げた。







　小枝を折りながら、林の中を進む。

〝復讐は何も生まない〟

「違う」

　何かを生み出したいわけじゃない。

　これ以上、生ませない。

「こっちの準備が整い次第――容赦なく、ぶっ潰してやるよ」

　これは、そのための復讐。




　クソ女神。




「復讐は必ず、完遂する」







６．邂逅





　◇【逃亡者】◇






　断続的な短い息遣いが、清澄な空気を震わせる。

「はっ――はっ、はっ、はっ――ッ！」

　鬱うつ蒼そうとした森。大きな道を避けて、走る。

　枝の折れる音。森の中で目立つ道を避けるとこれが厄介な合図となる。けれど彼女はそれを奏でない。枝を揺らしはする。だが、折れたのは三本に満たぬであろう。

　身体からだの線の細さもそれを助けていた。地面の小枝も不要に踏まない。

　静かに、しかし、勢いよく彼女は疾走する。

　風を身に纏まとって。

「――――ッ」

　彼女は速度を落とした。

（気配が、遠のいていく……？）

　追跡者たちの気配が薄まったのがわかった。けれど、撒まけたわけではないはずだ。

　これは彼らなりの狩りの手口。彼らは狩りを楽しんでいる。

　気配を出したり消したりして、獲物を揺さぶっているのだ。

　一度は撒いたと思ったが、あれも勘違いだった。

　今思うとあの時の水浴びも危険だった。

（幸い襲撃はありませんでしたが……もし、水浴びの最中を狙われていたら――）

　背筋をゾッと寒気が駆け抜ける。

　それと、寝床として期待した遺跡には入ることができなかった。

　入口と思おぼしき箇所は発見できた。だが、入る方法がまったくわからなかった。

　彼女は諦めてその場を離れた。

　そしてそこから少し先へ行った辺りで、再びあの四人組から襲撃を受けたのである。

　彼女は、逃亡を選択した。

　ただ――現在、彼女の中には迷いが生じていた。

　ここで戦うべきか、否か。

　身を翻し、木の幹を背にする。迎え撃つ構え。

　追手は〝勇ゆう血けつの一族〟。

　かつて世界を救った〝異界の勇者〟の子孫たちである。

　異界の勇者たちの中にはこの大陸で子をなした者もいた。

　勇者の血を継ぐ者は常人を越えた身体能力や才を持つとされる。

　ただし数多あまたの邪悪と戦い成長した勇者には遠く及ばないと聞く。

　しかしそれはあくまで勇者先祖と比べた場合の話だ。

　常人と比べれば、彼らは遥はるかに人間離れした力を持っている。各国は勇血の一族を様々な形で囲っていた。勇者を召喚できない国にとって彼らは重要な戦力なのである。

　依然、彼女の葛藤はまだ続いていた。

　一人一人ならまだ相手もできよう。が、四人同時となるとやはり厳しい。

　細い息と共に疲労感を吐き出す。

（彼らを振り切るのはどうやら不可能――使うしか、ありませんか）

〝精せい式しき霊れい装そう〟を。

　彼女は覚悟を決めた。勝てる保証はない。しかし、いつかは断ち切らねばならない。

　逃げられないのなら、戦うしかない。己おのが内の精霊に呼びかける。

（我われが望むは精式なる霊装……我が安眠を対価とし、契約をもってそなたたちに捧ささぐ――）

　心中にて、精霊たちの名を契約順に紡ぐ。

（シルフィグゼア、フェリルバンガー、ウィルオゼーガ……ッ）

　風の精霊、氷の精霊、光の精霊。

　三色の線光が何重にも彼女を包み込む。

　薄緑、氷色、白色の線光。三さん色しよく光こうが止やむ頃、彼女は鎧よろいと装具を身に纏っていた。これまで身に着けていなかったはずの鎧と装具。

　それらは精霊の力により顕現したものである。

　名を、精式霊装。

　その姿はさながら伝承に登場する光の女騎士のよう。

　幾度となく過去にそう評されてきた。

　腰の剣を抜く。

　――ピシッ、ピキッ――

　氷が刃を補強していく。青き葉脈めいた氷が刃を這はい、剣の性能を高める。

　額当ての目ま庇びさしが視界を覆う。

　これが精式霊装の最終形態である。

　双眼を覆う目庇で視界は塞がるが、何も問題はない。すべては風が教えてくれる。

　感覚を研ぎ澄ます分、神経には過度な負荷がかかる。

　しかし、視覚よりも敵の動きや気配を捉えられる。先読みもよりしやすくなる。

　彼女はそっと耳に触れた。

（勇血を継ぐ四人組の賞金稼ぎ〝聖なる番人ホワイトウオーカー〟……）

　通称〝牙〟――ザラシュ・ファインバード。

　通称〝鬼き双そう天てん骸がい〟――アシュラ。

　通称〝激げき圧あつ〟――ジオベイン・センガイ。

　通称〝剣神〟――マガツ・ブレイディヌ。

　耳から手を離す。長き逃亡の影響か。脳と身体に疲労が堆積している。

　彼女は覆いの内で瞳を閉じた。

（傭よう兵へいの世界でその名を知らぬ者はいないほど、凄すご腕うでかつ、凶悪な四人組と聞き及んでいます……よい噂うわさは、ついぞ聞きませんでしたが……）

　ここへ至るまで彼らとは何度か交戦している。確かに強かったが、察するにまだ本気ではない。向こうもこちらの力量を測ろうとしていたのだろう。

　ただ――そろそろ向こうも、本格的に仕掛けてくる。

　覚悟をさらに意志で補強していく。

（捕まるわけには、いかない）

　このまま心身ともに疲労を溜ため続ければ、己の戦闘能力も落ちていく。

　余力の残っているうちに戦うべきだ。

　彼らを振り切ることはできそうにない。

　ならば――どこかで、終わらせねばならない。

　柄つかを両手で握り込み、構える。

（ここで、断つ……ッ！）

　彼女は、気配が動き出すのを待った。

　動どうの機を見極めようと、神経をより研ぎ澄ます。

「…………」

　染み一つない白い頰を一筋の汗が伝う。

　この臨戦態勢になってから、それなりの時間が経過していた。

（まだ、動かないのですか……？　いえ……おそらく何か、狙いが――）

　――ゾ、クッ――

　氷の刃を突き込まれたような寒気が、背筋を貫いた。

　いよいよ彼らが、本気になったのか。

　追いかけっこはもう終わり。

　遊びの時間は、もう終わり。

　ここより、開始されるのか――本格的な狩りが。

　と、彼女は思わず剣の柄から片手を離してしまった。

　奇妙な違和感が喉元まで迫せり上がってきたためだ。口元を、手で押さえる。

（な、ん――なのですか、これは？）

　気持ちが悪い。襲いくる不可解な嘔おう吐と感。頭が、ぐらぐらする。

　ひどくいびつなイメージ。

　聖なる番人がもはや強いのか弱いのかすら不鮮明になってくる。

　凝固しかけていた認識が攪かく拌はんされる。

　相手の強さがわからない。正しく、分析できない。

　浅はか、だったのか。

　こんなにも異様な相手と、自分は戦おうとしているのか。

　これほど不気味な相手を、自分は相手に回して戦うのか。

　勇血の一族。

　本気になった彼らと戦おうとしたのは、浅慮だったのか。

　あのまま、逃げるべきだったのか。

　ガサッ、という突然の音に彼女は素早く反応した。

　氷脈の剣を振りかぶり、音のした方へ疾駆する。

（……ッ、――違、う!?）

　今の音は騙だまし。斜め後ろの茂みから、気配が――




「【パラライズ】」




（――えっ？）

　誰、だ？　聖なる番人ではない。あの溢あふれ出んばかりの〝強さ〟がない。

　だが、妙だ。あの四人ほど強くない。

　そう、決して強くはない。

　なのに精霊たちが怯おびえている。しかも、

（魔物らしき気配まで、まじっている……？）

　何より――

（身体が……動か、ない……ッ？　な、ぜ……ッ!?）

「攻撃の意思は感じられたが――どうもあんたの殺意には、不純物がまじっていてな。そこが、気にかかった」

　男の声。彼は、何を言っているのか。

（私の殺意に、不純物……？）

「さっきの四人組とはどこか違う感じがした。だから、少し話をしてみようと思ったわけだ。とはいえ、動きの方は保険として封じさせてもらったが」

　苦労の末、彼女はかろうじて言葉を紡いだ。

「な……に、が――目、的……です、か……やは、り――」

「言ってしまえばまあ、道に迷っちまった感じでな。もしあんたがこの近辺に明るいなら、最寄りの町か村を教えてほしい。俺はこの辺りの人間じゃない。だからこのあたりの常識も欠如している。そこで、できればこの辺りの情報をアレコレ教えて欲しいんだが――」

　一瞬、思考が停止する。

（噓うその気配が、ない……？）

　真偽を読む風の精霊が〝真実寄り〟の判断をくだしている。

　精霊の感じから、判断の確度が高いのもわかった。

　害意も希薄である。

（本当に彼は……ただの迷い人なのですか？　それに……）

　彼女の中に一つのある大きな疑問が湧き上がる。

　彼は先ほど〝さっきの四人組〟と口にした。

（そう――）

　あの四人の気配が、消えている。




　聖なる番人は一体、どうなったのだ？








　◇【三森灯河】◇






　廃棄遺跡の調査隊が使っていると思おぼしき道。

　その道を見失わないよう注意しつつ、俺は林の中を歩いていた。

　途中、道が二つに分かれていた。道の行き先を示す標識は見当たらない。

　さて、どうしたものか。

　俺は相棒のピギ丸に声をかけようとした――その時だった。

　強い気配がした。廃棄遺跡以来、気配に対していやに敏感になっている。

　遺跡の経験を経て神経が鋭敏に研ぎ澄まされたのだろうか？

「ん？　なんだこいつ？　違うぞぉ？」

　茂みの向こうから現れたのは、人間だった。

　四人。全員、男。いかにもファンタジー然とした装いだ。

　とはいえ、小奇麗なファンタジーとは程遠い部類の側だが……。

　四人とも武器を携えていた。先ほどの言葉を脳内で反はん芻すうする。

『ん？　なんだこいつ？　違うぞぉ？』

　反応と言葉から察するに、誰かを捜している最中か。

　男は〝違う〟と口にした。捜している相手が俺でないのは、まず確実だろう。

　四人から放たれている空気は不穏そのもの。

　少なくとも迷子捜しといった微笑ほほえましい追跡劇ではなさそうだ。

　顔に傷のある精せい悍かんな男が、俺を見据えた。ゴミを見る目だった。

「小汚いガキか。視界に入れるのも、不快なナリだな」

　仲間の一人が傷の男に尋ねる。

「どうするよ、ザラシュ？」

「捨て置け。なんの面白味もない凡百な雑魚にすぎん。せいぜいが駆け出しの傭兵風情といったところだろう。なぜこんな場所にいるのかは、知らんがな。興味もない」

　傷の男はまとめ役の雰囲気を漂わせている。

　あの男がリーダー格のようだ。そこはかとなく桐きり原はらと相通ずるものがある。

　顔つきがどこかサメっぽい別の男が、俺に視線を這わせた。

「着てるローブは古いが、質はよさそうだなぁ。ま、小汚いのに変わりはねぇが」

　次に大剣を手にした男がナメ切った態度に変わり、構えを解く。

「んじゃま、とりあえず金目のモンだけ置いてけや？　今回は裸にひん剝むいてションベン犬の物もの真ま似ねをさせようってわけじゃねぇからよ？　おれらも急いでんだ」

「いや――こいつは、殺す」

　細身の男が前へ出てきた。最初に〝違うぞぉ？〟と口にした男だった。

　手元で曲刀を弄んでいる。傷の男がソイツに声をかけた。

「こんな雑魚虫をわざわざ殺すのか？　時間の無駄だ」

　曲刀の男が指の腹で刃を撫なでた。慈しむ表情で。

「この新入りの切れ味を、まだ生きた人間で試してないのに気づいたのさ……だから、このゴミ肉で試す。どうせゴミだ。むしろ、おれたちに殺されて本望さ」

「ふん……やるならさっさと済ませろ、マガツ。今のオレたちには別の目的がある。まあ、そろそろアレの体力も尽きてきた頃だろう。この仕事も、終わりは近い」

「くく、男だと〝お楽しみ〟の時間がいらねぇから早くていいよなぁ～？　いたぶって殺してもあんま面白くねぇし。おい、あのオンナを捕まえて金が入ったらその金でアブロムの娼しよう館かん行こうぜ」

「やだね。こちとらもう手て練だれのオンナは飽きてんだよ……高級娼婦だろうとな。それよか、最寄りの都市で適当に見た目のイイ小娘見繕って、半年くらい連れ回して愉快にぶっ壊そーや」

「半年だぁ!?　ざけんな！　てめぇが壊しにかかったら、どんな女も半年もたねぇじゃねぇか！」

「うるせーよ。壊れる方が悪い。つーか、本当はあのオンナに手をつけられたらいいんだがなぁ……あれほど壊しがいのありそうなオンナも、そうそういないぜ」

「おれっちなんかあのメス見ちまったせいで、もうオスとしておさまりがつかねーよ！　地方都市にいる程度のオンナでアレの代わりきくか～!?」

　傷の男が左手の方角を眺める。

「だが、さすがのオレたちも今回の獲物に手をつけるのは自重せざるをえまい……依頼主が、依頼主だからな」

「まーなー」

「で――」

　殺す宣言をした曲刀の男が、俺の方へ一歩踏み出す。

「怯えながら後ずさって……おまえはそのまま、どこへ行くつもりだぁ？」

　俺は男たちからジリジリ距離を取っていた。

　お願いだからやめてくれ――とでも言わんばかりに、前へ手を突き出す。

「頼む……み、見逃してくれ……こんなところで……意味もなく……死にたく、ない……ッ」

　男の顔が嗜し虐ぎやく心に染まる。

「だぁめだってばぁ～♪　さっさとおまえを試し斬りして、おれたち、お仕事の続きしないといけないのぉ～♪」

　曲刀の男が構えを取る。男の筋肉がミシッとしなやかにしなった。

　曲刀が、斜め後ろへ振り上げられる。

「だからぁ、さっさとぉぉおおおお――」

　安全距離マージンを確保した上で、

「このマガツ様の餌食に、なりやが――」

　射程圏内。

「【パラライズ】」

「――れっ、て……ぇ、の……!?　ぉ……ッ？」「ん？　な、に……っ!?　ぐ、ぉ……？」

「なん、だ？　身、体が――」「動か、な……い……？」

　四人全員、麻ま痺ひ付与に成功。

　全員クズっぽいが、腕に自信を持っている雰囲気があった。

　なので射程圏内を保持しつつ一応ギリギリまで距離を取った。

　まあ、遺跡の魔物と比べれば威圧感は格段に劣っていたわけだが。

「よし……対人間でも状態異常スキル成功、と」

　人間にも効果アリのようだ。成功率の方も、ひとまず変わらないと見てよさそうか。

「やっぱあのクソ女神だけが、特別なのか……？」

「馬、鹿……な――」

「ん？」

　リーダー格が何か言っている。

「じ……状、態……異常の……魔……じゅ、つ……だと……？　しか、も……ま、どう、ぐ……なし、で？」

　ふむ。麻痺状態でもけっこう喋しやべれるんだな。

　魔物の鳴き声だと、麻痺の程度の確認が難しかったが。

「だと、し、ても……四、人……同、時に……かか、る……など……あり……え、ん……ッ」

　女神談によると、この世界における状態異常系統の術式とやらは役立たずに等しいのだったか。

　口端を吊つり上げる。

「どうも俺のは〝ハズレ〟らしくてな？」

「な、に……？」

「ま、それはいいさ……おまえらは俺を殺そうとしたし、誰もそれを止めようとしなかった。というわけで〝対象〟と判断させてもらった」

　四人の空気が変わる。ただ、俺が何を言っているのかはまだ理解していない様子。

「【ポイズン】」
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　毒色と化した四人が苦しみ悶もだえ始める。

「ピギ！」

　ピギ丸が鳴いた。首の横から突起がニュルッと出てくる。

「ピギ丸？　おまえ……怒ってんのか？」

「ピ！」

　あの四人に対してピギ丸は強い不快感を覚えたらしい。

　感性が俺と似ているのだろうか？

「ま――こいつらが死んでも、俺は心が痛まねぇだろうしな。むしろ、スッキリする気すらする」

　殺意には殺意で。

　悪意には悪意で。

　単にルールが適用されただけの話。

　こいつらには黒々としたものを感じた。たとえば、桐原や小お山やま田だに通ずる何かを。

「要するに、俺はやれるわけだ」

　てのひらを眺める。なるほど――土壇場で躊ちゆう躇ちよする心配は、なさそうだ。

「あいつらが人間相手でも、やれる」

　俺は四人の死を待った。苦しみながら死にゆく無惨な姿。麻痺のせいで、もがくことすらできない。最後は救いを求めてきた。が、救いを求めてきた者の頼みをこいつらが聞いてきたとは思えない。到底、思えない。思えるはずがない。

　願いは、無視した。

「ぎ、ぃ、[image: ]――ッ、……」

　しばらくして、最後の一人が力尽きた。

　レベルは１も上がらなかった。よほど経験値が低かったのだろうか。もしくは、

「人間だと経験値が入らない……そんな可能性もないわけではない、のか？」

　思案しつつ男たちの荷物漁あさりを始める。

　衣類は微妙にサイズが合わない、か。まあ、こいつらの知り合いとかにどこかで服の特徴に気づかれてもアレだしな。そうなると、面倒なことになりそうだ。

　武具類も同じ。下手に足がつくと、後々トラブルの元になりかねない。

　なので金貨や銀貨、銅貨の入った小袋だけを皮袋に入れる。

　金に人の個性は宿りづらい。そういう意味では安全と言える代物だろう。

　手早く物色を終えると、俺は立ち上がった。

「――ピ、ィ」

　神妙なピギ丸の鳴き声。

「ん？　そうか、おまえも感じ取ってるか。ああ、わかってる――」

　毒を非致死設定にしてジワジワと殺す手もあった。

　が、先ほどからビリビリときている。

　尋常ではない威圧感。

　混在した戦意、殺意。

「近くにもう一人、誰かいる」

　身を潜めながら、俺は移動を開始した。

　この威圧感を放っている相手……。敵かどうかの断定はまだできない。

　ただ、あの四人の会話から正体の想像はつく。

『違うぞぉ？』

『だが、さすがのオレたちも今回の獲物に手をつけるのは自重せざるをえまい』

　あいつらが追っていた人物。

「にしても……戦いの意思表示とも取れる、この感じ――」

　正面から迎え撃つ腹か。奇襲を仕掛けるなら、気配を消してくるはずだ。

　が、この愚直なほどに色濃く漂う戦意。挑戦状めいた意思表示。

　よほど実力に自信があるのか。もしくは、実直にすぎる人物なのか。

　太めの枝を拾う。斜めの方角へ投とう擲てき。投げた枝が、葉を揺らした。

　一拍の間。

「ピ」

　突起状で様子をうかがっていたピギ丸が小さく合図した。

　相手が、動いた。対象が移動した方角を突起で示すピギ丸。

　相手の動きは恐ろしく速い。まるで疾風だ。

　俺も素早く膝を地面から離し、動く。

　背後を、捉える。対象の背がハッとした反応を示す。が、わずかに遅い。

「【パラライズ】」

　相手は振り向かない――否、振り向けない。

　身体からだが動かないことに戸惑っているようだ。

　佇たたずまいからして女。頭部を覆うのはフードか？

　いや、違う。あれだ。修道女とかが被かぶっているアレに近い。

　ベールと呼ぶのだったか？

　というか、フードの方はそれとは別に背中に垂れている。パーカーのフードみたいに。

　次に目を引くのは全体の身なりだった。

　ドレス風の鎧よろいとでも表現すればいいのだろうか？

　白をベースとした鎧と装具。青と緑のラインがアクセントになっている。

　髪は淡いレモンイエロー。長い髪を後ろで一つに結っている。

　見た感じ、華きや奢しやな身体をしている。しかし最も気にかかったのは、

「攻撃の意思は感じられたが――どうもあんたの殺意には、不純物がまじっていてな。そこが、気にかかった」

　途中で殺意の性質が切り替わったのがわかった。

　感じたのは――迷い。純然たる殺意や嗜虐性とは質を異にしていた。遺跡の魔物やさっきの四人とは違う感情の発露。比較対象があったおかげか、その違いがわかった。

「さっきの四人組とはどこか違う感じがした。だから、少し話をしてみようと思ったわけだ。とはいえ、動きの方は保険として封じさせてもらったが」

　ヤバそうな相手に変わりはない。ゆえに、ここは先手必勝。

　こちらが有利な状況を作っておくに越したことはない。

「な……に、が――目、的……です、か……やは、り――」

　女が質問してきた。ひとまず正直に答える。

「言ってしまえばまあ、道に迷っちまった感じでな。もしあんたがこの近辺に明るいなら、最寄りの町か村を教えてほしい。俺はこの辺りの人間じゃない。だからこのあたりの常識も欠如している。そこで、できればこの辺りの情報をアレコレ教えて欲しいんだが――」

　女に変化が見えた。伝わってくる感情は戸惑いや疑念。
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　俺は注意しつつ、正面に回り込んだ。

「……目隠し？」

　額当てのパーツの一部、だろうか？

　目がパーツで覆われている。そう、たとえばアイマスクみたいに。

　視線をやや下げる。正面から見ると肌の白さが際立つ。

　あごは丸みを帯びた鋭角。小顔と呼んで差し支えない頭部。

　艶を帯びた女の薄い唇が、微弱に震えた。

「よ、にん……は……？」

「――あいつら、あんたの仲間か？」

「ち、が……い、ま……す……」

「…………」

　麻ま痺ひ状態の相手とは会話しづらい。ゲージ残量の問題もある。仕方ない。

「会話をしやすいように、今から口だけ動かせるようにする」

　正確には頭部だが、ここはあえて〝口〟と限定しておく。

　会話のための措置、という意思表示。

「だが妙な動きをしたら、その時点でまたスキルを使用する。こちらには痛めつける手段もある。わかったな？」

　今のはハッタリもまじえた。相手は同じ〝麻痺スキル〟と認識したはずだ。

　が、実際は同スキル【パラライズ】の重ねがけは不可能。

　しかし、俺は噓うそを言っていない。妙な動きをしたら言葉通り【スリープスキル】を使う。が、眠られると会話は困難。できれば【スリープ】の使用は避けたい。

　まあ、眠らせて拘束という手もあるが――今はその段階ではないだろう。

　ピギ丸は静かにしている。空気を読んで息を潜めているようだ。

　思わず感心してしまう。というか、ピギ丸はかなり賢い気がする……。

　しばし間があって、女が回答を口にした。

「は、い」

　ゲージ横の【部位解除（頭部）】に触れる。他の解除と同じ要領で表示を切り替える。

　解除後は念のため、少し距離を取った。女がポカンとしている。

「――し……喋しやべれる……普通に……」

「動かしていいのは〝口〟だけだ。悪いが俺はあんたをまだ警戒している。ここへ辿たどり着くまでに俺も色々あってな。だから、見知らぬ人間を安易に信用できない」

「いえ――見知らぬ相手を警戒するのは、間違ってはいません。旅人であれば当然の心得でしょう」

　いきなり罵倒してくることはなかった。できた人格の持ち主なのだろうか？

　澄んだ声には意志の強さもうかがえる。

　清廉な騎士がもし実在したらこんな感じかもしれない。

　再度、観察。見た目も、そうと言われれば頷うなずける風体か……。

　黄ゲージを一いち瞥べつ。

　ここで一つ気づく。四人組の時や先ほどの部位解除の時、違和感があった。

　おそらく俺以外の人間に、ゲージは見えていない。

　ゲージを認識できない。つまり、減っていくゲージを見て効果時間に限りがあると推測されないわけだ。初見なら効果が永続だと騙だますこともできなくはない、か。

「あなたの質問に答える前に一つ、確認したいことがあります」

「答えるかどうかは、内容次第だが」

「四人組の男に会いましたか？」

「会った」

「彼らはどこに？」

「殺した」

「……、――え？　殺、した？」

「何かまずかったか？　連中は救いようのないクズにしか見えなかったし、俺はあんたを追っていた連中だと判断しているが」

「あ――いえ……まずいことはありません。彼らが私を追っていたのは事実です。ですが……」

　女がまじまじと俺を見る。

「あの聖なる番人ホワイトウオーカーを……まさか、あなた一人で？　それとも、近くに仲間がいるのですか？」

「……一人いる。だが、今はその仲間の姿を見せるつもりはない」

　これも噓ではない。確かにもう一人〝潜んで〟いる。

　姿の見えない仲間の存在を示唆しておく。

　相手の動きを封じるには、これも有効な手段のはずだ。

　しかしあの四人組、そんな大仰な名がついていたのか。

　ともあれ、あの四人はこの女の味方ではなかった。今はこれを知れただけで十分か。

　おかげで会話がしやすくなった。仲間を殺したとなると、会話しづらいからな……。

　さりとてこの女はまだ信用できない。

　たとえば女は〝目〟を見せていない。目は口以上に真実を語るとも聞く。

　あえて目を隠すのは噓を見破られないためか？　と思っていると――

　目を覆っていた部位が、カシャッ、と上へスライドした。

　なんというタイミングか。心の中を読まれたわけではない、とは思うが。

　観察面積の増えた女の風貌を眺める。

　整った二重のまぶた。綺き麗れいに揃そろった上品なまつ毛。淡いブルーの瞳には、思わずハッとさせられた。こんなにも澄んだ瞳が存在するのか、と。

　覆いが取れて顔立ちも鮮明となった。紛れもなく美人と称される部類。

　人並み外れたこの神秘的な美しさ。どうしても〝あの種族〟が思い浮かぶ。

　昨今の創作物では優れた美貌を持つ細身の姿として描かれることが多い。

　俗に〝エルフ〟と称される種族。

　ただし彼らを最も象徴する〝アレ〟が彼女には備わっていない。

　そう――ベールから覗のぞく女の耳は、人間のものだ。

「私の質問に答えていただき、ありがとうございます」

　女が礼を述べた。

「それから、結果的に質問を重ねる形になった点は謝罪します。また、あの四人をあなたが打ち倒した話に噓は感じられませんでした。質問に対し正直に答えてくださっているのも、わかります」

　噓発見器でも持っているのか。真偽判定にいたく自信を持っている感じがある。

「ですので――」

　真摯な表情で俺を見る女。首から下がもし動けば、手を胸にでも当てていそうだった。

　まるで、宣誓でもするみたいに。

「私もあなたの質問にはできるだけ正直に答えましょう。あなたから害意は感じませんし、あの四人を打ち払ってくださったのなら――命の恩人とも言えますから」

　命の恩人。過大な評価とは思えるが……いや、恩義を抱かれたのなら利用すべきか。

「具体的には何を聞きたいのでしょうか？　この辺りの者ではないとおっしゃっていましたが」

　身体からだが動かないわりに堂々とした物言い。警戒心が希薄になった証拠とも考えられる。

「かなり遠方からの流れ者でな。気づけば、この森に辿り着いていた」

「この森に何か用事が？」

「捨てられたみたいなものだ」

「――そう、ですか。質問を謝罪します」

　捨てられたみたいなもの。暗い想像を喚起させる言葉。

　たとえば、旅の仲間に捨てられた。住んでいた土地から追い出された。奴隷商に捨てられた（この世界に奴隷商がいればだが）。などなど。

　そもそも捨てられたという話自体は噓でもない。

　親に捨てられたし、クソ女神にも廃棄されている。

　暗い過去を匂わせると、相手によっては追及の手が緩む。

　追及を煙に巻く際に有効な手段となりうる。

　これにはもう一つ利点もある。上う手まくすれば反応で相手の人間性を測れる。

　俺は女の目を見据えた。女が表情に？マークを浮かべる。

「何か？」

「あんたは悪い人間じゃなさそうだ――今のところは」

「……少しは信頼を、得られたのでしょうか？」

「ああ、少しだけ得られたさ。ただ、俺もあんたと同じで何かと事情がある。今はお互い、深入りは避けるべきと判断するが――」

　女にも何か隠したい事情があるのは察せられた。

　が、現状で俺に必要なのは情報である。得るものを得たらここで別れるのが吉だろう。

「ええ、私も賛成です」

　女の表情に影が差した。

「私としても、その方がありがたいですから」

　ゲージ残量問題もある。雑談に多くの時間は割けない。

「わかった。では早速、質問に移らせてもらう。近くに町か村は？」

「最寄りですと、ミルズという小規模の都市があります。私も――」

　言いかけて女が口をつぐむ。女は今〝私も〟と口にした直後、言葉を切った。行き先を告げたくない理由があるらしい。彼女を追う者に俺がいずれその情報を与えるかもしれない。それを危惧したのだろう。とはいえ、もう告げてしまったに等しいが。

　ま、俺は都市の場所がわかればそれでいい。深入りはしない。

　女は距離と方角も教えてくれた。ここからそんなに遠くはなさそうだ。

　近いうちにちゃんとしたベッドで眠れそうである。俺は次の質問に移った。

「ここはどこの国だ？」

「今いる国も、わからないのですか？」

「複雑な事情があってな。外の情報と断絶された生活を送っていた。事情は察してくれ」

　俺は、追及逃れの言葉を躍らせた。

「……わかりました。ここはウルザ王国の南方に位置する〝闇色の森〟と呼ばれる森林帯です」

　驚いた。ここはアライオン王国ではないのか。てっきり廃棄遺跡はアライオンにあるものと思っていたが……。これは貴重な情報だった。

「アライオンはどの位置に？」

「アライオン、ですか？　ウルザ王国の北東にありますよ？　それと、ウルザ王国の南東には――」

　女が言い淀よどむ。

「バクオス帝国が、位置しています」

　その帝国に何か思うところがあるようだ。しかし再三となるが、深入りはしない。

　それにしても、ここはアライオンではないらしい。

　つまりクソ女神が近くにいない。今のところこれは吉報と考えてよさそうだ。

　ふむ……別の国なら、慌ててここを離れる必要もないか。

「わかった。次は、少し変な質問になるかもしれない」

　思い詰めた表情をしていた女がハッとする。

「――あ、はいっ。どうぞ」

「たとえば……庶民が日常的に食べる質のパンを一つ買う場合、このあたりではどのくらいの金額が必要になる？」

「相場を知らないのですか？」

「このへんの物価とも無縁の場所で生きてきた」

「なる、ほど。どこの都市でもパン一つくらいであれば、大抵は銅貨一枚で買えるとは思いますが」

　パンは存在している、と。

「銀貨は銅貨何枚分に相当する？」

「銅貨三十枚くらいでしょうか」

　日本円でパンが一つ１００円くらいとしよう。

　前の世界基準でいくと、銀貨は３０００円くらいか？

　相当ざっくりした把握ではあるが。

　当然、日本と物価は違うはずだ。何もかも日本円感覚というわけにもいくまい。

　が、パンの値段という〝基準〟がわかったのは前進だ。

　あとの物価関係は――ミルズという都市についてからでいいか。

　他にも知りたい情報を手早く引き出した。黄ゲージが減ってきている。

　最後に一つ、聞くべき大事な話がまだ残っていた。

　皮袋から禁呪の呪文書を取り出す。俺は、女の顔の前で呪文書を広げた。

「この文字について何か知らないか？」

　女の視線が文字の上を走る。グラスアイめいた瞳が忙せわしなく動く。

　口以外を動かせるのはもうバレているだろうか？

　自覚があるかどうかは、わからない。

　そこで俺は一つ気づく。

　女の目もとに薄うっすらと隈くまが確認できる。この近い距離でよく見ないとわからない程度ではあるが……逃亡の日々で寝不足なのだろうか？

　女の眉間に数本、細いシワが刻まれた。

「これは……古代文字、だと思われます。それも、かなり特殊な」

「読めるか？」

「いえ、申し訳ありませんが」

「そうか。わかった」

　呪文書をしまうため丸め直す。

　そう上手くはいかないか。手がかりくらいはと、淡い期待を抱いていたが。

　まあ、地道に調べていくとしよう。

「ですが――」

「ん？」

「この文字に詳しいと思われる人物でしたら、知っているかもしれません」

「その人物が詳しいと思える根拠を聞いても？」

「かつて〝禁忌の魔女〟と呼ばれた人物がいました。禁忌の魔女の名は、ご存じですか？」

「いや」

　魔女、か。

「彼女はこの世の禁忌に関する膨大な知識を持っていたために危険視され、住む土地を追いやられたと聞いています」

　それで〝禁忌〟と呼ばれた、と。話しぶりからして伝聞の体。確定情報ではないようだ。

　だとしても、貴重な手がかりではある。

「仮に会いに行くとしたら、どこを目指せばいい？」

「大遺跡帯はご存じですか？」

「それも初耳だ」

「その大遺跡帯という場所のどこかにいるのではないか、と言われています」

「確定ではない？」

「はい、あくまで噂うわさの域を出ていません」

「ここから遠いのか？」

「北上すれば辿たどりつけます。ただ――」

　一瞬、女が言葉に詰まる。彼女から伝わるもの。それは、成立性の低さ。

「魔女のところへ辿り着くのは、困難かと思われます」

「理由は？」

「大遺跡帯は別名〝金こん棲せい魔ま群ぐん帯たい〟と呼ばれています」

　次々と聞き慣れない単語が飛び出す。当然だ。俺はこの世界の知識がないに等しい。なので何もかもが新鮮な単語となる。そう考えれば仕方ない面もある――のだが。

　初出の覚える単語が多すぎる。濁流のように脳内へドッと押し寄せてくる。

　あとで一つ一つ、暇な時にでも整理し直そう。

「名前から察するにそこは、広範囲の魔物の生息地帯か」

「はい。この大陸の中央に位置する危険地帯です」

「そうか」

　魔女はそこへ身を隠した、と。危険地帯として指定されている領域。言い方からして大陸の共通認識と思われる。が、逆に世の中の目から身を隠すにはもってこいの場所か。

「わかった。貴重な情報、感謝する」

　ゲージに目をやる。もう数分で【パラライズ】が切れる。

　この女は信用できそうだ。が、効果が切れた途端に襲いかかってくる確率もゼロではない。クソ女神も最初は慈愛に溢あふれた女神を装っていたしな……この辺りが潮時、か。

「他に何かありますか？」

「十分だ。助かった」

　女が苦笑する。

「これで貸し借りなし……とは、さすがにいきませんよね。命を救ってもらった恩返しと考えると、対価としては不十分――」

「いや」

「え？」

「今ので貸し借りなしでいい。今の俺にとっては、十分すぎる情報だった」

　人里へ到着する前にこれだけの情報を得られたのは僥ぎよう倖こうだろう。

「これから俺たちはここで別れる。それでいいか？」

「は、はい。あなたが、よろしいのであれば」

　義理堅さがうかがえる。よくも悪くも実直にすぎる印象。

　さぞ生きづらいだろうと、いらぬ心配をしてしまうほどに。

　誰かに似ている。

　………ああ、そうか。叔母さんか。

　人がよすぎてこちらが心配になるところが、少し似ている。

　叔母の存在は、俺の中で善人の実在を担保していると言っていい。

「じゃあな」

「あの、この動作阻害の術式は――」

「身体からだが動かないその〝術式〟は、あと数分もすれば自動的に効果が切れる。その間、身の安全は保障できないが」

　先ほど俺は〝スキル〟と口にした。が、女は術式と認識しているようだ。

「わかりました。もう少しすれば解除されるのですね」

　疑念を抱いていない。真偽を見極める手段を何か有しているのは、ほぼ確定か。

「あんたは話が早くて助かる」

「あなたは何か、急いでいる風でしたから」

　ゲージを気にしているのも感じ取っていたらしい。

「俺の方に合わせてくれたわけか。気が利くな」

「恩人ですので」

「あんたみたいな人間は嫌いじゃない。ま、不意打ちをかけておいてこんなことを言えた義理でもないんだが……一応、道中の無事を祈っておく」

　身を翻して別れを告げると、俺はその場を離れた。

　少し歩くと、ピギ丸がローブの中から「ピ」と姿を現す。

「ん？」

「ピユ？」

「あの女は見逃すのかって？」

「ピ」

　緑に変化。

「俺への悪意は感じなかったしな……こっちの質問にも的確に答えた。俺への殺意や害意がなければ痛めつける理由もない。俺は別に虐殺が趣味なわけじゃない。無意味な殺しはしないさ。俺は、俺のルールに則のつとって殺すだけだ」

「ピムピム……」

　ピギ丸の突起が上下運動する。ふむふむ、と頷うなずいている感じだ。

「とはいえ、動けるようになったあの女が俺を襲おうと追ってくる可能性も否定できない。背後への警戒は引き続き頼む……頼りにしてるぞ、相棒」

　シュバッと敬礼っぽい角度を作り、ピギ丸が緑に変色。

「ピッ！」

　まあ、甘さがまじったのは否めまい。とはいえ、これは仕方あるまい。

　実の親に似ているならいざ知らず……。

　叔父夫婦と似たものを感じた相手なら、対応には一考の余地が出てくる。

「これも俺のルール、か」

　当然、ルールには例外も存在するが。

　途中、俺は小さな水場を見つけた。湧水でできたものだろうか？

「ここで軽く、身体を洗うか」

　ピギ丸に見張りを頼んで水場に近づく。

　透き通った水。水面に自分の顔が映り込んだ。

　人相が前より悪くなった気がする……。

　実の父親の言葉がフラッシュバックした。

『気味の悪い目つきをしやがるガキだ』

　いや――元に戻っただけか。あるいは元々、こんな顔だったか。

　水を手で掬すくう。

　生水……飲み水としては避けるべきだろう。とはいえ水は確保しておきたい。

　何かの役に立つかもしれないしな。

　俺は空のペットボトルに水を汲くんだ。次に服を脱いで畳み、水辺に置く。

　制服の一部を破いて作った布きれ。それを手に持って水に足を入れる。

　肌寒い気温でないのは幸いだった。木漏れ日を見るに、まだ日は暮れていない。

　水に肌を晒さらすなら今のうちだ。

　張りつめていた神経が緩んでいくのがわかる。

　が――葉擦れの音で、緩みかけた神経が一瞬で引き締まった。

　腕を気配の方へ突き出す。

「あ――」

「……あんたか」

　先ほどの金髪の女だった。

　女は草むらから踏み出した姿勢で停止していた。ただ――さっきの鎧よろいや装具が見当たらない。肩に麻袋を担いでいる。あれに入るサイズではなかった記憶があるが……。

　さりとて、捨ててきたわけでもあるまい。

　俺たちはしばし見つめ合った。女がヌルリと、視線を逸そらす。

「……失礼、しました」

　女が頭を下げた。

「この水場、あんたも使うつもりだったのか？　俺は身体を乾かしたら、すぐ出発するが――」

「いえ、大丈夫です。どうかお気遣いなく」

　女は踵きびすを返すと、そのまま林の中へ消えて行った。

　水辺に戻り、布きれでサッと身体を拭く。かなりサッパリした気分になった。

「ピ……ピィィ……」

　草むらから平べったくなったピギ丸が出てきた。ノロノロと近寄ってくる。

「ん？　どうした？」

「ピュュゥゥ～……」

　落ち込んでいるのか？　どこか申し訳なさげでもある。

「もしかして……あの女が近づいていたのを察知できなかったことに、責任を感じてるのか？」

「ピィィ……」

　ゆったりと緑に変色するピギ丸。俺は屈かがみ込み、ピギ丸に手を伸ばした。

「ピ……ッ」

　小突かれると思ったのか、覚悟を決めた反応をするピギ丸。

　俺は、プルプルした表面を優しく撫なでた。

「ピ？」

「気にするな。手を抜いてたわけじゃないだろ？」

「ピ！　ピ！」

　なのにピギ丸が気づけなかった。

　女が去った方角を見る。やや気が緩んでいたにせよ、俺もまったく気づけなかった。

　何よりピギ丸は俺より周りの動きや音に敏感だ。

　そのピギ丸が警戒していても察知できなかった。あの女には〝何か〟ある。

「さっきの女は何か……音とか、気配を消す技術を持っている気がする。おまえが気づかなかったのも、仕方ないさ」

　ふむ。思えばあの四人組は、それでもあの女を追跡し続けられていたわけだ。

　おそらく、優れた能力の持ち主たちだったのだろう。

「ピ、ピ、ピィィ」

　ピギ丸は必死に謝っている風だった。

「だからそんなに責任を感じるなって。安心しろ、こんなことで相棒を解消したりしねぇよ」

　ピンク色になったピギ丸が足に擦りついてきた。

「ピィィ～♪　キュィィィ～……♪」

　俺は苦笑する。

　とりあえず、元気になったようだ。

　さて、




「それじゃあ――ミルズとやらを、目指すとするか」








　　　◇【逃亡者】◇






（彼は一体、何者だったのでしょうか……）

　彼女は、地方都市ミルズに到着していた。

（しかし――）

　不意に思い出したのは、彼のあの裸体。

　あそこまで男の裸を露骨に目にしたのは初めてに近い気がした。

　少々事情があって、彼女は父親の裸ですらまともに見たことがなかった。

　ほんのり頰に熱が灯ともる。

　慌てて雑念を振り払う。冷静さを取り戻すと、彼女は別の思考を走らせた。

（それにしても――）

　思わぬ展開で、あの厄介な聖なる番人ホワイトウオーカーを退けることに成功してしまった。

（それ自体は、幸運でしたが……）

　あの四人組をたった一人で倒すなど、普通に考えて容易なことではない。

（彼のあの口ぶり……倒すのに手間取った様子はありませんでした。やはり、あの不思議な術式の力で……？）

　術式の知識はあるつもりだった。

　しかし、あんな風に動きを拘束する術式などあっただろうか？

　心当たりがない。

（あるとすれば、状態異常系統の術式ですが……）

　いや、ありえない。

　状態異常系統の術式。その低すぎる成功率は有名である。

　五人相手に対して立て続けに成功させるなど不可能に近い。

　それこそ、奇跡でも起きない限りは無理だ。

　否――もし奇跡的に成功したとしても、やはり持続時間がおかしい。

　あれほどの長い間、持続するわけがない。

　とすると詠唱呪文なのだろうか？

　けれど状態異常系統の詠唱呪文など聞いたことがない。

（私の知らない未知の詠唱呪文なのでしょうか？）

　なんらかの手段で痺しびれ薬を用いたとしても、説明のつかない点が残る。

　彼は触れただけで口の痺れを部分的に取り除いた。しかも、瞬時に。

　やはり魔法系統の力以外では考えられない。

　彼女はハッとして、思考を切り替えた。

（いえ、今はまず自分のことに集中しなくては……まずは、当面の路銀を稼ぐのが先決です）

　道中、ミルズにおけるある話を耳にした。

　上う手まくすればほんの数日で当座の路銀を確保できるかもしれない。

（まずは情報収集、ですね）

　自分の正体を知った追手はもういない。

　今このミルズで自分の正体に気づく者もいまい。ただ、油断は禁物である。

「…………」

（もし変化の力を解くにしても、その際は今まで以上に細心の注意を払わねば……）

　気を引き締め、彼女は情報収集に繰り出した。

　例のミルズの件は他の都市にまで伝わるほどの話だ。

　ならばあそこへ行けば必要な情報は得られるだろう。

　彼女はそう踏むと、傭よう兵へいギルドの施設を探すことにした。







　傭兵ギルドの施設は、書状の印が刻まれた看板が目印である。

　看板を見つけた彼女は傭兵ギルドの支部施設に足を踏み入れた。

　施設内でたむろしていた者たちが視線を向けてくる。

　女の傭兵自体はさほど珍しくはない。

　けれど、いやに注目を浴びている。

　正体を隠している身だけに緊張感が湧き上がってくる。

（いえ、これは普段見ない顔だから一時的に注目を集めているだけのはず……）

　そう自分に言い聞かせて、平静を装いつつ奥へ足を進める。

　奥には掲けい示じ場じようがあった。

　ここではギルド員への依頼が貼り出されている。

　彼女は最も大きな募集告知に目を留めた。

　記された情報に目を通す。どうやら、ちょうどよい時期に到着したようだ。

（結果次第では今後、路銀の心配はしなくてよさそうですね）

　あまり長居をするつもりはない。

　ここで路銀を稼いだら、できるだけ早くミルズを離れる。そう決めていた。

（それでは――次は、宿を確保しますか）

　必要な情報を入手したあと、彼女は傭兵ギルドを出ようとした。

　その時だった。一枚の貼り紙が目に飛び込んできた。

　ふと、立ち止まる。

　貼り紙を見ていた一人の傭兵が話しかけてきた。

「すげぇ額の懸賞金だよなぁ」

「……ええ」

「元はハイエルフの国の姫サマだってんだろ？　で、なぜかある時期から人間の国で聖騎士として活躍してたとか」

　傭兵があごに手をあてて貼り紙を見た。彼は、少しうっとりしていた。

「そんだけでもすげぇ経歴なのによ……加えて、こんな噓うそみたいな美貌の持ち主だってんだもんなぁ？　おい、知ってるか？　聞いた話じゃこの似顔絵、お貴族サマが画家にさせるみたいな美化がまったくされてねぇんだとよ」

　賞金首の似顔絵だ。似せていなければ、大問題であろう。

　傭兵は続ける。

「へへ……もし懸賞金目当ての荒くれどもが捕まえたとして、こんな美人をなんも手をつけずに引き渡すかねぇ？」

　傭兵がジロジロと視線を這はわせてきた。上から下まで、値踏みする目つき。

「そういや、さっきから思ってたんだが……さすがにこの元聖騎士サマの美貌にはかなわねぇけど、あんたもかなりの美人だよな？」

　声をかけてきた目的は、それだったようだ。

「へへ、どうだい？　このあと暇かい？」

　言葉を返さず、彼女は貼り紙に背を向けた。傭兵が苦笑気味に言った。

「おっと？　お姫サマと比較しちまったから、気分を害しちまったかな？」

「…………」

　一度、彼女は背後を振り返った。

　確かに懸賞金の額は凄すさまじい。

　けれど自分がその懸賞金を得ることはない――絶対に。

　似顔絵の下に書かれた賞金首の名。




〝セラス・アシュレイン〟




　彼女――セラス・アシュレインは、無言でその場を立ち去った。
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あとがき




　今作はなんとも長いタイトルとなってしまいました。篠しの崎ざき芳かおるです。

　タイトルにも入っている【状態異常スキル】は、この作品の大きな要素の一つと言えます。しかし、個人的にやはり物語はキャラクターが主成分であってほしいと思っています。そこにキャラクターを輝かせるストーリーの流れや展開が加わることで、より魅力的な物語となっていくのが、理想的な形だと考えています。ですので、まずは今作のキャラクターたちに魅力を感じていただけたなら、とても嬉しく思います。

　ここからは謝辞を。担当のＯ様、熱意を持って今作にぶつかってくださりありがとうございました。イラストを担当してくださったＫＷＫＭ様、ＫＷＫＭ様の魅力的なイラストが届くたび、自分の中で各キャラクターへの思い入れも強くなっていきました。今作のイラストを描いていただけたことを、大変光栄に感じております。Ｗｅｂ版の読者の皆さま、日頃の応援ありがとうございます。こうして書籍として刊行できたのも、皆さまのおかげでございます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　そして、本書を手に取ってくださったあなたにとってこの作品が一つのよい出会いとなってくれましたら、これほど嬉しいことはございません。


篠崎芳
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